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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




「凄すごく重いですよお。大だい丈じよう夫ぶですかあ？」

　コンビニのレジで、バイトの女の子が心配そうに聞いてくる。

「大丈夫です。ありがとう」

　三みツ谷や京きようは、そつなく整った顔に、知的でクールに見えると評判の愛あい想そ笑いを浮うかべた。

　カウンターに置かれたコンビニ袋ぶくろ四つを両手に持ち、ありがとうございました～と、まるで輪唱のように響ひびく店員達の声に盛大に見送られてコンビニを出る。

　ご丁てい寧ねいにも二重重ねにされたコンビニ袋の中味は、大量の清せい涼りよう飲料水の山だ。

　最近ちょっとしたストレスで瘦やせ気味だが、京はまだ二十代後半の健康な成人男性。

　女の子への見み栄えもあって、表面上は平静な顔を装っていたが、

（くそ重いっ！　なんでこの俺さまが、こんなことしなきゃなんねぇんだよ！）

　と、内心では不満たらたらだ。

　十一月に入り、冷え性しようの京にとってはけっこう厳しい季節になってきた。

　手の平に食い込んでくるコンビニ袋は、まるで妖よう怪かい子泣きジジイのように徐じよ々じよにその重さを増し、ただでさえ冷たい指先への血流を妨さまたげる。

　血が通わなくなった指先が、すっかり冷え切って千切れそうに痛かった。

　ことの起こりは、京が担当している数少ない作家である、『恵え藤とうまお』から届いた一通のメールだった。

『会社帰り、コンビニに置いてある清涼飲料水の類たぐいを全種類買ってきて』

　読んですぐ、むっとした。

（そんなこと、業者に配達頼たのめっての）

　が、佐さ川がわ出版の文芸書しよ籍せき部に所属する編集者である京には断る道はない。

『恵藤まお』と『安あん藤どう青せい慈じ』。

　京が編集者として主に担当しているのは、新刊を出せばベストセラー確実な人気作家のこのふたりだ。

　しかも売れっ子になると複数の出版社と掛かけ持ちで仕事をする作家が多い中、このふたりは佐川出版としか仕事をしていない。

　中ちゆう堅けんどころの出版社として地道な低空飛行を続けてきた佐川出版にとって、立て続けにヒットを飛ばし派手な活かつ躍やくをしているこのふたりは、非常にありがたい神ともいうべき存在だった。

　彼らになにくれとなく助力できるようにと、その担当者である京も余計な仕事をかなり免めん除じよされ、けっこう美味おいしい待たい遇ぐうを受けている。

　もちろん、くれぐれも大事な先生方のご機き嫌げんを損そこねるようなことはないようにと、上層部からしっかり念押しされた上でだ。

　だからこそ、こんなくだらない要求にも文句ひとつ言うことなく応こたえているのだが……。

（ジュースばっかりこんなにいっぱい買い込んで、なにに使うつもりなんだか）

　最初にメールを読んだときは軽くむっとしただけだったが、実際ずっしりとした重みを両手に感じていると本気でむかっ腹が立ってくる。

　これで、ただの買いだめのつもりとか言われたら、怒いかりのあまりぶっちり脳の血管が切れるかもしれない。

（……あり得るか。あいつ、甘党だしな）

　スイーツが大好きで、珈琲コーヒーは苦いとミルクと砂糖なしじゃ飲めない。

　恵藤が書く小説同様、本人の味覚も超ちよう甘党だ。

『君に面めん倒どうを見てもらいたい作家がいるんだ。『恵藤まお』なんだけど、どうかな？』

　古株の編集者である田た辺なべから、そんな打だ診しんを受けたのは二年近く前のこと。

　ベストセラー作家である安藤青慈を見み出いだしたこの先せん輩ぱい編集の目を信しん頼らいしていた京は、彼が見つけたばかりの将来有望な新人作家を自分に育てて欲しがってるんだろうと勝手に早とちりして迷うことなく頷うなずいた。

　だが、これが大ハズレ。

　既すでにこの時点で、『恵藤まお』は若い女性達から圧あつ倒とう的てきな支持を得ているカリスマケータイ小説家として有名な存在だったのだ。

　京がその名を知らなかったのは、ケータイ小説というジャンルに興味を持っていなかったせいだ。

　というか、はっきり言って偏へん見けんすら持っていた。

　ケータイ小説なんてものは、運命の恋こいやお手軽なセックスに薬物依い存ぞん、レイプに不治の病に自殺未み遂すいとお定まりのキーワードを適当にちりばめただけの、お子様向けのお遊び小説。展開は唐とう突とつで文章は稚ち拙せつ、そんなもの読む価値もないと……。

　そんな偏見にすっかり凝こり固まっていたから、同業者内でケータイ小説の話題が上がっても右から左に聞き流してばかりいた。

　だからこそ、恵藤がケータイ小説家だと知らされたとき、担当を迂う闊かつに引き受けてしまったことを心底後こう悔かいしたのだ。

　これはまずいことになった、仕事とはいえケータイ小説家の稚拙な文章を読まなきゃならないなんて……と。

　だが、これも大ハズレ。

　引き受けた以上読まなくてはと、渋しぶ々しぶながらも田辺に渡わたされた作品のゲラに目を通してすぐ、ケータイ小説に対する偏見はガラガラと音を立てて崩くずれ去った。

　展開は軽けい妙みよう洒しや脱だつにしてドラマチック、文章はシンプルかつ秀しゆう麗れいで詩的な美しさに満ちている。

　それまで読んだことのあるケータイ小説とは明らかに趣おもむきの違ちがう、実にロマンチックで、優やさしい作風の恋れん愛あい小説だったのだ。

　この作家は、安藤青慈に続くヒットメーカーになるに違いない。

　京はそう確信した。

　田辺の話では、恵藤まお先生は金銭的に余よ裕ゆうのある家の生まれだとかで、都内で庭付きの一いつ軒けん家やに住んでいるとか。

　その作風からして才能溢あふれる美女を想像した京は、さっそく田辺の助言通り恵藤の好物であるスイーツを手に、浮き浮きと自宅を訪問した。

　だが、これまた大ハズレ。

　その可愛かわいらしいペンネームからつい女性だと迷わず思い込んでしまっていたが、『恵藤まお』は男性だったのだ。

　しかもこれが、バランスの取れた長身のけっこうな色男。

　柔やわらかそうな黒くろ髪かみに綺き麗れいな二重の澄すんだ瞳ひとみ、どこか甘さを含ふくんだ男らしい顔立ちは、同性である京の目から見ても充じゆう分ぶんに魅み力りよく的だった。

「はじめまして、恵藤まおです。出版は未知の分野なので色々教えてください」

　黒目がちな瞳を軽く細めて微笑ほほえむ恵藤が、紳しん士し的な態度で手を差し出してくる。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　見上げた先にある好意的な微笑みと、握にぎり返した大きな手の温かさ。

　そのとき京は、目の前にいる二歳年下の男に確かな好感を抱いだいた。

　今になって思うに、あれが一番の大ハズレ。

　人生最高の大失敗だったのだ。







　京は、今風な幾き何か学がく系デザインの門もん扉ぴの前で立ち止まった。

（この家の位置も良くない）

　別に風水に凝っているわけじゃない。

　恵藤が住むこの家が、京の住むマンションと最も寄より駅との中間点という、実に通いやすい地点に位置しているのがよろしくないのだ。

　そのせいで京は、しょっちゅうこの家に呼びつけられている。

　小説のゲラや資料など、他ほかの作家の場合なら宅配便を使うようなものでも会社帰りにでも直接届けてと言われるし、文ぶん房ぼう具ぐなどの小間物や恵藤が好むスイーツなどを買ってきてと頼まれて、断り切れずに配達することも多い。

　俺は便利な配達業者じゃないと文句を言いたいが、担当者はアシスタントのつもりで使ってやってくださいなどと、会社の上層部が恵藤に言っているのを知っているのでそれもできない。

　消しゴムを一個だけ買ってきてと電話で頼まれたときはさすがに切れかかって、一個といわずダース買いしましょうかぁ？　と嫌いや味みを言ったりもした。

　が、この嫌味は恵藤の耳を素す通どおり。

　それどころか、『細々と用事があれば、その都度俺に会えるよ？　三ツ谷さんだって嬉うれしいだろ？』とわけのわからない返事が返ってきた。

　別に嬉しかないし、面倒なだけだ。

　とは立場上さすがに言えず、わけがわからないまま笑って誤ご魔ま化かしていたが、後になって恵藤の真意に気づいたときは、あのときにしっかり否定していれば！　と心底後悔したものだ。

（今じゃもう、なに言っても聞く耳持たないだろうしな）

　ため息混じりに門柱についたキーロックを操作して門扉を開け、敷しき地ち内に足を踏ふみ入れる。

　いちいち中からロック解除するのも面倒だからと、門扉の解除番号だけは教えてもらっているのだ。

　だが、これも欲しくない？　と薄うすら笑いと共に差し出された合い鍵かぎは、頑がんとして受け取らなかった。

（合い鍵だなんて……気色悪い）

　足あし繁しげく通うのはあくまで仕事だからだ。

　必要以上に馴なれ合ってたまるかと常々京は思っている。

　玄げん関かんのチャイムを鳴らすと、「ごくろうさん」と、思いっきり上から目線口調の恵藤が、待ちかまえていたようにドアを開けた。

「へえ、思ってたより、けっこう量あるんだ」

　恵藤は、京の両手にぶら下がったコンビニ袋ぶくろを見て愉ゆ快かいそうな顔をした。

「お坊ぼつちゃま育ちの三ツ谷さんには、ちょっと重すぎたんじゃない？」

「この程度、全然平気ですよ」

　カチンときた京は、みえみえの愛あい想そ笑いをわざとその顔に浮うかべる。

　コンビニの袋をドサドサッと上がりかまちに置き、「じゃ、これで」とそそくさと立ち去ろうとしたのだが、「ちょっと待って」と恵藤に呼び止められる。

「わざわざ俺から誘さそうのも面倒だし、好きなときに来ればいいっていつも言ってるだろ？　本当は家に寄って行きたい癖くせに、どうしてそんなに意地を張るんだ？」

「……意地なんて張ってませんよ」

「え～、そう？」

　そんなことないだろう？　と言わんばかりに、恵藤がちょっと厚みのある唇くちびるの片かた端はしを上げる。

　その含みを込めた嫌みったらしい表情に、京の胃がキリキリと痛んだ。

（違うって言ってんだろ！　勘かん違ちがいすんなっ、ばーか！）

　そう思いっきり叫さけべたら、どんなにかすっきりするだろう。

「帰るって言うんなら、仕方ないけどさ」

「はいはい、仕方ないですね～。──じゃ、これで」

　肩かたを竦すくめる恵藤に、軽く頭を下げ、またしても立ち去ろうとしたのだが……。

「三ツ谷さんに、協力して欲しいことがあったんだけどなぁ」

　すっごく残念だなぁ、と、嫌みったらしい声が背中を追いかけてくる。

（くそっ、それを先に言えよ）

　京は渋々立ち止まり、振ふり返った。

「……協力って、仕事絡がらみでしょうか？」

「もっちろん」

「わかりました。そういうことなら、少しだけお邪じや魔まします」

　仕事絡みと言われちゃ、帰るわけにはいかない。

　それに、本人は嫌きらいでも、その作品は気に入っているのだ。

　新作を一日も早く読みたいと思う気持ちは、恵藤のファンにも負けてない。

「ここまで言われなきゃ素す直なおになれないなんて、本当に手がかかる人だな」

（なに言ってやがる）

　薄気味の悪い恵藤の台詞せりふに、キリリっと京の胃が痛む。

　だが、ここで反論したところで無む駄だなのだ。

　それどころか、余計に胃が痛むような台詞を賜たまわることになると、京は経験上知っている。

　不ふ愉ゆ快かいな恵藤の台詞を故意に聞き流し、ふたり手分けしてコンビニの袋をリビングダイニングに運び込む。

　部屋に入ってすぐ、京は室内の様子に眉まゆをひそめた。

「これ、どうしたんです？」

　いつもは綺麗に整せい頓とんされているお洒落しやれなリビングの床ゆかに多種多様の酒さか瓶びんが林立し、テーブルの上には大量のグラスやアイスペールなどが用意されている。

「実験の準備さ」

「実験？」

「そ。三ツ谷さんが買ってきた清せい涼りよう飲料水とあの酒とで、なにか簡単なオリジナルカクテルを作ろうと思って」

「小説内で使うんですか？　だったら、オリジナルカクテルが得意なバーテンダーを知ってますから、ご紹しよう介かいしますよ」

「ああ、プロに用はないよ。高校生のカップルがお手軽に作れるカクテルってことにしたいから、専門的な知識はむしろ邪魔だしさ。俺が適当に色々混ぜてカクテル作るから、三ツ谷さんも味見して、意見言って」

「わかりました」

　うっすら笑えみを浮かべて頷うなずいてみたものの、内心では、うげーっと舌を出していた。

（最悪だな。適当に混ぜるのかよ）

　確かに酒は好きだが、好んで飲むのはウイスキーやブランデーのストレートかお湯割りだ。

　甘ったるいカクテルは守しゆ備び範はん囲い外がい、素人しろうとの手によるカクテルなど論外だ。

　だが飲めないわけじゃないから嫌とは言いにくい。

　促うながされるまま京がソファに座ると、恵藤は冷蔵庫からケーキを持ってきて、いそいそとテーブルの上に載のせた。

「まさか……そのケーキをつまみに？」

　ドン引きだ。

「そ。ヘルシーな野菜入りスイーツさ。ちょっと甘みは控ひかえめだけど、それでもけっこういけるよ」

（どういう味覚してんだよ）

　しかも、甘みは控えめだとがっかりしてやがる。

（っていうか、俺はもうケーキなんか当分食いたくないってのに……）

　初対面の日、スイーツは好きかと恵藤に質問されて、好きですよと京は頷いた。

　だが、それは常識的な範囲でのこと。

　コース料理のデザートにつくスイーツ程度なら美味おいしくいただけるが、毎日食べても平気なぐらいに好きなわけじゃない。

　酒のつまみなんて当然論外。

　が、食えないわけじゃないので、これも嫌とは言いにくい。

「ご自分でケーキを買いに行くなんて珍めずらしいですね」

　いつもは俺に買いに行かせる癖に……という嫌味を込めて言ってみたが、通じなかったようで恵藤は眉ひとつ動かさなかった。

「このケーキ？　これは、よその出版社の編集が手みやげで持ってきたんだ」

「よその会社って、原げん稿こう依い頼らいですか？」

　京が思わずソファから身を乗り出すと、恵藤はその黒い瞳ひとみをすがめ、「あ、やっぱり気になる？」と嫌味な笑みをその唇に浮かべた。

「そんなに心配しなくていいよ。三ツ谷さんを見捨てたりしないからさ」

　いや、心配なんかしてない。

　むしろ、のしつけてぶん投げてやりたいぐらいだ。

　くれぐれも失礼のないようにという上層部からの言葉が重しになっているから、さすがに言えないだけで……。

（……勤め人、辞やめようかな）

　神経性胃い炎えんでキリキリと痛む胃を手の平で押さえながら、京は「それはそれは、どうもありがとうございます」と心にもない薄っぺらなお礼を言った。







　どうでも良いような用事で、会社帰りに毎日のように呼びつけられる。

　取材だと言っては、見たくもないミュージカルや舞ぶ台たいや映画、動物園にテーマパーク、レストランやキャバクラやクラブなどにもつき合わされる。

　参考にするからと恵藤が用意した服を着せられ、妙みようなポーズを取らされたこともある。

　それらすべてが苦痛なんだと文句を言っても、同どうり僚よう達は誰だれひとりとして同意しちゃくれないだろう。

　贅ぜい沢たく言ってるんじゃないよ。最高の原げん稿こうを締しめ切り通りにもらえてるんだから、少しぐらいの我が儘ままは許してやらなきゃ。むしろ、ただで飲んで遊べてラッキーなんじゃないの？

　そんな返事が返ってくるに違ちがいない。

　──恵藤まおは、担当者を玩具おもちや扱あつかいして振り回す我が儘な作家だ。

　その主張があくまでも自分の主観でしかないってことは、悔くやしいが京だってちゃんと自覚しているのだ。

　そもそも、ふたりの売れっ子作家の担当をメインに仕事をしている京は、他ほかの編集者に比べて圧あつ倒とう的てきに仕事量が少ない。

　同僚達にとって勤務時間はあってないようなもの。校こう了りよう前になれば当たり前のように深夜残業や泊とまり込みをして、家にまで仕事を持ち帰っている。

　そんな彼らの目に、時間的に余よ裕ゆうのある仕事をしている自分がどう見えているか、京だってよくわかっている。

　恵藤まおに対する不平不満を口に出したりしたら、我が儘なのはむしろおまえのほうだと言われるに違いないってことも……。

　だから、内心の不満は決して口には出さない。

　口に出さない分だけ不満は溜たまり、溜まった不満がストレスとなってキリキリと胃を締めつけてくる。

（あれが一番の失敗だった）

　初対面の日、握にぎり返した大きな手。

　厚みのある手の平には心地ここちよい弾だん力りよくがあって、さらりとして温かかった。

　男性にしては珍しくプロに手入れさせているようで、その爪つめは綺き麗れいに整えられていて清潔。

　見上げる先には、どこか甘さを含ふくんだ色男の顔。

　その澄すんだ黒い瞳には、意外なほどの清潔感があった。

　──これは売れる！

　恵藤の容姿に好感を抱いだいた京は、そんな風に確信した。

　ケータイ小説という、ある種データとしてしか存在していなかった無形の作品。

　それに、現実のものとしての実体をあたえる。

　その作品は紙媒ばい体たいに、作家本人の姿は映像として配信すれば、確実に人々はこの魅み力りよく的な作家に注目するようになるだろう。

　だからこそ、今回の出版に伴ともなって、恵藤自身もメディアに顔出しするようにと猛もうプッシュしてみたのだ。

　だが、恵藤は頷かなかった。

　ケータイ小説家として存在していたとき同様、今回の出版に関しても顔出しはＮＧ。

　性別や年ねん齢れい、出身地なども完全に伏ふせた覆ふく面めん作家としてデビューしたいと言ってきかない。

　そんな勿もつ体たいないと、京は必死で説得した。

　どんなに良い小説を書いても、その存在を知られなければ、誰も著書を手に取ってはくれないと……。

『安藤青慈』だってそうだった。

　京が担当になったとき、ネット上の口コミなどでその作品は高評価を得ていたが、世間一いつ般ぱんの知名度はまだ低かった。

　だから京は、自らが持っているコネを最大限活用して、安藤本人をメディアに顔出しさせる作戦に出たのだ。

　作戦は大当たり。安藤の男前ぶりに興味を持った女性達が既き刊かんを手に取りはじめ、売り上げがぐんぐん上がった。売り上げが目に見えて上がったことで、書店での取り扱あつかいも良くなって既刊が平台に並べられ、それを目にした人々がその本を手にするようになる。

　あっという間にベストセラー作家の出来上がりだ。

　もちろん、この作戦が成功したのは、顔だけじゃなくその作品も優すぐれていたからだ。

　恵藤のことも、同じ作戦で売り出してみたかった。

　どこか甘やかな容よう貌ぼうの色男が、とびっきり甘い恋れん愛あい小説を書いているのだ。

　間ま違ちがいなく世の女性達が夢中になって飛びついてくれるに違いない。

　なんとしても説得したかった京は、恵藤のその外見に対して自分も好感を抱いたことを素す直なおに話した。

　同性の自分の目から見ても充じゆう分ぶんに魅力的なのだから、幅はば広ひろい年齢層の女性達は言わずもがな、知名度を獲かく得とくするためにも、その恵めぐまれた容姿を利用しない手はない。

　そんな風に、それはそれは熱心に口説いてみたのだが、残念ながら説得は不発に終わった。

　その代わり、熱意溢あふれる編集者としての京の説得は、恵藤に思いがけない勘かん違ちがいをもたらしていた。

『ちょっとどきっとするぐらい瞳がお綺麗で、少し厚めの唇くちびるもセクシーですよね。男である自分の目から見てもかなり魅力的ですから、女性にもかなりおもてになるんでしょう？』

　などと熱心に褒ほめまくってくれる目の前の編集者。この熱意ってちょっと普ふ通つうじゃないよね？　もしかして彼、この俺に一ひと目め惚ぼれしちゃった？　と……。

　だが、諸事情あって現在恋こい人びとはいないが、京はノーマルだ。

　男に一目惚れなんてことは絶対にあり得ない。

　だからこそ、恵藤が仄ほのめかすわけのわからない言葉の意味を正確に把は握あくするのに手間取ってしまい、そして気づいたときにはもはや手て遅おくれになっていたのだ。

　奇き妙みような発言に首を傾かしげつつも明確に否定してこなかったせいで、恵藤は自分の勘違いが事実だと確信してしまっている。

　さりげなく、違うんですよ～と何度も否定してみたが、全然聞き入れてくれない。

　一度プチッと切れて、勘違いしないでください！　と強く言ったが残念ながら逆効果。

　おや？　どうやらこの編集者はツンデレらしいぞ、と、更さらにおぞましい勘違いゾーンに突とつ入にゆうしたようなのだ。

　思い込みが激しいにも程ほどがある。

　更に困ったことに、恵藤はある意味ではとても親切だった。

　細々と用事を言いつけて呼びつけるのも、自分に恋をしている（もちろん、勘違いだが）京に対する恵藤なりの親切心。

　取材の付き添そいを命じるのも、一いつ緒しよにいられて嬉うれしいだろう？　という確実に上から目線の親切心からの行こう為いだ。

　だが当然、京は全然嬉しくない。

　どうしても取材とは思えない用件での同行を、他に用事があるのでときっぱり断ったら、『本当は嬉しい癖くせにさ。いつもいつも意地張っちゃって、もっと素直になったほうが可愛かわいいよ？』などと恵藤に愉ゆ快かいそうな顔をされて、怒いかりのあまり眩暈めまいがしてその場にしゃがみ込んでしまったぐらいだ。

　しかも恵藤は、不愉快なことに京にプチ女装をさせたがる。

　作品の参考にするからと、レースつきのエプロンを着せられたり、派手なフリルつきのシャツを着せられたりもした。

　一番最悪だったのは、化け粧しようつきでスリップドレスを着せられたときだ。

　ゲイバー勤めの本職を紹しよう介かいすると言っても恵藤は頷うなずかず、化粧の仕方を知らない素人しろうと男性のほうが良いんだと言い張って、終しまいには『俺の原稿が必要なんじゃないの？　いちいち意地を張ってないで、もっと素直になればいいのに……』とわけのわからない勘違い発言をしつつも高圧的に脅おどしてくる始末。

　立場上、どうにも断り切れなくなった京は、誰にも内ない緒しよにすると約束させた上で、渋しぶ々しぶながら女装することになった。

（あれは……酷ひどかった）

　我が目で見てもうんざりするほどの惨さん憺たんたる有様だった。

　それ以外にも思い出したくないことが色々あったが、その度たびに恵藤はすっごく楽しそうだったし、自分が楽しんでいるんだから当然京だって楽しいはずだと信じているようだった。

　なにせ恵藤は、京が自分に恋をしていると頭から信じている。

　恋した相手と一緒にいられるだけじゃなく、からかわれたり、いじられたりするんだから嬉しくないはずがない。嫌いやそうなポーズを取ってはいても、あれはあくまでもツンデレで、本当は喜んでいるんだ。

　などと思い込んでしまっているのが、実に質たちが悪い。

（あんなの親切じゃなくて、ただの傲ごう慢まんだ）

『その手の性せい癖へきに偏へん見けんはないから、三ツ谷さんの気持ちは否定しないよ。その証しよう拠こに、ほら、こうして頻ひん繁ぱんにあなたの好きな俺の顔を見せてあげてるだろ？　俺ってホント親切だよね？』

　恵藤の表情や言動を見ていると、そんな高こう慢まんちきな台詞せりふが聞こえてくるようだ。

『あなたが今よりもっと自分の気持ちに素直になって、無む駄だに意地を張らずに可愛い態度を取れるようになったら、もしかしたら俺の気持ちだってちょっと変わるかもよ？』

　などと、ふざけたことを実際に言われたこともある。

　変わらなくてけっこうですから、と、間かん髪はつ容いれずに答えておいたが、恵藤の表情からしてやっぱりツンデレだと思われてしまったようだ。

　一事が万事、恵藤はこんな調子で、完全に上から目線で見下ろしては京の反応を勝手に勘違いして楽しんでいる。

　傲慢で高飛車、実に嫌な性格だ。

　更に困ったことに、京はこの手の嫌な性格の持ち主を彼以外にも知っていた。

　それも、ごく身近なところで……。

（……俺、そっくり）

　より好かれているほうが勝ちだと、自分に好意を向ける相手に高飛車な態度に出るのは十八番おはこだ。

　その好意を逆手に取って相手を振ふり回すのは日常茶さ飯はん事じで、立場上自分に逆らえない相手をからかって困らせるのも大好きだ。

（こうやって客観的に見ると、俺って本当に嫌な性格だよなぁ）

　京の神経性胃い炎えんの本当の原因は、実はこれだった。

　自分が普ふ段だんやっていることを、クルッと反転して自分がやられている。

　その度、自分の嫌な部分を目まの当たりにするのが、とてつもない苦痛でストレスになっているのだ。

　もっと嫌なことに、京は恵藤の本名や素す性じようをいまだに知らない。

　いま住んでいる家も知人から借りているらしく、表札の名前は他人のものだとか……。

　その個人データは初代の担当だった田辺がいまだに管理していて、覆ふく面めん作家として活動している恵藤の情報が絶対に漏もれないようにと、現担当の京にさえ秘密にしている。

　恵藤本人に教えて欲しいと頼たのんだこともあったが、秘密を知ってる人は少ないほうがいいからと断られた。

（何様のつもりなんだか……）

　どこぞの王族じゃあるまいし、現担当の自分にまで素性を隠かくすことになんの意味があるのか……。

　こっちの素性が向こうには丸見えなのに、向こうの素性はまったく見えない。

　そんな根本的なところでフェアじゃない関係がもの凄すごく気に入らない。

　自分があまり誉ほめられた性格をしていないと自覚しているから、就職してからは会社員として支障が出ないよう猫ねこを被かぶって過ごしてきた。

　が、ここ最近は恵藤のせいで溜たまりまくったストレスに耐たえかねて、その猫も外れ気味だ。

　もうひとりの担当作家である安藤青慈にちまちまと小さな嫌がらせをしてみたり、ちょっとからかったりして、溜まったストレスを発散せずにはいられないぐらいには……。

　だが嫌がらせが成功した瞬しゆん間かんはすっきり楽しくても、しばらく経たつとずっしり落ち込む。

　ストレスの元と同じような行動を取っている自分が、酷く愚おろかに思えるからだ。

　とあるグループ企き業ぎようのトップの家系に生まれた京は、本来こんなストレスを抱かかえる必要のない立場が約束されている人間だった。

　次じ男なん坊ぼうの気楽さから、三十歳になるまでは好きなことをやらせてくれと両親に頼み込み、生来好きだった活字に関する仕事に携たずさわってはいるけれど……。

（そろそろ潮時なのかもなぁ）

　三十歳の誕生日まで、あと一年とちょっと。

『安藤青慈』と『恵藤まお』、ふたりのベストセラー作家を担当して確かな実績も残せたし、もう充じゆう分ぶんなんじゃないだろうか。

　予定より少し早いが出版社勤めを辞やめて、一族が用意してくれているグループ企業の上層部のポストに収まるのも悪くない。

　そうすれば、こんな馬ば鹿かげたストレスとも永遠におさらばできるし……。







「──もう、うんざりだ」

　ため息混じりに零こぼした愚ぐ痴ちに、「なにが？」と恵藤が聞き返してくる。

「おまえの顔を見るのが……」

「まったく、どうしてそんなに素す直なおじゃないのかな」

「その言葉、そっくりお返ししますよ～。おまえこそ、どうしてそう人の言葉を素直に聞けないんだよ？　俺は噓うそ偽いつわりない真実の気持ちを言ってるってのに」

　ソファにべろんと寝ねそべったまま、京は、ははっと自じ嘲ちよう気味に笑った。

「珍めずらしいね。酔よってるんだ。水いる？」

「酔ってない。いらな～い。──で、次はなに飲めって～？　いっくらでも飲んでやるから、次のカクテル作れよ。ゲロまっずいやつをさ」

　実際、京はかなり酔っていた。

　普段はかなり飲めるほうなのだが、今日は状じよう況きようが悪すぎたのだ。

　恵藤が適当にチョイスした酒と甘い清せい涼りよう飲料水とを、やっぱり恵藤が適当に混ぜ合わせ、まず自分が最初に味見する。

『うん、これは自信作かも』『けっこう悪くないよ』などと到とう底てい信用できない感想を述べた後で、さあ飲めとその同じグラスを京に渡わたして寄こす。

　それも、わざわざ自分が口をつけた部分をこっちに向けて……。

　間接キスしちゃっても良いよ、といういつもの上から目線の親切心のつもりなのだろうが……。

（ホント……もううんざり）

　小学生じゃあるまいし、たとえ相手が恋こい人びとであったとしても間接キスをありがたがるような歳じゃない。

　って言うか、誰だれと間接キスしようがもはやなにも感じないが、京は故意にグラスを回して間接キスを避さけてやった。

『また、意地張っちゃって』

　そんな京を見て、恵藤はいつものように面おも白しろがっている。

　これみよがしにいちいち飲み口を変えるのは面めん倒どうだったし、その度に恵藤を面白がらせているのが少々気にくわなかったが、京は何度グラスを渡されても同じことを繰くり返した。

　ここで面倒くさがって間接キスしたりしたら、その後が怖こわい。

　やっと素直になったのかと、またしても勘かん違ちがいされるに決まってるからだ。

　その挙げ句、『じゃあもう一段階進む？　進みたいよね？』なんてことを言われて、更さらにおぞましい事態にも陥おちいりかねない。

　それだけは絶対に嫌だと、京はいちいちグラスを回しながら恵藤が作るカクテルを飲み続けている。

　カクテルの味に関しては、もう最悪だ。

　もう一息かな？　なにかちょっと足りないような……などと、最初のうちは当たり障さわりのない言葉を選んでいたのだが、甘い清涼飲料水を割り材に色んな酒をチャンポンで飲み続けているうちにすっかり悪わる酔よいしてしまって、ゲロまっずいと正直な気持ちが口をついて出るようになっている。

　しかも、つまみはケーキにショコラとまたしても甘いもの。

　ただでさえ弱っていた胃に、この甘いもののダブルパンチはダイレクトに効いた。

　酔っているだけじゃなく、しっかり気分も悪い。

　徐じよ々じよに白くなっていく顔色を見て、恵藤もそのことに気づいたらしい。

「ほら、水」

　ペットボトルの水を持ってきた恵藤に勧すすめられたが、起き上がるのが億おつ劫くうな京は「いらないっ」と怠だるい手で口元に寄せられたペットボトルを邪じや険けんに払はらう。

「こんな状態になってまで意地を張るなんて……。っと、そうだ」

　珍しく心配そうな顔をしていた恵藤が、ふと楽しげに唇くちびるの端はしを上げた。

「じゃ、これでどう？」

「……え？」

　ちょっと待て、と止める間もなく、ペットボトルの水を口に含ふくんだ恵藤が顔を近づけてくる。

　柔やわらかな唇が押し当てられ、口こう腔こう内に強ごう引いんに水を注ぎ込まれて……。

　寝そべったままだった京は、その水を吐はき出すこともできず、思わずごっくんと飲み込んでしまっていた。

（うげ～、野や郎ろうの唾だ液えき混じりの水を飲んじゃったよ）

　ただでさえ悪かった気分は更に悪化した。

　が、恵藤のほうは、やたらと楽しそうな顔のままだ。

「気分はどう？」

　見下ろしてくるその黒い瞳ひとみは、まるで子供のように澄すんでいて、まさに無む邪じや気きそのもの。

　この思い込みの激しい若者は、この行こう為いで京が喜んでいると信じて疑わないのだ。

「……良いわけないだろうが」

　なんだか気が抜ぬけた京は、深くため息をついた。

「こ～んな子供みたいに綺き麗れいな目をして、あんなに夢見がちな甘い話を書く癖くせに……。なんでおまえ、そんなに性格が悪いんだ？」

「え？　この性格、悪いと思う？」

「悪いよ。最悪だ。おまえなんか大ッ嫌きらいだ」

　死ね、ばーかと酔った勢いで悪態をつく。

「……でも、三ツ谷さんって、俺に好感抱いだいてるんだよね？」

「そんなん、ただの初対面の印象だ。その高こう慢まんで高飛車な性格を知ってからは、好感なんて尻しつ尾ぽ巻いてどっかいっちまったよ。ついでに言うと、俺は本当にゲイじゃないんだ。だから、おまえに口移しで水飲まされたってちっとも嬉うれしかないんだよ。むしろ気持ち悪いって～の」

　酔いと気分の悪さで震ふるえる指で、唇に残った水すい滴てきを乱暴にぬぐう。

（こんなこと言ったって、どうせまた意地を張ってるとか、ツンデレだとかって思われて聞き流されるんだろうけどさ）

　京は酔った頭の隅すみでぼんやりとそんなことを考えていた。

　が、これがまたまた大ハズレ。

「そう……だったんだ」

　恵藤は、黒い瞳をゆっくりと大きく見開いた。

「ずっと、なにか少し変な気がしてたけど……。そうか、間ま違ちがいだったのか……」

　どうしたわけか大ショックを受けているようで、顔面蒼そう白はくでやたらと深刻そうな表情になっていく。

　まるで、この世の終わりを宣告されたかのような絶望に満みち満ちている表情だ。

（なんだ？　どうした？）

　そんな恵藤を見て、京の酔いがすうっと覚めた。

　出版社を辞めるにしたって、後ろ足で砂をかけて行きたくはない。

　ご機き嫌げんを取らなければと、慌あわてて起き上がり……。

「……う」

　いきなり起き上がったことで、おぞましい不調和に耐たえていた胃がとうとう決けつ壊かいした。

「三ツ谷さん!?」

　後はもう阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ず。

　もはやご機嫌を取るどころの騒さわぎじゃなかった。







　　　　２




「いつものお願いします」

　京は、通い慣れた喫きつ茶さ店てん『更さら紗さ』のカウンター席に座った。

　夕方すぎの店内には書類と睨にらめっこしているサラリーマンなどが何人かいるだけで、比ひ較かく的てき空いている。日中に顔を出すと必ず顔を合わせる、常連のふたり組の老人も残念ながら帰宅した後のようだ。

「胃の調子が悪いようだって聞きましたけど……。珈琲コーヒー飲んでも大だい丈じよう夫ぶですか？」

　マスターの香かお留るが心配そうに聞いてくる。

　情報の出所は、香留の恋人であり、京の担当作家でもある『安藤青慈』こと、本名、安あん堂どう聖せい志じだろう。

（珈琲専門店のマスターが、そんなこと言っちゃって良いのかね）

　微び妙みように抜けている香留の発言に、京は苦く笑しようした。

「平気ですよ。ちょっと暴飲暴食がすぎただけですから」

　珈琲は潰かい瘍ようを患わずらっている人には勧められないが、それ以外の場合なら飲み過ぎさえしなければさして問題のない飲み物だ。むしろ胃酸の分ぶん泌ぴを促うながす成分が入っていて、食後に飲めば消化を促す助けになるし、その香かおりには脳の働きを活性化させる作用もある。

　などと、常識の範はん囲い内の蘊うん蓄ちくを京が語ると、「そうなんですか。凄すごく勉強になります」と香留が真しん剣けんな表情で大おお袈げ裟さに何度も頷うなずいた。

（とぼけてんのか？）

　珈琲専門店のマスターのくせにまったく知らないわけないだろうと軽くむっとしかけたが、わざとってことはないかと慌てて気持ちを静める。

　もしも本当に知っていたのなら、それ知ってます、とこちらの言葉を遮さえぎってでも嬉き々きとして自分の知識を披ひ露ろうしたがるだろう。

　香留はちょっと子供じみた素す直なおさを持ち合わせた世間知らずな青年で、わざととぼけたとしても絶対にその態度でそれとわかる。器用に腹芸なんてできるような性格じゃないのだ。

　それがわかっていてもついつい疑ってしまうのは、クルッと反転して、自分自身の性格がひねくれているせいだ。

「あれ？　香留さん、制服もマイナーチェンジしたんですか？」

　少し前、リフォームするということで『更紗』はしばらく閉店していた。

　どんな風に変わるのかと密ひそかに楽しみにしていたのだが、再開した店内は以前とほとんど変わっていなかった。壁かべ紙がみや床ゆかなどは、わざわざ以前の薄うす汚よごれていた色にあわせて張り直したと聞いて、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけさせられたものだ。

　どうせ金をかけるのならもっと今風にすればいいのにと京などは思うが、香留は店の雰ふん囲い気きを変えないことに意義を感じているらしい。

　故意に変えたのは、かつて香留が住居として使っていた狭せまい仮か眠みん室を、聖志の日中の仕事部屋としたことぐらいか……。

「聖志さんが一式プレゼントしてくれたんです」

　珈琲を淹いれていた香留が嬉しそうに言った。

「安藤先生が……。そうですか。お似合いですよ」

　あんま代わり映ばえしないけど……と思いつつ、京はうっすら愛あい想そ笑い。

　聖志と出会う前の香留は、白いシャツに黒のスラックス、それに取引のある珈琲豆屋さんから貰もらったエプロンという同じスタイルを七年も貫つらぬき通してきたと聞いている。

　いま着ている聖志がプレゼントしたシャツは白、スラックスも黒のスリムなタイプで、エプロンの色まで前と似通っている。

（なんでまた、前と同じような白シャツを着せるかな）

　制服のように同じ服を着続けていたのは、当時の香留が超ちよう貧びん乏ぼうだったからだ。

　香留は栗くり色いろの長ちよう髪はつが良く似合う優やさしげな面おも差ざしの美青年で、お洒落しやれのさせ甲斐がいがある素材だ。

　本人に色いろ柄がらものを着たくないとかいう偏へん屈くつなこだわりがあるわけじゃなし、違ちがう服を着せてやればいいじゃないかと思うのだが……。

（変えたくないってところか）

　聖志は、恋こい人びとを自分色に染めたいとか、そんな風には考えないのだろう。

　その個性を必要以上に歪ゆがめないよう、ただ側で見守っている。

（似たものカップルだな。──ま、安藤先生らしいけど……）

　基本的な言動は偉えらそうで強ごう引いんに我が道を行くタイプに見えるが、その実、優しくて繊せん細さい。

　なおかつ、周囲への気配りや恩義も忘れない。

『安藤青慈』は、知れば知るほど親しみを覚える好人物だ。

　だからこそ京も、恵藤相手に溜たまったストレスを、ちょこちょこ発散する相手としてとても重宝させてもらっている。

　聖志は、自分がブレイクするきっかけを作ってくれた初代担当の田辺と佐川出版に対して深い恩義を感じていて、京の小さな嫌いやがらせやちまちまとしたからかい程度では、本気で臍へそを曲げたりしない。

　絶対に佐川出版から手を引かないという安心感から、ストレス発散させてもらっていたのだが……。

（それも終わりかな）

　恵藤の家で粗そ相そうをしてしまったあの夜以来、彼からはメールも電話もない。

　酔よっぱらって気分が悪くなった京を介かい抱ほうさせられ、吐はいたものを掃そう除じさせられたりしたことで、さすがの恵藤も気分を害したに違いない。

　もしかしたら既すでに、佐川出版の上層部に直接電話して担当替がえを依い頼らいしているかもしれない。

　あんな失礼な編集者とは一いつ緒しよに仕事はできないと……。

　京としては、是ぜ非ひともそうして欲しいところだ。

　上層部からお叱しかりを受ける覚かく悟ごはあるし、ここ数日で会社を辞やめる決心もついた。

　ただひとつの心残りは、『安藤青慈』がいま手がけている小説だ。

　恋人との仲も上々で長いスランプからも完全に抜ぬけだし、公私共に充じゆう実じつして絶好調の聖志が、猛もうスピードで執しつ筆ぴつしているこの新作は年内には脱だつ稿こうすると言われている。

　これを無事に出版するまでは、なんとか佐川出版にしがみついていたいのだが……。

「安藤先生の調子はどうですか？」

　淹れたての珈琲の香りを楽しみながら、香留に聞いてみる。

「良いみたいです。毎日ご機嫌ですし。──呼びましょうか？」

「いえ。今日は特に用事もないので……。執筆の邪じや魔まはしませんよ」

　これからは小さな嫌がらせや悪戯いたずらは止めて、一日でも早く脱稿してもらえるよう協力するつもりだ。

　そして、この仕事を最後に、会社を辞めることになるだろう。

（ふたりとも、喜ぶだろうな）

　両親の顔を思い浮うかべ、京は苦笑した。

　両親は、次じ男なん坊ぼうには三十歳になるまで好きなことをさせて遊ばせてやっていると思っている。

　出版社勤めは仕事ではなく、息子むすこの趣しゆ味みなのだと……。

　趣味が高じて仕事になる者がいると知っていても、自分の息子がそういう道を選ぶとはこれっぽっちも思っていない。

　少し前まではそんな家に戻もどる日がくるのが憂ゆう鬱うつだったが、今はけっこう平気みたいだ。

（けっきょく俺は、自分が一番可愛かわいいんだよな）

　大好きだった活字を扱あつかう仕事より、自分のプライドを守れる場所に逃にげ込もうとしているんだから……。

　恵藤の家でやらかしてしまった不始末を謝りに行くのはどうしても嫌だ。

　まるで自分の分身のような欠点だらけの人間に頭を下げるぐらいなら、このまま逃げちゃいたいぐらいで……。

（これからは、せいぜい気をつけるさ）

　嫌とは言えない相手を困らせたり、我が儘ままで困らせるような真似まねはなるべくしない。

　自分があんな醜しゆう態たいをしでかすまでに追い詰つめられたことで、クルッと反転して、相手の身になって考えざるを得なくなってしまった。

　珍しく殊しゆ勝しように反省していると、恵藤専用に設定したメールの着信音が久しぶりに鳴った。

（……嫌な予感がする）

　が、シカトすることもできない。

　渋しぶ々しぶながらもポケットから携けい帯たいを取り出し、その画面を開くと、『念のため』というタイトルの下、『遅おくれないように』という文面が続き、更さらにはご丁てい寧ねいに目的地の住所と地図の写メまでもが添てん付ぷしてあった。

（なんだこれ？）

　どこかに同行取材するような予定はないはずだ。

　この間の一件の後だけに、記き憶おくにない呼び出しはちょっと怖こわい。

（俺があいつの立場だったら、絶対に仕返しを計画してる頃ころだよな）

　すご～く行きたくない。

　が、まだ正式に担当から外されていないから、立場上やっぱりシカトはできないのだった。







　タクシーに飛び乗り、メールに添付された地図を直接見せて目的地に向かってもらった。

　到とう着ちやくした先は、なんとヘリポート。

（げげっ、やっぱり仕返しだ！）

　これはもう間ま違ちがいない。

　実を言うと、京は高所恐きよう怖ふ症しようだった。

　子供の頃に乗った飛行機が乱気流に巻き込まれ大おお揺ゆれした経験があって、それ以来、飛行機だけじゃなく高いところ全ぜん般ぱんが苦手になった。

　人に弱みを見せるのが嫌だから、そのとき飛行機に同乗していた兄以外の人間には内ない緒しよにしているつもりだったのに、さていったいどこからどうしてばれたのか……。

「お客さん、ここで良いんですよね？」

　窓の外を眺ながめて呆ぼう然ぜんとしていると、タクシーの運転手が怪け訝げんそうに話しかけてくる。

　とりあえず料金を払はらって車外に出たが、どうしてもこの先に行く気になれない。

　後で文句を言われるのを覚悟でまた車内に戻りかけたとき、「もうすぐ出発の時間だよ」と声をかけながら駆かけ寄ってきた恵藤に腕うでを取られた。

「自分で予約を入れたのに遅れるなんて珍めずらしいね。時間を勘かん違ちがいしてた？」

「俺が……自分で予約した？」

　仕返しじゃなかったんだろうか？

　予約なんかした覚えはないと反論しかけた京は、はたと思い出す。

　確かに、予約を入れていた。

　小説内でヘリコプターでのナイトクルーズを楽しむという設定があって、参考までに小型のヘリコプターに乗ってみたいと恵藤に言われたからだ。

　わざわざそれ用に個人でヘリコプターをチャーターするよりは、既き存そんのイベントに乗じたほうが安上がりだし楽しかろう。高所恐怖症の京はこのイベントにだけは絶対に同行しないつもりだったから、恵藤が自発的に女性を誘さそうようにと、ナイトクルーズの後にホテルのスイートルームで食事に宿しゆく泊はくという、カップル用のスペシャルコースの予約をわざと入れてやったのだが……。

「せっかくのナイトクルーズに男ふたりはないでしょう。一緒に行ってくれる女性の都合がつかなかったんなら、今すぐ誰だれか都合しますよ？」

　仕返しじゃなかったとほっとしながら聞くと、恵藤はなぜか傷ついたような顔をした。

　馬ば鹿かにされたとでも思ったのか、「そんなの必要ないよ」と、摑つかんだままだった京の腕を強く引っ張る。

　引っ張られるままに駆け足でヘリポート内に足を踏ふみ入れたものの、ヘリコプターに乗る間ま際ぎわになって京は怖おじ気づいた。

　乗りたくない、が、ここで高所恐怖症なのだと恵藤に白状するのはすっごく嫌だ。

「どうかした？」

　恵藤が、立ち止まった京を怪訝そうに見ている。

（こいつに知られたら最後、絶対に面おも白しろがられるよなぁ）

　白状したら最後だと、頭の中で警告ランプが点てん滅めつしている。

　取材と称しようしてビルの屋上に連れ出されたり、遊園地でフリーフォールに乗せられたりする自分を想像しただけでゾッとする。

　だが、自分が怖い思いをすることよりもっとゾッとするのは、その怖がる姿で恵藤を楽しませてしまうことだ。

（──どうしよう）

　高所恐怖症だと白状するか、黙だまってヘリに乗るか……。

　まさに究極の選せん択たく。

　恐怖とプライドを秤はかりにかけ、その結果、勝利したのはプライドだった。

　空を飛ぶのは怖いが、飛行機には辛かろうじて乗れているんだからきっと大だい丈じよう夫ぶ。

　三十分程度我が慢まんすれば良いだけ、弱みを知られるよりはずっとましだ。

　なんとか平静を装ってヘリコプターに乗り込み、がっちりとシートベルトをつける。

「う、うっかり忘れてたせいで、今日は夜景を撮とれるカメラを用意してないんですよ。まお先生、ちゃんと自分の目で見てしっかり記憶しといてくださいね」

　俺は絶対に外は見ないから……という言葉を吞のみ込む。

　その後は、恵藤にひきつった顔が見えないよう思いっきり首を反対側に向け、ぎゅうっと目を閉じていた。

　ふわりとヘリコプターが浮き、操縦士が何事か説明をはじめたがもう聞いちゃいない。

（これは本物のヘリじゃない。ただのシミュレーターで実際に空は飛んでない）

　だから落ちない、全然怖くないと呪じゆ文もんのように心の中で繰くり返して自分を騙だまし、ただひたすらに時間がすぎるのを待った。

「三ツ谷さん、ほらあそこ、前に取材で行ったところだよ」

　フライトの最中、何度か恵藤に肩かたを叩たたかれたが、聞こえないふりで完全無視。

　と言うか、実際あまり聞こえちゃいなかった。

　恐怖のせいか耳鳴りが止やまないし、冷え切った手には冷や汗あせがべったり。

　緊きん張ちよう感かんで京が半ば意識を失いかけた頃、やっとヘリコプターは目的地のヘリポートへと到着した。

（……なんとか乗り切った）

　軽い衝しよう撃げきを感じて、ヘリコプターが地上にしっかりと降りる。

「小型機でも意外に快適なものだね」

　青あお息いき吐と息いきの京とは対たい照しよう的に、恵藤は短いフライトをそれなりに堪たん能のうしたようだ。

　とにもかくにも苦行は終わった。

　震ふるえる足で地面を踏みしめ、ほっとしたのもつかの間、次に現れたのはホテルが用意した迎むかえのリムジンだ。

　リムジンの向かう先はホテルの車寄せ、その後はスイートルームでの高級ディナーと宿泊という、カップル用のスペシャルコースが待ち受けている。

　こっちはナイトフライトと違ちがってそれなりに人目があるし、男ふたりでは下世話な好こう奇き心しんをかき立ててしまいそうだ。

（女を用意しとくか……）

　実家関係のコネを使えば、食事相手にモデルの二、三人程度なら簡単に用意できる。

　その後の宿泊に関しては恵藤の手しゆ腕わん次し第だい、こっちの知ったこっちゃない。

「お食事の相手をする女性は、こちらで手配して直接ホテルのほうに向かわせますから」

　まお先生おひとりで行っちゃってください、とリムジンへ促うながしたが恵藤は動かない。

「三ツ谷さんは来ないの？」

「この先はお邪じや魔までしょうから遠えん慮りよしておきます」

　わざとらしくうっすら愛あい想そ笑いをすると、恵藤は珍しくもちょっと気弱そうな顔になる。

「邪魔だなんてことないよ。──もしかして、なにか遠慮してる？」

「まさか。遠慮なんてこれっぽっちもしてませんよ。ついでに言うと、意地を張ってるわけでもありませんからね」

　おまえと一いつ緒しよになんか行きたくないんだよ！　という言葉は辛うじて吞み込んだ。

　うっすら愛想笑いを浮うかべたまま恵藤の反応を窺うかがっていると、恵藤は少し悲しげな顔で目を伏ふせた。

「それでも僕は、あなたと一緒が良いんだ。──車に乗ってくれないかな？」

　頼たのむ、と恵藤がいきなり頭を下げる。

（あらら、頼まれちゃった）

　京はちょっと拍ひよう子し抜ぬけした。

　いつもだったら、『本当は俺と一緒に来たいんだろ？』と完全に上から目線で接してくるところなのに、一緒に乗ってくれないかと頼んでくるとは一体どういう心境の変化だろう。

（しかも、『僕』かよ）

　普段の恵藤は、自分のことを『俺』と言っていたはずだ。

　一人称が変わっただけで、なんだか性格まで柔らかくなったような気がするから不思議だ。

　熱でもあるのかといぶかしみつつ、京はとりあえずリムジンに乗り込んだ。

　ウエルカムドリンクとしてシャンパンを振ふる舞まわれた後、リムジンは目的地であるホテルへと向かう。

「ちょっと失礼」

　自分も同行するのなら女性はふたりいたほうがいいだろう。

　手配すべく京が携けい帯たいを取り出すと、「どこにかけるつもり？」と恵藤が聞いてくる。

「知人のモデル事務所に……。スケジュールの空いている女性をホテルに寄こしてもらいます」

「そんなの必要ない！」

　珍しく声を荒あららげた恵藤が、京の手から携帯を奪うばい取っていく。

「なにか……お気に障さわりましたか？」

　びっくりした京が顔を覗のぞき込むと、恵藤はあからさまに狼狽うろたえた。

「いや……その……気に障ったとか、そういうんじゃなくて……。ただ、女性は必要ないだけ。呼ばなくて良いから」

　ごめん、となにやら殊しゆ勝しような態度で京に携帯を返して寄こした。

「わかりました」

（なんか妙みようだな？）

　京は携帯をポケットに戻もどしながら、内心で首を傾かしげていた。

　恵藤の態度が、やっぱりいつもと違う。

　高飛車な態度はすっかりなりをひそめ、上位者の余よ裕ゆうたっぷりの嫌いや味みな笑えみを浮かべていた唇くちびるは、なぜか緊きん張ちよう気味に引き結ばれている。

　常に楽しげで、からかうような視線を送って寄こしていた瞳ひとみも伏せられたまま、全体的になんだかしょんぼりしているように見える。

（なんなんだ？）

　いつもの高こう慢まんな態度にはむかつくが、いきなり大人しくなられると、なんだか裏がありそうで逆に薄うす気き味み悪わるい。

　困こん惑わくしている間にもリムジンは順調に進み、目的地に到とう着ちやくする。

　ホテルの従業員に広いスイートルームへと案内された。

　ソファでくつろいでいると、少し離はなれたテーブル席にあれよあれよという間にフルコースの料理が並べられていく。

　レストランの食事とは違って、一皿ごとにサーブするという方式じゃないんだろう。

（カップルだったら、そのほうがいいのか）

　一皿ごとにいちいち従業員が部屋に入って来るよりは、ふたりきりの時間をゆっくり楽しめる。

　だが、京達はカップルではないし、しかも男同士だ。

　カップル用のスペシャルコースを選ぶなんて、このふたりどういう関係なんだろう？　などと従業員から下世話な視線を向けられているような気がして落ち着かない。

　こんな奴やつとゲイのカップルだと勘かん違ちがいされるなんて真っ平ごめんだった。

「先生、食事に入る前に料理のほうを写メに撮っておきますね」

　京は仕事用の手帳と携帯を手に立ち上がった。

「すみませんが、今日のこのメニューのお品書きはありませんか？　それと、少々質問させていただきたいことがあるのですが」

　後日参考にするので……と、プライベートではなく仕事でここに来ているのだということを印象づけるために従業員に話しかけてみる。

　少々わざとらしいが、手っ取り早くふたりの関係を理解させるのには有効な手段だ。

　ヘリポートでは緊張のあまり視界に入ってこなかったが、今日の恵藤は、アスコットタイをごく自然に取り入れたカジュアルな感じのお洒落しやれで決めている。

　一方、会社帰りに呼びつけられた京はいつもと同じ、仕事用の真面目まじめなスーツ姿。

　かなり落差のある格好だけに、なにかの先生とその助手的な設定もすんなり受け入れてもらえるだろう。

　従業員達と会話を交かわし、その答えを手帳に書き付ける真似まねをする。

　仕事を終えた従業員達をにこやかに見送った後、

「では、お食事にしましょうか。まお先生」

　やっぱりわざとらしいぐらいの笑みを浮かべて振り返る。

　すると恵藤は、なぜか酷ひどく悲しげな顔をしてこっちを見ていた。

（なんだ？）

　わざとらしい流し目つきの高慢な微笑ほほえみや、困ったなあとため息混じりで呆あきれたように微笑む顔なら何度も見てきたが、こんな切なく訴うつたえかけてくるような顔を見たのははじめてだ。

　さっきのしょんぼりした態度といい、今のこれといい、今日の恵藤はどうも様子がおかしい。

「顔色がすぐれないようですが、体調でも悪いんですか？」

「体調は悪くないよ。ちょっと気分が沈しずんでいるだけ」

　あからさまに暗い口調で言われて、おっと、と京は軽く引く。

「俺、なにか気に障ることをしちゃいましたか？」

「あなたは悪くない。……悪いのは、勘違いしていた僕だ」

　恵藤は、やたらとしょんぼりした感じで深いため息をつき、ゆっくりと首を横に振った。

（今日は随ずい分ぶん殊勝だな）

　しかも、自分を責めるような言葉を口にするなんてかなり珍めずらしい。

　恵藤が言うところの勘違いが、いったいなにを指しているのかちょっと気になった。

　が、痛いところを刺し激げきして、わざわざやぶ蛇へびになるのも面めん倒どうだ。

（ほっとこ）

　いつもと違ちがう態度は少々気味悪いが、高飛車な態度で話しかけられたり、勘違いだらけの発言をされるよりは、こうしてひとりで落ち込んでくれていたほうが楽だと、京はあっさりご機き嫌げん取とりを放ほう棄きした。

　その後のディナーは、実に静かなものになった。

　給きゆう仕じしてくれる従業員がついていないから、仕方なく京がシャンパンやワインをサーブしたのだが、恵藤はその際にお礼を言う程度でそれ以外は黙だまったまま。

　尋じん常じようじゃない落ち込みぶりだったが、京は故意にシカトしたまま黙もく々もくと食事にいそしんだ。

　食後のデザートの番になり、部屋の隅に置かれてあったワゴンにテーブル上の空になった食器を片付けてから、デザート用の珈琲コーヒーカップや食器の準備をする。

「デザートだけは特別注文にしてあったんですよ」

　甘党の恵藤のために、ケーキバイキングのように、レストランにある全種類のスイーツを用意してもらっていたのだ。

「俺はこのフルーツタルト一個で充じゆう分ぶんなんで、残りはお好きなだけ召めし上がってください」

　まあぶっちゃけ、もっと食えと言われても食いたかない。

　それでも恩着せがましくそう言って、フルーツと共にスイーツが盛り合わせてあった大皿を恵藤の前にどんと置く。

「……ありがとう」

　嬉うれしかったのか、恵藤は微かすかに笑みを浮うかべた。

　その笑みを見て、京はふと気づく。

（あれ？　もしかしてこいつ、今日はじめて笑ったんじゃないか？）

　たぶん、そうだ。

　いつもは顔を合わせた途と端たん、思いっきり上から目線で笑顔を向けてくるのに、今日に限っては最初から笑顔がなかったような気がする。

（やっぱり変だな）

　ついこの間まで高飛車で自信過剰でいつも脳天気に笑っていたというのに、今はむしろ拍子抜けするぐらいに控えめで、なにやらすっかり自信喪失している。

（まるで、憑つき物が落ちたような感じだ）

　恵藤のこの変化はいったいどうしたことだろう？

「まお先生、ここ最近なにかありました？」

　いちいち考えるのが面倒になった京は、ストレートに聞いてみた。

「なにかって？」

「口調や態度というか……性格が少し変わったように見受けられるので」

　京の指摘に心当たりがあったらしい。

　恵藤はちょっと視線を宙に浮かせた。

「この前の夜、僕のあの性格が大嫌いだって言ってただろ？　だから、その……ちょっとだけ……」

「変えてみた？」

「いや。実は……変わったんじゃなくて、今までがちょっと変だったんだ」

「え？　ってことは……。以前は故意に、ああいう上から目線の性格を演じていたってことですか？」

「そう。……そのほうがあなたに好かれるはずだって情報があったものだから」

「また凄いガセネタを摑つかまされたもんですね」

　おまえ、馬ば鹿かだろう？　という言葉を、京はすんでの所で吞のみ込んだ。

　余程のことがない限り、編集者はよりよい作品を作り出してもらうために、自分が担当している作家には親切にするものだ。

　それに、京は個人的に『恵藤まお』の作品を気に入っている。

　そういう意味では、わざわざ上層部に言われるまでもなく、恵藤には充分に気を遣つかって大切に扱ってきたつもりだったのに……。

「担当の編集者に好かれたいからって、わざわざ作家側が性格を作る必要がどこにあるんです？」

　呆れながら聞いてみたが、恵藤はなぜか微かに耳を赤くしながらだんまりを決め込んでいる。

　面倒くさくなった京は、あっさり聞くのを諦あきらめた。

　ポット入りの珈琲をカップに注いで恵藤にサーブすると再び席に着く。

「ありがとう。……ねえ、三ツ谷さん、このスイーツを特別注文してくれたのは、それが仕事だから？　それとも、僕自身のため？」

　ミルクに砂糖をたっぷり入れた珈琲を、スプーンでくるくるとかき混ぜながら恵藤が聞いてくる。

　伏せた目元が妙に不安そうな感じに見えて、もちろん仕事だからだ、なんて本当のことを言えるような雰ふん囲い気きじゃなかった。

「半々ってところですかね」

　京は少しばかり手心を加えた返事をした。

「じゃあ、さっきのナイトクルーズは？　仕事抜ぬきで楽しめた？」

「全然」

　この質問に関しては、素す直なおに本心をきっぱり答えた。

「……やっぱり。ずっと無言だったもんね」

　恵藤は、珈琲カップを見つめたまま、魂たましいが抜けそうな勢いでため息をつく。

「まお先生、なにを落ち込んでるのかは知りませんが、甘いものでも食べてちょっとは元気だしてくださいよ」

　落ち込んだせいで原げん稿こうの進行に支障が出たら困るし……という言葉はとりあえず吞み込んで猫ねこ撫なで声で励ましてみる。

「ありがとう」

　視線を上げた恵藤は、黒目がちの瞳ひとみをふっと細めて穏おだやかに微笑んだ。

（あ、この顔）

　初対面の日に好感を抱いだいた表情だった。

　どこか男の色気を感じさせる甘い顔立ちにはちょっとアンバランスな、清潔感のある表情。

　大人の男と純じゆん粋すいな少年が同居しているような、そんな不思議な魅み力りよくのある表情だ。

（俺に好かれたかったんなら、いつもこうしてれば良かったのに……）

　高こう慢まんそうに人を見下して微笑んでいるよりは、ずっと良い。

　妙な勘違いからわざわざ妙な演技をして、自分から好感度を下げるなんて間抜けもいいところだ。

「あの……ずっと気になってたことがあるんだけど……聞いても良いかな？」

　恵藤がためらいがちに聞いてくる。

「どうぞ」

「三ツ谷さんは、ゲイじゃないの？」

　唐とう突とつだが、待ち望んでもいた質問に、京は思わず失笑した。

「全然違いますよ」

「でも……その……。今までつき合ってきたどの女性とも長続きしてないって……。誰だれとも長続きしないのは自分の性せい癖へきを偽いつわっているからか、もしくは自覚してないからじゃないの？」

　そんな噂話を小耳に挟はさんだと、恵藤にしては珍しく遠えん慮りよがちな口調で言う。

「また随ずい分ぶんと……」

　あまりにも素すっ頓とん狂きような憶おく測そくに、京は呆ぼう然ぜんとした。

　女の恋こい人びとと長続きしないのはゲイだから、なんてこと普ふ通つう考えるだろうか？

（女装させたがったのも、そのせいか……）

　自分の性癖を気づいてないのなら、目覚めるきっかけを作ってやろうとでも思ったのか？

　ありがた迷めい惑わくすぎて、京の顔は軽くひきつった。

「そんな愉ゆ快かいな憶測、いったい誰から聞いてきたんです？」

　恵藤と京の共通の知人と言えば、先せん輩ぱい編集の田辺ぐらいのものだ。

　が、人とのつき合いをなによりも大切にしている田辺が、同どう僚りように対するそんな根も葉もない噂話を作家に流すとは思えない。

「さっきの俺好みの性格に関するとんでもないガセネタも、同じ人からの情報なんでしょう？」

「ごめん、ちょっと事情があって言えないんだ。……あ、でも、その人は決して三ツ谷さんに悪意は持ってないから」

（噓うそつけ）

　こんなはた迷惑な憶測をまことしやかに囁ささやく奴やつに悪意がないわけがない。

「その人がどういうつもりでそんな愉快な憶測を語ったのかはわかりませんが、それはまったく事実無根な話ですよ。──そもそも恋人と長続きしないのは、俺の性格に問題があるせいですし……」

　好意を向けられるとついつい高飛車な態度を取り、その好意を逆手に取って相手を自分勝手に振ふり回してしまう。

　そんな我が儘ままな男と長いことつき合っていられる女はそういない。

　その問題をなんとか乗り越こえても、更さらにもうひとつハードルがある。

「俺、冷え性しようなんですよね」

　女性にも冷え性な人は多い。

　たとえそうじゃなくとも、寒い時期になれば誰だってそれなりに手足の指先が冷たくなる。

　京は、それがもの凄すごく嫌いやだった。

　自分の手が冷たいだけでも充分しんどいのだ。

　たとえそれが恋人であっても、わざわざ冷たい手に触ふれたいとは思わない。

　デートの際に手を握にぎるなんて嫌だし、ベッドの中でも裸はだかの背中に女の冷たい手が触れるとゾッとして興ざめする。

　眠ねむっている最中に冷たい足を絡からめられたり、冷たい指先であちこち触れられるのもごめんだ。

　お互たがい様だとわかっていても、ただでさえ低い体温を奪うばわれるのがたまらなく嫌なのだ。

　その度たびに、体温泥どろ棒ぼうだの、冬場はなるべく俺に触さわるなだのと、ついつい邪じや険けんで無神経な言葉が口から飛び出してしまう。

　恋人に対する愛情を示すために触れた手を、そんな風に繰くり返し罵ののしられては、どんなに心優やさしい女性だって傷ついて怒るに決まってる。

　その結果、最終的には喧けん嘩か別わかれ。

　そんなこんなで、春の陽気につられるように恋人を作り、秋冬の訪おとずれと共に喧嘩別れするのが京のいつもの恋れん愛あいパターンになっていた。

　そんな説明に、恵藤は当然ながら驚おどろいたようだった。

「じゃあ、クリスマスやバレンタインみたいな冬場の恋愛イベントはどうしてるの？」

　それって酷ひどくないかと呆あきれられると思っていたのに、さすが恋愛小説家、食いつくポイントが予想と違ちがう。

「たいてい、ひとりで家に居ます」

　冬場は仕事以外ではなるべく外に出ず、暖だん房ぼうの効いた室内でぬくぬくしていたい。

　わざわざ外出してデートなんてもってのほかだ。

「彼女と長続きしない原因が自分にあるのはちゃんと自覚してるんで、ここ数年、恋愛は自じ粛しゆく気味です。……ゲイじゃないって納なつ得とくしてもらえました？」

「納得した」

　恵藤はなにやらしょんぼりしながら頷うなずいた。

（おお、すんなり）

　以前だったら、『本当にそう？』としつこくしつこく疑われていたところだ。

　本来の恵藤は、どうやら実に素直で扱あつかいやすい性格のようだ。

　不ふ愉ゆ快かいな誤解も解けた今、もはや今までのような理り不ふ尽じんな扱いを受けることはない。

　恵藤が扱いやすい性格だと判明したから、もう会社を辞やめる必要もなくなった。

（となると、さっさと元気になってもらわないとな）

　そして、京の評価のためにもせっせと仕事をしてもらわなくては……。

「とにかく俺は、変な演技をしてるより、今のまお先生のほうがずっと良いと思いますよ」

「本当に？」

　京の言葉で、恵藤はやけに嬉しそうな顔になった。

「はい。──俺、初対面の日に、まお先生の作品が好きだって言いましたよね？　あれは社交辞令じゃありませんから……。素す敵てきな作品を作り出すお手伝いをするために、俺はまお先生をこれからも大切に扱います」

　これで満足でしょう？　と猫撫で声でつけ加えると、「それじゃ足りない」と恵藤がぼそり。

「なにが足りないんです？」

「僕は、編集者としてじゃないあなたに、作家としてじゃない僕を好きになって欲しいんだ」

「……………はい？」

　意味がすんなり理解できずに聞き返すと、恵藤は同じ台詞せりふをもう一度繰り返した。

「ってことは、つまり……。ゲイだったのは、まお先生ってことですか」

「実は、そうなんだ」

「ははぁ……。なるほどね」

　恵藤が同性を恋愛対象とする人間だったから、『好感を抱いだいた』という自分の台詞が見事に曲解されてしまったのだ。

　納得して、ひとり頷いていると、

「今の告白を聞いた感想はそれだけ？」

　恵藤が怪け訝げんそうな声を出す。

「他ほかになにを言えと？」

「僕は今、あなたに愛の告白をしたんだ」

「ああ、そうか……。えっと……、どうもありがとうございます」

　とりあえず軽く頭を下げてみる。

　それを見た恵藤は、なんだか悲しげな顔をした。

「どうもって……。それだけ？」

「はい」

　京はさらりと答えた。

　実際、自分がどうとも思っていない相手に告白されたところで痛いたくも痒かゆくもない。

　他人から好かれるのは悪い気がしないが、相手が担当作家なだけに、ちょっと面倒なことになったなとは思うが……。

「……つまり、作家じゃない僕は、あなたから洟はなも引っかけられてないってこと？」

「そういうことになりますかね」

「望みはない？」

「ですね。──ほら。なにしろ俺、ゲイじゃないですし～」

　形勢逆転だ。

　気分が良くなった京は、すみませ～んと心にもない薄うすっぺらな謝罪を口にして、わざとらしくうっすら愛想笑いを浮かべた。

「宗しゆう旨し替がえする可能性は？」

「たぶんないです。……しかし、先生も物好きですね。俺のどこが良いんです？」

「どこって……」

　いったん口ごもった恵藤の耳が、見る間に赤くなっていく。

「理由なんてないよ。ただ、目があった瞬しゆん間かんに、この人だとここで感じただけで……」

　恵藤が、その手の平で自分の胸を押さえる。

（滅め茶ちや苦く茶ちやだ）

　リアリストの京にとって、あまりにも意味不明な説明だった。

　さすがにロマンチックで劇的な恋愛小説を得意とするだけのことはあるなと、そういう意味ではちょっと感心してしまったが。

「つまり、一ひと目め惚ぼれしたってことですか」

「一目惚れというか……そう！　運命を感じたんだ」

「へえ～、運命ですか～」

（……嫌いやな運命だな）

　そのせいで、ここ一年以上、京は的外れなアプローチに胃を痛めてきたのだから……。

　とはいえ、それは完全に一方通行の運命だ。

「まあ、確かに俺も、まお先生とはじめて会った日には、感じの良い方だと好感を抱きましたけど……。でも、それって恋愛感情とは違ちがいますよ。そこのところ、わかってますか？」

　念のために確かく認にんを取ってみたが、恵藤は「そうじゃないんだ」と言い切った。

「恋愛感情だったと？　勝手に俺の心をねつ造しないでくださいよ」

「いや、そういう意味じゃなくて……。はじめて会ったのは、あの日じゃないんだ」

「それ以前にも会ったことがあると？」

　聞くと、恵藤は深く頷うなずいた。

「運命を感じたあなたに少しでも近づきたかったから、田辺さんに頼み込んで担当を替わってもらったんだよ」

（ってことは、俺も確実に一度はこの顔を見てるってことだよな）

　目立つぐらいの長身の色男だから一度会えば絶対に記き憶おくしているはずだ。

　だが、全然思い出せない。

　初対面の相手と顔を合わせる機会なら、普ふ段だんからかなりある。母の付き添そいで社交界の会合に顔を出すこともあるし、佐川出版絡がらみのパーティーにも当然出席するからだ。

　直接挨あい拶さつした相手の顔はそれなりに記憶しているつもりだった。

　少なくとも顔を見さえすれば、名前を思い出せるぐらいには……。

（となると、高校とか大学か？）

　二歳年下だから、その可能性もある。

　成長し社会人になったことで、学生時代とはまったく面変わりしていて思い出せないだけかも……。

「無理に思い出さなくていいよ」

　真しん剣けんに考え込んでいると、恵藤が話しかけてきた。

「過去はどうでもいいんだ。大事なのはこれからだから」

「これからって言われても……」

　そんなものはない。

　担当編集と作家という関係になら、これからの展開はあるだろうが……。

　そこまで考えて、ふと不安になった。

「先生をふったせいで、これからの仕事に支障が出るなんてことはないですよね？」

「支障は……たぶん出る」

「それは困ります。……あーでも、仕事のために先生と寝ねるとかってのは絶対にごめんですからね」

　念のため、先にお断りを入れておく。

　人ひと身み御ご供くうになるぐらいなら会社を辞やめたほうがまだまし。

　生憎あいにくとそこまでするほどの自己犠ぎ牲せいの精神は持ち合わせていないし。

「あなたは、僕がそんな卑ひ怯きような男だと思ってるの？」

　恵藤は子供のように澄すんだ瞳ひとみを曇くもらせ、酷ひどく傷ついた顔になる。

「違うんですか？」

　ついこの間までの高飛車な態度を取っていた恵藤は、そう思われても仕方のないタイプだったが。

「違う。──愛する人に、そんな卑怯な取引を要求したりなんかしない」

　愛する人、というのが自分を指しているのだと思うと、なにやら背筋がむず痒がゆい。

「でも支障は出るんですよね？」

「それは出るさ。なにしろ、失しつ恋れんしたんだから……。大ダメージだよ」

「それはやっぱり困ります。──なんだったら、担当を田辺さんに戻もどしましょうか？」

　すっかり扱あつかいやすくなった人気作家を手放すのは勿もつ体たいないが、彼の作品の質が落ちたり読めなくなったりするよりはまだましだ。

　そう考え、珍めずらしく親切心のつもりで提案したのだが、この言葉に恵藤は大ショックを受けたようだった。

「嫌だ！　三ツ谷さんに会えなくなったら、小説なんて一行も書けなくなるよ」

「うわぁ、そうきますか」

　なんて面めん倒どうくさい、という言葉をぐっと吞のみ込む。

「困ったな……。だったら、こうしましょう。まお先生の調子が戻るまで、俺はしばらく顔を見せないようにしますから……。落ち着いたら、またメールでもください」

　デビューして一年あまり、約二ヶ月に一度の刊行ペースを守ってきた人気作家の刊行予定が大おお幅はばに後ろにずれるとなると、上層部からまたあれこれ文句を言われそうだ。

　だが京には、『安藤青慈』の数年に亘わたる大スランプにつき合った経験がある。

　今回もきっと、上層部からのクレームをのらりくらりとかわし、なんとか乗り切れるだろう。

　そう思って、やっぱり親切心から提案したのに、恵藤は「勘かん弁べんしてくれ」と大ショック。

「これでも駄だ目めですか？」

「駄目だよ。あなたの顔が見られないなんて……」

　やっぱり面倒くさい。

　だがここで手を引くわけにもいかないので、仕方なくまた提案してみた。

「顔を見せれば良いんですか？　だったら、会社帰りにでもちょこっと寄りますけど」

「そうしてくれると嬉うれしい」

「では、そういうことで」

「ありがとう」

「どういたしまして」

　しみじみと心を込めた調子でお礼を言われて、京はふふんと得意な気分になった。

　今までだって会社帰りにちょくちょく寄っていたんだから、さして負担じゃない。

　それどころか、これからは今までとは違って、

『おまえが好きな俺さまの顔を見せてやるよ』

　ってなものだから、むしろ形勢逆転で楽しみなぐらいだ。

　話は決まった。

　食事も終わったしもう帰ろうと、残りの珈琲コーヒーを飲み干すと、手つかずだった自分の分のスイーツと共にそのままワゴンに片付けた。

　いつの間にか空になっていた恵藤のカップを手に取り、ポットの珈琲をつぎ足す。

「じゃ、今日はお先に失礼しますね」

　そのまま帰るつもりだったのに、カップを置いた手をつかまれた。

「もう少しだけ一いつ緒しよにいてくれない？　あなたの顔を見ていたいんだ」

　恵藤がしごく真面目まじめな声で囁ささやく。

（げげっ、くっさー）

　恵藤の書く恋れん愛あい小説そのままの恋愛体質っぷりに、背中がまたむず痒くなる。

　まっすぐに見つめてくる、黒目がちな澄んだ瞳。

　京にだって何人も恋こい人びとがいたが、こんなに真剣な瞳で相手を見つめたことはない。

　恋愛はあくまでも人生の楽しみのひとつで、唯ゆい一いつ無二のものじゃない。

　ちょっと気になる相手がいても、その相手にパートナーがいればあっさり諦あきらめて次に行く。

　その程度のライトな感覚だから、ここ数年は恋愛を控ひかえているだなんて淡たん泊ぱくなことも言えるのだ。

（こいつは、俺とは全然違うんだな）

　興味がないとはっきり告げているのに、それでもなお食い下がる。

　自分とはまったく違う恋れん愛あい観かんに、京はちょっと興味を覚えた。

「初対面の日にも思ったけど、まお先生の手ってちょっと珍しいぐらいに温かいですよね。これって、いつもこうなんですか？　それとも俺に触さわってるから？」

　つかまれた手で逆に恵藤の手を引き寄せ、両手でその手に触ふれてみる。

「両方かな。以前から、たまに体温が高いと指し摘てきされてたし……」

「ふうん」

　手入れされた綺き麗れいな爪つめ、温かなさらりとした手の平。

　ちょっとふかふかした感じのする厚みのある大きな手は、マメもタコもなく綺麗なものだ。

　この手に触れただけで、恵藤が肉体労働には縁えんのない人生を送ってきたことがわかる。

「三ツ谷さんの指は本当に冷たいね」

「真冬になるともっと冷たくなりますよ。ホント嫌いやになる」

「手の冷たい人は心が優やさしいって言うけど」

「今時、そんな臭くさいことを真顔で言うなんてきっと先生ぐらいですよ」

　さすがは恋愛小説家というべきか。

　京は思わず苦く笑しようした。

　本当に自分が優しかったら、今までの恋人達とも喧けん嘩か別わかれしなくて済んだはずだと思いながら……。

「だったら、手の温かいまお先生は心が冷たいんですか？」

「どうかな？　自分じゃよくわからない」

（正直だ）

　自分を過大評価も過小評価もせず、冗じよう談だんで誤ご魔ま化かすこともしない。

　京は、恵藤の手の平を指先でぷにぷにと突つついてみた。

「……なにをしてるんだ？」

「温かくて触り心地ごこちが良いから触ってるだけです。──あ、ちょっと湿しめってきた。緊きん張ちようしてます？」

「もちろん。……ずっと恋こいしていた人に触れられて反応しないわけがないよ」

「ふうん。男にそんなことを言われる日がくるなんて思ってもみませんでしたよ」

　無神経な台詞せりふをあえて言ってみたが、恵藤は気を悪くせずにただ微笑ほほえむ。

「気持ち悪い？」

「不思議とそうでもないみたいです」

『更紗』で、聖志と香留の関係を恋人同士になる以前から見ていた。

　傍はたから見て丸わかりなほどに惹ひかれあっているふたりを、面おも白しろがりこそすれ気持ち悪いとは思わなかった。

　男同士だろうと相手を思う気持ちは同じだと感じたから……。

　それに、この温かな手には最初から好感を抱いだいていた。

　気持ち悪いわけがない。

　むしろ、はじめて同性から恋愛対象として見られたことに好こう奇き心しんさえ感じた。

「まお先生は、俺を抱きたいと思ってるんですよね？」

　京は好奇心に唆そそのかされるまま、ズバッと聞いてみた。

　聞いた途と端たん、触れていた恵藤の手の平がビクッと震ふるえる。

　その顔を見ると、あからさまに狼狽うろたえて耳まで赤くなっていた。

「ず、随ずい分ぶんとストレートに聞くんだね」

「そういう性分なんです。──で、どうなんです？」

　狼狽える様が面白い。

　京は笑えみを浮うかべて、恵藤の顔を覗のぞき込んだ。

「あなただって男なんだからわかるはずだ」

　聞くまでもないだろうと、恵藤が言外に言っている。

「わからないから聞いてるんですよ」

　教えてくださいよ、と悪あく趣しゆ味みにも追い打ちをかけてみると、恵藤がちょっと困った顔をする。

「でも、恋をしたことはあるんだろう？」

　問い返されて、京は返事に詰つまった。

（恋、か……）

　京は自分が恋をしていると実感したことが一度もない。

　恋人達の手を握にぎっていてもこの指はいつも冷えたまま、相手を思って指先まで温めた経験なんて一度もなかった。

　切実に誰だれかを欲しいと思ったこともない。

　だから、本当にわからないのだ。

「……俺、無神経なんで、恋愛感情ってよくわからないんですよね」

　恋をしているという実感がないままにつき合ってそのまま別れるから、恋人達との別れが散々なものになってもほとんどダメージを感じなかった。

　そんな風に気楽に何人もの女性達を渡わたり歩いていた京に転機をもたらしたのは、数年前につき合ったひとりの女性。

　京にしては珍めずらしく、彼女とは一年近く続いたが、それでもいつもと同じように恋愛感情を実感する前に相手側から別れを告げられた。

　ただいつもと違ちがっていたのは、彼女がいつもの女性達のように怒おこってはいなかったこと。

　彼女は、京との別れを深く嘆なげいていた。

　別れたくないけど、一緒にいても辛つらいだけだからと大おお粒つぶの涙なみだを零こぼしていた彼女の姿。

　そんな彼女を慰なぐさめるべく、手を伸のばすことさえできなかった。

　彼女の涙の原因が、自分の恋愛感情の欠けつ如じよにあるとわかっていても、どうすればいいのかがわからない。

　だが、わからないまま慰めても彼女の傷を増すだけだってことは知っていたから、ただ黙だまったまま立ちすくむことしかできなかった。

　それ以来、京はそこから一歩も動けずにいて恋愛からも手を引くようになった。

「まお先生は恋愛小説のスペシャリストなんだし、俺にもわかるように恋する男の気持ちってのを教えてくださいよ」

「無理だよ。……答えられるわけないだろう」

「どうしてですか？」

「いまあなたは、編集者としてここにいるんだ。編集者だからこそ、勘かん違ちがいしていた僕の愚ぐ行こうにも、嫌いや々いやながらつき合ってくれてたんだよね？」

　京は苦笑しつつも素す直なおに頷うなずいた。

「ぶっちゃけたところ、そうです。個人的には堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れかかってましたから」

　そのせいで、あやうく会社まで辞やめるところだった。

「やっぱり……。ちょっと期待していた自分が馬ば鹿かみたいだな」

「俺も楽しんでると思ってたんですか？」

「聞かないでくれ。……自己嫌けん悪おで死にたくなるから」

　今までのストレスを思うと、もうちょっと苛いじめてやりたいところだが……。

「では聞きません。大切な作家に死なれるのは困るので……。その代わり、前の質問に答えてください」

　俺を抱きたいと思いますか？　と悪趣味な質問をもう一度ぶつけてみる。

「もちろん、そう思ってるよ！」

　恵藤の手をいじっていた指が、いきなり強く握られた。

「ずっと夢みてた人がこうしてこんなに側にいるんだ。抱だきしめたいに決まってる。……でも、編集者としてのあなたに迂う闊かつなことを言って、また困らせるようなこともしたくない。──だから……今のこれは失言なんだ。頼たのむから忘れて欲しい」

　忘れてくれと言いながら、指を握る恵藤の手の力は緩ゆるまない。

　情動を理性で抑え込もうとしているのが丸わかりだ。

（……面白いな）

　どうやら熱ねつ烈れつな恋をしているらしい目の前の男に、京はまたしても好奇心を覚えた。

「忘れろって言うならそうしてもいいですが……。でも、俺は今、色々としがらみのある編集者としてではなく、一個人として先生に質問してるんですよ」

　座ったままの恵藤にもう一歩近づき、恵藤の手の平を引き寄せて、自分の頰ほおへと導いてみた。

　少し汗あせばんでいた手の平は、じんわりと温かく、頰に吸いつくようにしっとりと馴な染じむ。

「そんなことをされると、また勘違いしちゃうよ」

「どんな風に？」

「……誘さそわれてるんじゃないかって」

「勘違いじゃないです。それで正解」

　京の言葉を聞いた恵藤が、驚おどろいたように目を見開く。

　その黒い瞳ひとみの中に喜びの色があるのを見て取った京は、「そっちは勘違いです」と摑つかんでいた恵藤の手をぱっと放はなした。

「恋れん愛あい感情はこれっぽっちもない。ただ単に好奇心があるだけなんで」

　しばらくの間、自力で京の頰に留まっていた恵藤の手が、ゆっくりと下に降りていく。

「好奇心で、僕と……寝ねるって？」

「俺がそんなことを言う人間だと思っていませんでしたか？」

　傷ついたような顔をする恵藤を見て、京はちょっと愉ゆ快かいな気分になった。

「編集者としてならいくらでも親切に振ふる舞まいますが、個人的なつき合いにおいてそれはない。むしろ俺は、自己中心的で非常に無神経な人間ですよ。今は好奇心があるから誘ってるけど、好奇心が満たされたらすぐに手を引きます。同情も憐れん憫びんも感じない。──ちょっとばかり小こ綺ぎ麗れいに整ったこの顔が気に入っただけなら、これ以上失望する前に手を引いたほうが良いと思いますよ」

　恵藤が運命と信じている恋こい心ごころ。

　その想おもいを恋した相手に無む惨ざんに踏ふみにじられるより、自分の胸ひとつに収めて夢を見続けていたほうがきっとずっと幸せなはずだ。

　京にしては珍しい親切心からの忠告に、恵藤は首を横に振った。

「失望なんてしてないよ。ちょっと……その、意外だっただけで」

「意外って、どんな風に？」

「想像していたより、ずっとアグレッシブだなって……」

　ものは言い様だ。

　恵藤が想像していた自分は、意地を張るあまり気になる相手に素直になれず、日々からかわれては照れたり拗すねたりする、ツンデレで純真な男なんだろうか？

（笑える）

　見事な勘違いだ。

「で、意外にアグレッシブな俺はどうです？」

「驚いたけど……でも、そう……。意外性があったほうが、逆に現実味があって興味を惹ひかれるよね」

　さすがに小説家だけあって、うまいことを言う。

　確かに現実の自分は、恵藤の小説のキャラクター達のように彼の思い通りにはならないから。

「ただ、ひとつだけ確かく認にんしても良い？」

「なんですか？」

「あなたが好こう奇き心しんを抱いだく対象は僕自身なのかな？　それとも、はじめて言い寄ってきた男？」

（そうくるか）

　さすが恋愛小説家と、またしても京は感心してしまった。

「興味があるのは男とのセックスだと答えたら、この誘いは不発に終わりますか？」

「そうだね。……とても残念だけど」

　あくまでも、自分自身に興味を持って欲しいらしい。

　純じゆん粋すいというか、見事な恋愛体質っぷりというか……。

「ご心配なく。俺の興味の対象は、あなたのその手ですから」

「手？」

「はい。弾だん力りよくがあって温かい。その手に抱かれたら、なんだか気持ちよさそうだ」

　それともうひとつ、熱烈な恋こいをしている人間への好奇心もあった。

　──恋した相手を抱くとき、いったいどんな風に見つめるのか、そしてどんな風に抱きしめるのか……。

　京にはどうしてもわからなかったそれらのことを、実地で経験してみるのも面おも白しろそうだ。

　真しん剣けんに恋をしているらしい恵藤をこの段階で興ざめさせないよう、そんな下世話な好奇心を持っているとは決して言わないけど……。

「……手か」

　身体からだのパーツを指し摘てきされたことが少々不満らしい。

　恵藤は自分の両手を複雑そうな顔で見ている。

「それでは駄だ目めですか？」

「あ、いや。……駄目じゃない」

「良かった。──じゃあ、さっそくシャワー浴びてきます」

　クルッときびすを返してバスルームへ向かおうとすると、「え？」と戸と惑まどうような小さな声が耳に届いた。

「なにか？　あ、一いつ緒しよに入りますか？」

　振り向いて聞くと、「いや、僕は後でいい」と恵藤がみるみるうちに赤くなっていく。

（けっこう面白いな）

　お互たがいにバスルームで戯たわむれる程度のことで照れるような歳じゃない。

　たぶん恵藤は、相手が自分だから照れているのだ。

　軽い優ゆう越えつ感に、京はますます楽しい気分になっていった。







　どうせ金を払はらうのは恵藤だしスイートルーム滞たい在ざいを満まん喫きつしてやろうと、ルームサービスで好きな銘めい柄がらのブランデーを頼んだ。

（うん、良い香かおり）

　実家は金を持っているが、京はその援えん助じよを拒こばみ会社からの給料だけで暮らしている。

　さすがに値の張るブランデーを気軽に買うことはできないから、このチャンスを有効利用させてもらうことにした。

　寝しん室しつの灯あかりを絞しぼり、キングサイズのベッドに腰こし掛かけ、グラスを揺ゆらしてブランデーの香りを楽しむ。

（なんか、いかにもって感じだな）

　これで高層階からの夜景を楽しんだりしたら小説の一場面みたいになるのかもしれないが、生憎あいにくと高所恐きよう怖ふ症しようなのでカーテンはしっかり閉めたままだ。

「酒を飲んでるの？」

　しばらくして、恵藤がシャワーから戻もどってきた。

「もしかして、少し緊きん張ちようしてる？」

「全然」

　京は肩かたを竦すくめる。

「緊張してるのは、むしろまお先生のほうじゃないですか？」

　ブランデーを口に含ふくむと、目の前に立つ恵藤のバスローブを摑んで引き寄せ、口移しで強ごう引いんに飲ませてやった。

「……そうかもしれない」

　恵藤がちょっと照れくさそうに微笑ほほえむ。

「もう少し、飲ませてくれないか？」

「いいですよ」

　もう一度、ブランデーを口に含んで唇くちびるを押し当てる。

　ごくっと、恵藤の喉のどが動くのを確認してから唇を離そうとしたが、その前に恵藤の手にグラスを奪うばい取られ、頭をしっかりとつかまれてしまって離れられなくなった。

「……んんっ……」

　情熱的な、アルコール混じりのキス。

　甘く、激しく絡からんでくる舌の動きに翻ほん弄ろうされるまま楽しんでいるうちに、するっと肩からバスローブが落ちていく。

　部屋は充じゆう分ぶん暖まっていて寒くはないが、外気に肌はだが晒さらされた条件反射で思わず身み震ぶるいが出た。

「寒い？」

　京は、少し……、と噓うそをついた。

「温めてくれるんですよね？」

　今までつき合ってきた女性達の真似まねをして、恵藤の目をまっすぐ見たまま、バスローブの合わせから差し入れた手を肌に這はわせながらうっすらと微笑んでみる。

　その途と端たん、恵藤の顔がぼっと赤くなり、「もちろんだ」と無我夢中といった感じでまさにむしゃぶりついてきた。

（……そうか。本当に好きだと、こういう反応になるのか）

　ベッド上に押し倒たおされながら、どこか冷静にそんなことを考えた。

　京は一度も、こういう態度を取ったことがない。

　誘さそうような痴ち態たいの裏にある感情を読み取ろうと、目の前にいる人を常に冷めた目で見て、相手の次のリアクションを待っていたから……。

　自分のそんな冷たい視線に傷ついた人は今までどれぐらいいるんだろうか？

　それを思うと、苦いものがこみ上げてくる。

　が、そんなことを考えていられたのも最初のうちだけ……。

　情熱的に降り注ぐキスと、身体をまさぐる熱い手の感かん触しよくに煽あおられて、次し第だいになにも考えられなくなっていった。




「あ……あ……また……いく」

　柔やわらかな黒くろ髪かみに指を絡ませて、京は喘あえぐように囁ささやいた。

　足の間から、京のものを口に含み、舐なめ上げる濡ぬれた音が聞こえてくる。

　同時に、指を含まされた後ろからも、くちゅくちゅと中を探さぐられる音がする。

　──気持ちいいことだけしよう。

　そう恵藤は言った。

　その言葉通り、肌に口づけを落とす唇も、身体をまさぐる手も優やさしかった。

　ためらっていないか、嫌いやがっていないかと、京の表情を探りながら慎しん重ちようにことを進めていく。

　完全に自分の欲よつ求きゆうを抑おさえてまで、気持ちよくさせよう楽しませてあげようと思ってくれているのが、触ふれる肌や視線の熱さでリアルに伝わってくる。

　何度か達いかされた後、恵藤の指が後ろに触れてきてもさほど抵てい抗こうは感じなかった。

　むしろ、もっと違ちがう楽しみ方があるのかとちょっと楽しみだったぐらいだ。

　それぐらい恵藤の愛あい撫ぶは優しく、ただ甘い。

　甘く痺しびれた身体が、とろけそうなぐらいに……。

「んっ……そこ、そこいい。もっと……強く擦こすって……」

　感じるまま、素す直なおに要求を口にすると、望む通りに与あたえられる。

　身体の中で蠢うごめく長い指が、京のいい場所を指の腹で探りあて強く擦り上げていく。

　与えられるその刺し激げきを、京は目を閉じ息を詰つめて追い、あっという間に上のぼり詰めた。

「ああっ……も……んんっ──！」

　奥深いところから迫せり上がってくる痺れるような甘い感覚が弾はじけた。

　張り詰めていたものが解き放たれるえも言われぬ解放感。

　くわえ込んだ指の感覚で、自分のそこがぎゅうっと収縮しているのがわかる。

　全力疾しつ走そうした直後のように、一気に鼓こ動どうが跳はね上がり息が上がる。

（……あつい）

　今までにない深い喜びに、京はうっとりと酔よった。

　熱い血が、激しくなった血流で身体中に運ばれて、指先までジンジンするほど熱い。

　吐はく息まで熱くて、吸い込む息の涼すずしさに、喘ぐように何度も浅い呼吸を繰くり返した。

「気持ちいい？」

　涼りようを求めて開いていた唇に、恵藤の唇が押し当てられた。

（これも……あつい）

　自分のそれよりずっと熱い舌が絡む。

　溶けそうなぐらい熱くて、甘いキス。

「ねえ、今ここだけで達ったのわかった？」

　唇を離はなした恵藤が、顔を覗のぞき込みながら聞いてきた。

　中に残ったままの指がくっと動く。

　ただそれだけのことで、達ったばかりの身体からだに新しい火が灯った。

「……んっ……」

　吐と息いきを零こぼしながら頷うなずくと、恵藤は嬉うれしそうに微笑んだ。

「じゃあ、もっと楽しませてあげる」

　中に入れられた指が、内ない壁へきを押し広げるようにゆっくりと動く。

「あっ……んん……」

　その動きに、ぞくうっと波のように甘い痺れが広がっていく。

　京は、また目を閉じて、その甘い波に酔った。

（こんな感じ、はじめてだ）

　緩かん急きゆうをつけた指の動きに操あやつられるように、自分の身体が甘く震ふるえる。

　余計なことをなにも考えず、ただ与えられる甘さを貪どん欲よくに吞のみ込む。

　頰ほおに唇に何度も何度も唇が押し当てられ、恵藤の熱い吐息を肌に感じる。

　他人の前で、こんなに無防備な姿を晒したことなんて今までなかった。

「気持ちいいだろう？　達った直後だから余計に敏びん感かんになってるんだ」

　耳元で囁かれて、目を開けると熱っぽい視線と出会った。

「ここが、こんなに感じるなんて……知ら……なかった」

　自然に零れてくる熱い息を吐き出しながら、素直に答える。

「先生は？」

「ん？」

「これ……辛つらくないんですか？」

　最初の頃ころから、ずっと肌で感じていた恵藤の昂たかぶりに指で触れてみた。

「僕は良い。こうして、あなたに触れて喜んでもらえるだけで充分」

　触れた手を、恵藤の手がつかんでその指先に口づける。

　ゲイではない京に、望んでもいない奉ほう仕しをさせるつもりはないということだろう。

　ずっと自分の快感優先でセックスしてきた京には、奉仕だけのセックスなんてちょっと考えられないし楽しいとも感じない。

　相手に触れているだけで幸せだなんて、感じたことは当然ない。

（書く小説だけじゃなく、本当は性格まで甘かったんだな）

　あんな馬ば鹿かげた演技に騙だまされていたせいで、今まで気づかなかった。

　まるで恵藤自身が、彼が好む甘さ強めのスイーツのようだ。

　そんなくだらない連想をした自分がおかしくて、つい笑えみが零れる。

「……あなたは綺き麗れいだな」

　微笑んだ京を見て、恵藤がうっとりと呟つぶやく。

「そんなこと言うの、先生……ぐらいのものですよ」

「そう？　みんなあえて言う必要がないと思ってるだけかもしれないよ」

　そうじゃないだろう、と京は思う。

　そつなく整った京の顔は、マネキンのように没ぼつ個こ性せいで特とく徴ちようがないから、けっこう誉ほめづらいものなのだ。

「先生は色男だってよく言われるでしょう？」

　両手を差し伸のべて引き寄せ、キスをして、その厚みのある唇くちびるの感触を楽しんだ。

「この唇も、ふかふかして気持ちいいし……」

「ふかふかって表現されたのははじめてだな。……そういえば、手もふかふかしてるって言ってたね」

「……あっ……駄だ目め」

　ゆっくり蠢きながらずっと温ぬくい喜びを与えてくれていた指が引き抜ぬかれそうになって、京は慌あわてて止めた。

「もっと楽しみたい？」

「はい。……あ、でも……指より、先生が欲しいかも」

「え？」

　体内の指の動きで、恵藤が動どう揺ようしたのがリアルにわかる。

「……んっ……。どういう感じか知りたいから……」

「それも好こう奇き心しん？」

　聞かれて、素直に頷く。

「痛いかもしれないよ？」

「少しぐらいなら、我が慢まんします。……せっかくの機会だし」

「……わかった」

　ごくっと、恵藤の喉のど仏ぼとけが動く。

　すっごくやりたかった癖くせに我慢してたんだなと思うと、ちょっと微笑ほほえましい気分になった。

「じゃあ、ちょっと待って……」

「……ふっ……」

　ゆっくりと指が引き抜かれ、その名残なごりに身体が甘く疼うずく。

　すぐにも入れてくるかと思ったのに、恵藤は起き上がって身体を離した。

「どうしたんです？」

「いや……さすがに、これが必要だろう」

　ベッドサイドのテーブルのもの入れの中、隠かくされるようにして置かれてあったスキンを恵藤は手に取った。

「病気でも？」

　ストレートに聞くと、「持ってないよ」と苦く笑しようする。

「さすがに生で出されたら、気持ち悪いだろう？」

「別にどうでも……。でも、できればなしでおねがいします。──どれぐらい熱いか、生で感じてみたいし……」

　さっき、少し手で触れたときにもそう思った。

　この熱いのを入れられ、擦られ、突つき上げられたらどんな感じか。

　熱い精を直接注がれたら、どんな感じがするのか。

　指であれだけ気持ちよかったんだから、きっともっと……。

「──っぶなかった」

「はい？」

　熱い感覚をひとりで想像していた京は、恵藤の焦あせった声に視線を上げた。

「あなたがとんでもないことを言うから、それだけで達っちゃうところだったよ」

「え？　まさか、今ので？」

　あり得ないだろうと思ったのに、どうやら本当だったようだ。

「あなたは煽あおるのがうまいな」

　そんなことを言われたのははじめてだ。

　怒いかりを煽るのが上手だと言われたことなら何度もあるが……。

　なにやら気き恥はずかしそうに微笑んだ恵藤が、再び戻もどってきて口づけてくる。

「ゆっくりするから、痛かったらそう言って」

　念のためと言って改めてジェルを使ってほぐしてから、やっと恵藤は京に身を沈しずめてきた。

「──んっ……ああ……」

　ぐぐっと、気き遣づかうように身体を押し広げてくる熱い昂ぶり。

　痛みは、ほとんど感じない。

　ただ予想以上の大きさと熱さに、自然に顎あごが上がって息が荒あらくなる。

　散々指で嬲なぶられた後だけに、京の身体は埋うめ込まれていく熱い昂ぶりにあっさり順応した。

「あ……っ……」

　熱い昂ぶりをもっと引き入れ、その形を感じようとして身体が勝手に収縮するのがわかる。

「焦らないで……。後で辛くなるといけないから、ゆっくりしよう」

　焦る身体を、逆に恵藤に止められたぐらいだ。

「……辛い？」

　時間をかけてゆっくりと自らを押し込んだ恵藤が聞いてくる。

　恵藤にそんな気がないのはわかっているが、京としては焦じらされている気分だ。

「へい……きです。……もう、早く……動いて……」

　中のが熱くて……気持ちいい、と、熱い息を吐はきながら夢中でぎゅっと首にしがみつく。

「──くっ」

　その途と端たん、恵藤が息を吞み、身体を硬かたくするのがわかった。

　もしかしてまた達いきそうになったのかと、腕うでを緩ゆるめ、顔を覗のぞき込んでみる。

（やっぱり。……なんか可愛かわいいな）

　苦しそうに堪こらえている表情に、思わず笑みが零こぼれる。

　こんなちょっとした台詞せりふに反応したり、必死で我を抑えながら行こう為いを進めたり……。

　それらすべてが、自分に対する好意ゆえだと思うと、なにやらこそばゆさまで感じる。

「本当に平気だから……。好きなように動いて」

　微笑んだまま、首を伸ばして食いしばっている恵藤の唇に軽いキス。

「……京」

　離はなれた唇を追うように、恵藤の唇がまた降りてくる。

「んんっ……ふ……」

　お返しされたキスは情熱的で激しい。

　貪むさぼるような熱いキスに翻ほん弄ろうされて、一ひと際きわ激しく鼓こ動どうが跳はね上がった。




「……ん……ふっ……んん……」

　すべてが、予想以上によかった。

　女のそれとは違ちがう、筋肉質で弾だん力りよくのある肌はだはそれ自体が熱かったし、強く引き寄せようとして身体からだに食い込む指先の熱さは想像以上。

　内側で暴れる昂ぶる熱に引きずり上げられて、京の熱も上がっていく。

「あぁ…いい……もっと……んっ………」

　もっともっと深いところで、この熱さを感じてみたくて夢中でしがみつく。

「京、……あなたは最高だ。──愛してる」

　うわごとのように何度も熱く耳元で囁ささやかれ、思考が熱で侵おかされていく。

　激しく突き上げられ、ずり上がる身体。

　しがみついた広くて熱い背中も汗あせで濡ぬれていて、しがみつこうとしても指が滑すべる。

　とはいえ、恵藤に注ぎ込まれる熱に身体中が侵され、ジンジンと痺しびれるように熱くなっていた指先にはもう力は入らなかったのだけれど……。

（……あつ……い）

　触ふれ合った肌が汗で滑るが、それがどちらの汗なのかもうわからない。

　無我夢中で口づけて、熱い舌を絡からめあう。

　口づけは、唾だ液えきと汗とが混じりあってしょっぱかった。

（こんなの……知らない）

　セックスという行為で、ここまで熱くなれたことは今までなかった。

　我を忘れるほどの快感に酔よったこともない。

　はじめてづくしの経験が怖こわくなって、更さらに強く目の前の男にしがみつく。

「……きょう……」

　うわごとのように自分の名を呼ぶ男に強く抱だきしめ返される。

　その熱い腕に煽られるまま、また熱くなって……。

　動きが一際激しくなり、やがて深々と突き入れられる。

　最奥を熱い昂ぶりに貫つらぬかれ、一気に押し上げられた京はしなやかに背を反らせた。

「あっ……やっ───あああっ！」

　深い快感とたまらない解放感に襲おそわれて、京はそのまま意識を飛ばしていた。
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　佐川出版の文芸書しよ籍せき部のオフィス内。

　京は自分のデスクで、同どう僚りように頼たのまれた担当外の作家の作品のゲラに目を通していた。

　担当しているのが人気作家のふたりだけという、かなりの特別待たい遇ぐうを受けているのは事実だが、本当にそれだけしかしてないってわけじゃない。

　実家関係のコネを最大限に活用して頻ひん繁ぱんに佐川出版とマスコミ各社との橋はし渡わたしをしたり、社内の雑用を請うけ負おって同僚達の手伝いをすることもある。

　だが今日はその手伝いに少々気がのらず、ゲラのページを捲めくったタイミングで固まったまま、ついつい物思いにふけっていた。

（やってみなきゃわからないことって、この歳になってもあるもんなんだな）

　恵藤とのあの夜から、もう一週間。

　男との初体験は、かなり刺し激げき的だった。

　大切に愛いとしまれ、ゆっくりと迫せり上がっていく感覚。

　主導権を委ゆだねた状態で得られる快感は到とう達たつ点がまったく見えず、恵藤が与あたえる熱に引きずられるまま何度も引き上げられた。

　今まで知らなかった感覚を、京は我を忘れるぐらいに楽しんだ。

　あんなに深い快感と満足感を味わったのははじめてだし、京自身、今まで寝ねてきた女性達をあそこまで喜ばせたことはない。

　男としてのプライドがけっこう疼うずくが、相手への恋こい心ごころの欠けつ如じよがそういう点にも影えい響きようを及およぼしていたかもしれないと思ったりもするから、それも仕方ないかと諦あきらめもつく。

　あの快感は癖くせになりそうでちょっと怖いが、お互たがいに割り切った上での関係なら二度三度と続けるのも悪くない。

　そう素す直なおに思えるぐらいに、あれは楽しい体験だった。

　だが、恵藤の気持ちを思うと、続けるのはちょっとまずい。

（……やっぱり、あれはあれっきりにしなきゃまずいよな）

　好こう奇き心しんから寝るのだとはっきり宣言したお陰かげで、あれ以後、恵藤が強ごう引いんに関係を迫ってくるようなことはない。

　だが、あの夜以降、京への気持ちを隠かくさなくなり、熱っぽい瞳ひとみで見つめてくるようになった。

　軽い気持ちで関係を続けては、無む駄だに期待を持たせることにもなりかねない。

　立場上、担当作家とのトラブルは避さけるべきだ。

　一度寝て、それなりに好奇心は満たされた。

　恵藤の恋こいする相手への接し方はそれなりに参考になったが、同じことを京がするのは性格的に無理。

　これ以上深入りしても、学ぶことはもうないだろう。

　なるべく仕事に影響が出ないよう、あの夜のことには極力触れず、このままさらりと流してしまったほうが得策だ。

「三ツ谷さ～ん、ご実家から電話入ってますよ」

　同僚に声をかけられた京は、またかと内心で舌打ちした。

　実家からってことは、電話の主は間ま違ちがいなく母親だろう。

　同僚に礼を言って、嫌いや々いやながらも受話器を手に取った。

『京、久しぶりね。元気かしら？』

「お陰かげ様さまで……。──で、なんの用です」

『まあ、せっかちさん。ゆっくりお話もできないの』

「勤務時間中ですから無理ですよ。会社には電話をしないようにと以前にも注意したよね？」

『あら。だって、今の時間は、あなたのお部屋に電話をしてもお留守でしょう』

　だから会社に電話したのよと、母親は当然のような口調で言った。

　お嬢じようさん育そだちの彼女は、勤務時間中の私用電話が世間一いつ般ぱんで嫌けん厭えんされていることを何度言っても理解してくれない。

　それどころか、京が仕事をしているとも思っていないのだ。

　彼女にとって、ここは息子むすこの趣しゆ味みのための遊び場なのだから……。

「はいはい。では、用件を言ってください」

『わかったわ。あのね、今からお家に帰って来られないかしら』

「今からって……無理です。勤務時間中だって言ったでしょう」

『もう、残念だわ。実はね、あなたのために、何件かお見合いの話を用意したのよ』

　この不意打ちに、京は思わず絶句してしまった。

　三十歳になるまで家を離はなれて好きに生きて良いという許可はもらっているはずだ。

　三ツ谷の家に生まれた以上、いずれはそれなりの家いえ柄がらの女性と見合い結けつ婚こんすることになるだろうと覚かく悟ごはしていたが、それは家に戻もどった後の話だ。

　それを指し摘てきすると、『お父様がね、あなたに後ろ盾だてを用意してあげたいっておっしゃってるの』と母親がのんびりと答える。

　ずっと実家とは関係のない会社で働いている京が家に戻ったら、最初のうちは戸と惑まどうことも多いだろう。最初から管理側に組み込まれることで反発する者も出るかもしれない。そんなときのために、有力なバックをあらかじめ用意しておいたほうがいい。

　そんな風に京の父親は言っているらしい。

「俺がそっちに戻るのは、まだ一年以上先ですよ」

『でもね。暇ひまな今のうちに結けつ婚こん式しきを挙げられたら、ゆっくり新しん婚こん旅行にも行けるでしょう？　何ヶ月かかけてヨーロッパを回ったり、船旅を楽しんだり……。素す敵てきな思い出になるわよ』

　俺は暇じゃない、という言葉を辛かろうじて吞のみ込む。

　ちゃんと仕事をしているが、この人になにを言っても無駄なのは経験上知っているので、口答えするのがもう面めん倒どうなのだ。

「わかりました。でも、今は少々忙いそがしくてすぐには帰れません。ゆっくり帰れる目め処どがたったら、こちらから連れん絡らくしますから」

『まあ、誰だれかに替わってもらえないの？』

「残念ながら無理です」

　仕事ですから、という言葉をまた吞み込む。

　なんだか力が抜ぬけて、顔には意味もなく薄うすら笑いが浮うかんだ。

　長いつき合いだから、母親に悪気がないのはわかってる。

　父親のほうも似たようなものだ。

　ふたりとも、自分の常識から外れたことを理解する気がないってだけのこと。

　自分の自己中心的な部分は、間違いなく両親から受け継ついだのだろうと京は確信していた。

「それでは、これで……」

　疲つかれるだけの会話を打ち切ろうとすると、『待ってちょうだい』と止められた。

「まだなにか？」

『忘れるところだったわ。あなたのところに、宮みや子こちゃんから最近連絡があった？』

「いえ、ここ二ヶ月ぐらいはありませんけど……。宮子がどうかしたんですか？」

　三ツ谷宮子、京の三歳下の妹だ。

　家の都合で八歳のときから家族と離れて暮らしている彼女からは、年に何回か思い出したように電話がくる程度で、もう十何年と顔を合わせてもいない。

『あの子ね、婚こん約やくが決まったのよ』

「宮子が？　初耳ですね。お相手は？」

『それがね、大おお江え家の次期当主がお相手なの。両家にとって、これ以上の喜びはないわ』

「それは、そうでしょうけど……」

　その結婚は本当に彼女が望んだものなのだろうか？

　それが少し気になる。

　だが、気にしたところで意味がないこともわかっていた。

　何事もすべて主筋の大江家のために、というのが三ツ谷家の掟おきてのようなものなのだ。

　婚約まで話が進んでいるのなら、異を唱えたところで無駄だろう。

『まだ公表前だから、誰にも言わないでね』

「わかってますよ」

　適当にお祝いの言葉を言って、通話を切る。

（結婚ねぇ）

　声は聞いているが、今の宮子の顔は写真でしか知らない。

　印象に強く残っているのは、『またね』とにこにこ笑って手を振ふっていた、十七年前の幼い笑え顔がおだけ。

　自分がどういう状じよう況きように置かれているのか、あのとき、彼女は本当に理解していたのか？

　それを思うと、京は今でも少しばかり複雑な心境になる。
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　三ツ谷家の者が代々仕えている大江家は、元華か族ぞくの由ゆい緒しよ正ただしい家柄だ。

　事業の腕うでにも長たけていた先々代の当主が、戦前戦後の混乱期に鉄鋼業を主しゆ軸じくとする『大江製鋼』という一大複合企き業ぎようを作りあげたが、その後継者である先代の当主は芸術家肌はだの人物で、経営者として世せ俗ぞくにかかわるのを酷ひどく面めん倒どうくさがった。

　信じられないことに彼は、偉い大だいなる父親が亡なくなると、おまえに任すからと忠実な家令であった三ツ谷家の者に『大江製鋼』を丸投げしてしまったのだ。

　任せられたほうは、当然焦あせる。

　せめて名前だけでいいから企業トップの座についてくれと当主に頼たのみ込んだが聞き入れてもらえず、それならば仕方ないと開き直って、次の代の当主が育つまで預かる決意をする。

　預かりものを自分の代で衰すい退たいさせるわけにはいかないと、懸けん命めいに努力して更さらに企業は発展した。維い持じしつつ発展させるという企業方針のお陰で、『大江製鋼』は企業として無駄に太ることもなく、タイトかつグローバルに展開し続け、現在では世界的にも一目置かれる大企業になっている。

　そして、三ツ谷家の者達が待ち望んでいた次代、現在の大江家の当主もまた、『大江製鋼』を継ぐのを拒こばんだ。

　絵画や彫ちよう刻こくなどの収集に余念がなかった先代に育てられ、美術的価値の高いものに囲まれて育った彼もまた芸術家肌の人物で、しかも先代とは違ちがって芸術的才能にも恵めぐまれていた。

　彼は企業家として生きることを拒み、画家として生きる道を望んだのだ。

『おまえ達の忠心には本当に感謝しているよ。もう充じゆう分ぶんだから、今後は自分達のために生きなさい』と、父親同様『大江製鋼』を三ツ谷家に丸投げし、しかもその権利と配当のすべてを放ほう棄きするとまで言いだした。

　当然、三ツ谷家の者達はまたまた焦る。

　考え直してくださいとそれこそ土下座して何度も説得したが、やはり聞き入れてもらえない。

　それどころか『主の命令が聞けないのか』とそのしつこさを叱しかられて、もうこれは仕方ないと開き直って命令を聞くことになったのだった。

　ただし、大江家に対する忠義心は今後も決してなくさない。求められれば、即そく座ざにその資産ごと『大江製鋼』を返へん却きやくするという誓ちかいを勝手に立てて……。

　その誓いを立てた現在の三ツ谷家の当主が、京の父親だ。

（くれるっていうんだから、黙だまって貰もらっておけばいいのに）

　京は父親からその話を聞いたとき、子供心にそう思った。

　その誓いの証あかしとして、戦国武将よろしく、自分の子供をひとり大江家に預けると父親が言いだしてからはなおさらだ。

　なにしろ預けられることになるのは、次男である京なのだから……。

　当時、京は十一歳。

　外で遊ぶより家の中で本を読むことを好む静かな子供だったが、主筋からの借り物とはいえ大企業のトップの家系に生まれ、たくさんの使用人に囲まれて王子様のように育ってきた。

　ご主人様の家におまえを預けると父親に言われたからと言って、はいそうですかと涙なみだを吞んで大人しく従うわけがない。

　今までは王子様だったのに、向こうの家に預けられた途と端たん、自分は使用人に成り下がる。

　まだ子供なのに自由を奪うばわれるなんて、そんなの冗じよう談だんじゃないと思った。

　嫌いやだと抵てい抗こうしたが、大江家に対する忠義心に厚い父親は聞き入れてくれない。

　母親は、おまえと別れるのが辛つらいと泣いてくれたが、子供を手放すのは嫌だとは言ってくれなかった。

　幼かった妹は、兄が一時的にホームステイかなにかをするとでも思ったらしく、宮子も遊びに行きたいなぁと言う始末。

　時代錯さく誤ごだ、馬ば鹿かげてると、一いつ緒しよになって父親に抵てい抗こうしてくれたのは兄だけだった。

　だが抵抗虚むなしく、京は大江家に連れて行かれることになった。




　あの日のことは、今でもよく覚えている。

　ちょうど大江家の当主に二番目の子供が生まれたばかりの頃ころで、出産のお祝いに家族揃そろって挨あい拶さつに行ったのだ。

　父親は主筋の家に次男が生まれたお祝いのついでに、自分の家の次男をここに置いていくつもりでいる。

　──自分はここに捨てられる。

　そんな実感に、心が堅かたく冷えていた。

　ほとんど海外で生活し、出産のためだけに日本に滞たい在ざいしていた大江家の人達と会ったのは、その日がはじめてだった。

　忠誠心の証しよう拠ことして子供をひとり預けるだなんて非常識な話を受け入れた一家だ。

　やっぱり非常識で、鼻持ちならない奴やつらなんだろうと思っていたのに、一家揃ってとても穏おだやかで、おっとりとした雰ふん囲い気きを持っている人々だった。

　フワフワのレースのおくるみに包まれた赤ん坊ぼうの泣き声でさえ、どこか優やさしげに聞こえたし、聡そう明めいそうな長男も始終にこにことしていて物静かだった。

　くりっとした大きな目をした長男、透とう磨まは、母親の趣しゆ味みなのかレースつきのシャツを着せられていて、にこにこしているとまるで女の子のように可愛かわいらしく見える。

　しばらくして、大人達ののんびりとした世間話に飽あきてきた宮子がもぞもぞしだすと、

「宮子ちゃん、よろしければ、僕がお家の中を案内しましょうか？」

　宮子と年の近い透磨が大人びた口調で申し出る。

　大人達の許可を得て、透磨は宮子を連れ出した。

　この家に一刻も早く馴な染じむようにとの気き遣づかいからか、おまえも行きなさい、と父親に背中を押され、仕方なく京もその後を追った。

　洋風のものが大好きだった先代が建てたというこの豪ごう華かな洋館を、宮子はまるでお城みたいだと言ってはしゃいで見て回った。

　普ふ段だんは使わない大理石が敷しき詰つめられた大ホールには、煌きらびやかなシャンデリアに彫刻で飾かざられた柱、壁かべにはアンティークの額がく縁ぶちに入れられた絵画が飾られている。

　水みず瓶がめを持ったニンフの彫刻から噴ふん水すいが溢あふれる池のある広い庭を歩き、庭の片かた隅すみに作られたステンドグラスが綺き麗れいな家族用の小さなチャペルに辿たどり着く。

　夢中になってステンドグラスから零こぼれる光に目を細めていた宮子とは対たい照しよう的に、京は醒さめた目でそれらを眺ながめていた。

　この手の華か美びな建物は趣味じゃないし、この先ここで暮らすことを考えるとうんざりする。

　大江家の人々は、赤ん坊がそれなりに育ったら、また海外に所有している別べつ荘そうへ移動するつもりでいるようだから、それにつき合わされることになるのも嫌だ。

　飛行機になんか乗りたくない。

「お家には興味ありませんか？」

　大人の目の届くところから離はなれたことで、あからさまに不満そうな顔をしている京を気遣ったのだろう。

　透磨が子供らしからぬ気遣いを見せて、「なにかゲームでもしましょうか？」と尋たずねてくる。

　自分より年下の子供に気遣われたのが気き恥はずかしくて、ゲームなんか好きじゃないと京はぶっきらぼうに言った。

　その途端、透磨が表情を曇くもらせたのを見て、本なら好きだけど……と仕方なくつけ加えると、「僕もです」と微笑ほほえんで、自分用だという図書室に案内してくれた。

　赤ん坊の頃に眺めた絵本から最近読み終わった本まで、そのすべてをここに集めて収納してあるのだと言う。海外生活の長さゆえか、広い部屋の壁一面に収められた本は横文字のタイトルのもののほうが多い。

「これ、これから読もうと思ってる本です。一緒に読みませんか？」

　書しよ棚だなに並ぶ背表紙のタイトルを眺めていた京に、透磨が一冊の本を差し出した。

　タイトルだけなら京も知っている、世界的に有名なファンタジー小説だった。

　だが、そのタイトルはやはり英語。それなりの教育を受けていて日常会話程度ならなんとかなるが、しっかりした本を読めるほどの読解力は子供の京にはまだなかった。

　恥はじを忍しのんで素す直なおにそれを告白すると、「僕がお手伝いできると思います」と透磨が嬉うれしそうな顔をした。

「その代わり、僕に漢字を教えてくれませんか？」

　これからしばらくの間、透磨は日本の小学校に通うことになるのだが、日本語は会話ができるだけで文章を読むのは難しい。

「だから僕、本当のことを言うと日本で暮らすのは不安だったんです。でも、京くんが家に来てくれるって話を両親から聞いて安心しました。凄すごく心強いし、お兄さんができるみたいで本当に嬉しいです」

　今日が来るのが本当に待ち遠しかったと、まっすぐに見つめてくる純じゆん粋すいな瞳ひとみ。

　微笑んでふっくらした頰ほおは微かすかに赤くなっていて、なんだか凄く可愛く見える。

　ついさっきまで、この家で暮らすのが嫌だったのに、嬉しそうに見上げてくるキラキラした素直そうな瞳を見ていると、それも悪くないかもしれないと思えてくるから不思議だ。

　いや、この子と一緒に過ごせるのなら、悪くないどころかむしろ楽しい日々を過ごせるかもしれない。

　そんな期待に満ちた予感が、冷え切っていた心を少しずつ溶とかしていくようだ。

　じゃあ一緒に勉強しようと頷うなずいて、透磨の持っていた本に手を伸のばしかけたとき、「ここ、つまんない」と宮子が京の服を強く引っ張った。

「宮子、本は嫌きらい。もっとお家の中を見せて」

　けっきょくその後は、宮子が要求するままに三人で広い家の中をあちこち見て回った。

　大江家のコレクションだという芸術品の数々を見せてもらったり、三人でキッチンに行って料理人にクレープを焼いてもらったり……。

　透磨のお陰かげで気持ちが和やわらいだせいか、京もそれなりに楽しい時間を過ごした。

「さっきの本は、また後で一緒に読みましょうね」

　約束ですよ、と透磨に言われて、京はわかったと頷いた。

　それを楽しみにしている自分を、ちょっと気恥ずかしく思いながら……。




　みんなが帰る時間になった。

　覚かく悟ごが決まったとはいえ、家族と離れるのはやはりどうしたって寂さびしいし不安だ。

　複雑な気持ちを抱かかえて、帰って行く家族を見送っていたとき、宮子が急に立ち止まってこっちを振ふり向いた。

「京お兄ちゃんじゃなく、宮子が残っちゃ駄だ目め？」

　宮子のとんでもない発言に、その場に居た者みんながあっけにとられた。

　そんな中、ただひとり反応したのは大江家の奥方。

「まあ、宮子ちゃんが残ってくれるの。私、以前から可愛い女の子が欲しかったから、とっても嬉しいわ」

　彼女のこの一言で、すべてが決まった。

　京の代わりに、宮子が大江家に預けられることになったのだ。




　　　　☆




　妹はたぶん、まるでお城のように煌びやかなこの家が気に入っただけなんだろう。

　もう少しだけお城に留まりたくて、あんな発言をしたのだ。

　京は、そう思った。

　妹は、これがただのホームステイではないことを理解していない。

　でも、そのことを彼女には問いたださなかった。

　問いただして、「やっぱり嫌いや」と言われたら、また自分がここに残ることになる。

　覚悟は決まったつもりだったが、慣れた生活に戻もどれるならそのほうがずっと良い。

　だから、黙だまっていた。

　妹を身代わりにして自由を手に入れようとしている、自分勝手で自己中心的な自分に酷ひどい嫌けん悪お感かんを感じながら……。

　帰り際ぎわ、ふと振り向くと、にこにこ笑って「またね」と妹が手を振っていた。

　その隣となりで、透磨が悲しそうな顔でこっちを見ている。

　一いつ緒しよに本を読む約束をしていたことを思い出したが、今さらもう戻れない。

　そしてその後も約束を果たすことはできなかった。

　大江家の人々が日本に居る間、両親や兄は妹に会うために何度も大江家を訪ねて行ったが、京はその度たびにあれこれと理由をつけて同行するのを拒こばんだからだ。

　妹の顔を正面から見られる自信がなかったし、彼女の口から、あの日のことを後こう悔かいしているという言葉を聞くのが怖こわかった。

　そして今、成長した彼女は年に何度か電話をくれる。

　京が出版社に就職したことを知ってからは、「いま日本で話題になってる漫まん画が送ってよ」とねだるようになった。漫画と一緒に自分が担当した作家の小説を送ったりもしたのだが、「お兄ちゃん達と一緒にしないで。私、活字は嫌い」とバッサリ。

　彼女の本嫌ぎらいは相変わらずらしい。

　では、あの子は？

　透磨は、今でも本好きのままだろうか？

（あの本、とっくに読み終わっただろうな）

　世界的に有名なあのファンタジー小説は、何年か前に映画化もされて話題になっていた。

　でも、京はいまだに具体的なストーリーを知らないままだ。

　小説も読んでいないし、映画も見なかった。

　読もうと思うと、あの日の後悔が甦よみがえってきてたまらない気分になる。

　妹に真実を問いたださなかったことに対する後悔じゃない。

　自分があそこに残っていれば、今とは違ちがう人生を送れていたかもしれない。

　そんな、自分のための後悔だ。

（──俺は、本当に自己中だ）

　妹を身代わりにしてまで家に戻ったのに、けっきょく京はそれまでと同じ生活には戻れはしなかった。

　妹に対する罪悪感ももちろんあるが、それ以上に大きな要因は、両親を見る目が変わってしまったことだ。

　辛つらい悲しいと口にする癖くせに、あっさりと子供を手放す人達。

　引き渡わたされた子供が、最高の環かん境きようで大事に育てられるのは間ま違ちがいない。

　だが実の親からの愛情を受けて育つことはできなくなるのだ。

　京の目には、そういうことにまったく頓とん着ちやくしない両親が、可愛かわいがって育てた猫ねこの子を、最高の里親へと引き渡すブリーダーのように見えた。

　彼らが口にする家族への愛情と、自分が彼らに望んでいる愛情とはまったく種類が異なっている。

　それを実体験で実感してしまったことで、それまでのように気軽に両親に甘えることができなくなってしまった。

　大人になった今なら、彼らとは価値観が違うだけだと割り切ることもできるが、まだ小学生だった当時は、それらの変化に困こん惑わくして悲しむことしかできなかった。

　それまで暮らしていた家は『自分の家』ではなくなり、両親は安心して頼たよれる保護者ではなくなった。

　その喪そう失しつ感かんが、あの日以来、京の心に冷たく凝こごっている。

　あのまま、大江の家に残っていれば……。

　そんなことを何度も考えた。

　あの素直な目をした男の子と一緒に暮らし、同じ本を読みながら勉強して成長していく。

　それまでとはまったく違うその暮らしは、きっと楽しいものだっただろう。

　主従関係のある家同士に生まれたからには、将来的には成長したあの子に仕えなければならないが、それも悪くなかったかもしれないとさえ思っている。

　この先、なんの興味もない『大江製鋼』の重役の椅い子すに座って無む為いに人生を過ごすより、あの子の側にいたほうがずっと良かったと……。

（宮子は、あの子と結けつ婚こんするのか）

　くりっとした可愛らしい瞳をした、少女じみた面おも差ざしの男の子。

　両家の血が交われば、すべてが今までとは変わってくる。

　次の世代からは、主従関係のしがらみに捕とらわれることもなくなるだろう。

　母親が言う通り、それは両家にとって喜ばしいことだ。

　それなのに心が沈しずむのは、自分が手に取らなかったもうひとつの未来を今でも惜おしんでいるからだ。

　そんな自分の自己中心ぶりに、苦い笑えみが零こぼれた。










　会社帰りにそのまま恵藤の家に寄って、一、二時間適当に話し相手になってやるのが最近の習慣になっている。

　だが今日はちょっと寄り道して、『更紗』で一休みしていくことにした。

　母親の電話を切ってからというもの、気分が沈んでしょうがない。

　気分が沈むと、ただでさえ冷たい指先が余計に冷たくなっていくような気がして辛い。

　このまま恵藤の家に行ってしまえば、あの妙みように温かい手がきっと恋こいしくなるに違いない。

（今あれに触さわったら、絶対まずい）

　あの夜の感覚がリアルに甦ってきて、もう一度だけ……と、またこっちから恵藤を誘さそってしまいそうな予感がする。

　だから『更紗』に寄って一休み。

　冷えた指を温かな珈琲コーヒーカップで温め、香かおりの良い珈琲で気持ちを落ち着けるのだ。

「いらっしゃいませ、三ツ谷さん」

　店内に入ると、マスターの香留がいつもと同じ笑顔で迎むかえてくれる。

「こんばんは、いつものお願いします」

「はい。──この間は大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　いつものカウンター席に座るとほぼ同時に、香留が心配そうに聞いてきた。

「この間って？」

「ほら、前回いらっしゃったとき、珈琲を飲み終わる前に慌あわてて飛び出して行っちゃったでしょう？　三ツ谷さんがあんなに慌てるなんて珍めずらしいから、ちょっと気になってたんですよ」

「ああ、気にしてくれてたんですか……」

　このお人ひと好よしめ、と内心で苦く笑しようしつつ、京はわざとがっくり首を落とした。

「あの日は、もう、そりゃあ酷い目にあっちゃいましたよ」

「酷い目って？」

「安藤先生以外に、もうひとり担当している作家さんがいらっしゃるんですけど、取材の付き添そいってことでナイトクルーズに連れ出されたんです」

　それもヘリで……とつけ加えると、香留は不思議そうに首を傾かしげた。

「上空から夜景を見られるなんて素す敵てきだと思うのに……。ヘリ、揺ゆれたんですか？」

「いいえ。ヘリ自体が駄だ目めなんです」

「駄目って？」

「実は高所恐きよう怖ふ症しようで……。もう空飛んでる間は生きた心地ここちがしませんでした」

「お気の毒に……。怖かったでしょう？」

「そりゃもう凄すごく。夜景なんて見てる余よ裕ゆうなかったです」

「断れなかったんですか？」

「一応、あれも仕事のうちなんで……」

「可哀かわい想そう。そんなの酷いです」

　同情した香留が共感して怒おこってくれるのを、京はじっと眺ながめていた。

　本当に素す直なおで単純で扱あつかいやすい。

　人を傷つけたり裏切ったりできる性格じゃないとわかっているから、自分の弱みを安心して晒さらすこともできる。

（やっぱり和なごむなぁ）

　リフォームしたてだというのにどこか煤すすけた雰ふん囲い気きのある、珈琲の香りが染しみついた店内に、お人好しでどこか吞のん気きそうなマスター。

　沈んでいた気持ちが、のんびりした雰囲気につられてゆっくりと浮ふ上じようしていく。

「な～んて……。実を言うと俺も悪いんですけどね」

「どうしてですか？」

「その作家さんに高所恐怖症だって話してないんですよ。いい歳して、高い所が怖こわいだなんて、なんだかみっともないでしょう？」

「みっともなくなんかないですよ。幾いくつになっても怖いものは怖いものです」

「どうも……。──あ、この話、安藤先生には内ない緒しよですよ」

「わかりました」

　香留は生き真面目まじめに頷うなずくと、京のために珈琲を淹いれてくれた。

「……良い香り」

　珈琲の香りを楽しんでから、ゆっくりと口をつける。

　珈琲豆独自の甘みと苦みを優先させ、酸味は抑おさえたその味は、常連となった京のために香留が特別にブレンドしてくれたものだ。

「うん、美味おいしい」

　お気に入りのその味に、自然に唇くちびるに笑みが浮うかぶ。

「ありがとうございます」

「今日は、安藤先生は？」

「いつも通り、あっちの部屋で仕事中です」

　呼びますか？　と香留が奥にある聖志専用の仕事部屋を指差す。

「いや、いいです。今日は仕事とは関係なく、ただ珈琲を飲みに来たんで」

　少し前までは資料集めに協力したりしていたが、執しつ筆ぴつも佳か境きように入っている現状では、京が協力できることはなく、むしろ放っておかれるほうがありがたいと思っているはずだ。

　テレビのコメンテーターの仕事も、執筆の邪じや魔まにならないよう休んでもらっている。

「相変わらず調子良いみたいですよ。──三ツ谷さんが担当してるもうひとりのその作家さんって、どんなお話を書かれる方なんですか？」

「恋れん愛あいものメインですね。恵藤まお、ご存じですか？」

「う～ん、聖志さんの本ほん棚だなに並んでたかも……」

「新刊が出るたびに安藤先生にも献けん本ぽんしてるから、たぶんあると思いますよ。──けっこうドラマチックで派手な展開が特とく徴ちようの作家さんなんです。文章はシンプルで読みやすいですし、基本ハッピーエンドなんで安心して読めますよ」

　一冊読むと絶対にはまりますから、と編集者の癖で香留相手に宣伝していると、いきなり携けい帯たいの着信音が至し近きん距きよ離りで鳴った。

　だが、京の携帯じゃない。

「これ、安藤先生の携帯じゃないですか？」

「そうです。……えっと……どこだろう？」

　香留が音を頼たよりに、メニューの下に隠かくれていた聖志の携帯を捜し出す前に、携帯は静かになってしまった。

「ああ、切れちゃったか」

　見つけ出した携帯を眺め、残念そうにため息をつく。

　どうするのかと思いきや、香留はそのまま奥の部屋に向かおうとした。

「今の着信音、確かメールですよ。誰だれからか確かめて、どうでも良い用件だったら後で渡わたせば良いんじゃないですか？」

　担当の立場として言わせてもらえば、せっかく集中して執筆しているところを迷めい惑わくメールなんかで中断させたくない。

「え……そんな、勝手に見たりなんてできませんよ」

　京の言葉に香留が戸と惑まどう。

「俺だったら、迷わず見ますけどね」

　恋こい人びとのものは俺のもの。俺のものも俺のもの。

　ジャイアニズム、バンザイだ。

「香留をおまえと一いつ緒しよにするなよ」

　ガラッと奥の扉とびらが開いて、いきなり聖志が顔を出した。

「はい、聖志さん」

「ん」

　香留から携帯を受け取ると、そのまますっと奥の部屋へと消えていく。

「……地じ獄ごく耳みみ？」

　というよりも、着信音に気づいてたまたまドアの近くにいたせいで聞こえたのか？

　そんなことを考えていると、「違ちがいますよ」と香留が言った。

「あのドア、わざと防音効果のないものにしてあるんです。店内でなにかもめ事があったとき、すぐに助けに来られるようにしたいって言ってくれて」

　聖志さん、優やさしいから、と香留がナチュラルに惚のろ気ける。

（……ってことは、こっちの会話が筒つつ抜ぬけ？）

　高所恐怖症のくだりも聞かれただろうか？

（やばい）

　今まで聖志相手にやらかしてきた細かな悪戯いたずらの数々を思い返し、ぞぞっと怖おぞ気けが走る。

　クルッと反転して、京が聖志の立場だったら、この好機を逃のがすだろうか？

（……やっぱり仕返し……するよな）

　諸々あったせいでそれなりに反省して、今後は悪戯も控えめにするつもりだったのに……。

　これって因果応報？　と、京は頰ほおをひきつらせた。
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（今まで、安藤先生にどんな悪戯してきたっけ？）

　細々とした悪戯はもはや数え切れないし、聖志の楽しみを脇わきからかっさらうようなことは何度もしている。

（……でもまあ、大だい丈じよう夫ぶかな）

　聖志は弱よわい者もの苛いじめができるような人間じゃないから、仕返しの気配を察したら意い気き消しよう沈ちんしたふりや体調不良を装えばなんとかなるような気もする。

　それでなんとかならなくとも、こっちには切り札がある。

　聖志の一番の弱みでもある最愛の恋人、香留というお人ひと好よしの存在だ。

　今までやったあれやこれやの仕返しをされそうになったら、香留にあることないこと吹ふき込んで泣きつけばいい。

　きっと、あの素す直なおで単純なお人好しは、簡単に騙だまされて同情してくれるに違いない。

（同情させればこっちのものだ）

　そうなれば恋人に甘い聖志は、きっと仕返しを諦めるだろう。

『更紗』を根城にしている幸せな恋人達のことを考えているうちに、母親の電話で沈しずんだ心は完全に浮ふ上じようしていた。

　手には小さな紙かみ袋ぶくろ。

　中には『更紗』からテイクアウトしてきた、キャラメルフレーバーのアイスカフェオレ。

　恵藤への手みやげだから、ミルク多めでシロップもたっぷりだ。

　恵藤は寒い時期でも冷たい飲み物を好む。

　いつも温かな手は冷たいグラスを持っても平気だし、冷たい喉のど越ごしは気持ちいいばかりで身体からだが冷えることもないのだと言う。

（……羨うらやましい）

　京は駄だ目めだ。

　一度冷えた指先はなかなか元の状態に戻もどらない。

　心もそれと同じで、いつもはいったん沈むとなかなか元に戻らないのだが……。

（あそこは良いな）

『更紗』に通いはじめた頃ころは、地味でしょぼい店だと密ひそかに小こ馬ば鹿かにしていたが、今ではすっかりお気に入りだ。

　リフォームしても以前とさほど変わらない、地味で古びた感じの店内。

　何年経たってもあの雰ふん囲い気きのまま、変わらずに迎むかえてくれそうでなんだか安心する。

　旅先から自分の家に戻ってほっとするような、そんな安心感にも似た懐なつかしい雰囲気がある。

（あんな感じの家が俺にもあったら良かったのに）

　帰る場所ならある。

　就職してすぐに借りた部屋だ。

　実家では使用人達に囲まれて何不自由ない生活をしていたから、自分の給料に見合った２ＬＤＫのマンションでのひとり暮らしはなにかと面めん倒どうなことも多い。

　それでも、よそよそしさや違い和わ感かんしか感じられない実家で暮らすよりはずっとましだった。

　自分が稼かせいだ金で借りて、ちゃんと生活しているのだと思うと、それなりに満足感もある。

　だが、所しよ詮せんは借り物。

　なにも知らなかった子供の頃に感じていた、あの安心感はない。

　忘れかけていた懐かしい感覚を思い出し、京はちょっとばかりセンチメンタルな気分になっていた。







「お土産みやげです」

　恵藤の家に行き、リビングダイニングに通されてすぐに紙袋を手て渡わたした。

「『更紗』のカフェオレ？」

　紙袋の中を見た恵藤が嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「はい。まお先生のお好み通り、ミルクたっぷりシロップ多めですよ」

「ありがとう。──三ツ谷さんの分は？」

「俺は冷たい飲み物は駄目なんで」

「だったらホットをテイクアウトしてくれば良かったのに。一いつ緒しよに飲みたかったな」

「すみません。淹いれたての香かおりが好きなので、珈琲コーヒーのテイクアウトはしないんです」

「そうか……。じゃあ、いつでも淹れたてを飲ませてあげられるように、コーヒーメーカーでも買うよ」

「またまた……。ご自分では滅めつ多たに飲まないんだから、そんなことしなくて良いですよ」

　恵藤は紅茶党で、珈琲は外でしか飲まないのだ。

「でも、珈琲のほうが好きでしょう？」

「紅茶も嫌きらいじゃないですよ。先生が手ずから淹れてくださるのは、特に……」

　うっすら愛あい想そ笑いを浮うかべてやると、恵藤はちょっと照れたみたいな顔をした。

「じゃあ、さっそく淹れるよ。──そっちに座ってて」

「はい」

（ああ、楽だなぁ……。ちょっと前までのことが噓うそみたいだ）

　いそいそとオープンキッチンに向かう恵藤の背中を見ながら、京はほっと一息。

　あの夜以来、まさに憑つき物が落ちたが如ごとく、恵藤は素直な好青年になった。

　いつも嬉しそうに出で迎むかえてくれて、どっちが作家かわからない勢いでもてなしてくれている。

　お陰かげで神経性胃い炎えんとは縁えんが切れたが、あんまり親切にされすぎるのもちょっと困る。

　うっかり地が出て、増長してしまいそうになるからだ。

「はい。おまたせ」

　恵藤は、紅茶の受け皿にショコラを一ひと粒つぶ添そえて出してくれた。

（……おお、小さくなってる）

　昨夜、それまでとはあまりにも違ちがう好こう待たい遇ぐうについうっかり気が緩ゆるみ、スイーツは好きだが毎日だとさすがに苦痛だと口を滑すべらせてしまったのだが、それを覚えていたのだろう。

　打てば響ひびく勢いで気を遣つかわれるのはやっぱり嬉しい。

　ショコラを口の中に放り込んで、紅茶を飲む。

　カカオの上品な香りに、思わず口元が緩んだ。

「あ、笑ったね。美味おいしい？」

「はい、とても」

　素直に頷うなずくと、もっとあるよと恵藤が腰こしを浮かせそうになったので慌あわてて止めた。

「一粒で充じゆう分ぶんです」

「もしかして……。この程度でも、あなたには苦痛だったりする？　出さないほうが親切かな？」

　心配そうに聞かれて、京は「いいえ」と苦く笑しようした。

「二つ三つと食べてしまうと、最初の鮮せん烈れつな印象が薄うすれてしまうような気がするんです。それが逆に勿もつ体たいないような気がするので」

「量より質ってことか……」

　これからはちゃんと覚えておくから、と恵藤がしみじみとした口調で言う。

　ガセネタと勘かん違ちがいから、京にずっと不必要な苦痛を与あたえ続けていたことを、恵藤は本気で反省しているようだ。

　これからは知りたいことは本人から直接聞くとばかりに質しつ問もん攻ぜめにしてくるのだが、それがなにやら微び妙みように可愛かわいく思えてちょっと困る。

「それで、好きな豆はなに？」

「はい？」

「さっきの話の続き、珈琲豆のことだ。あなたが飲みたくなったときにすぐに飲めるように用意しとくから」

「……そんなに甘やかさなくても、ちゃんと顔見せに来ますって」

「甘やかしてるんじゃない。僕がそうしたいんだ」

　で、なにが好き？　としつこく聞かれて、仕方なく京は『更紗』にある自分専用のオリジナルブレンドの話をした。

「今はあれが一番です。でもあの珈琲の香りはさすがに自分では出せないから、自宅では普ふ通つうにドリップしてガテマラを飲んでますよ」

「どうして香りが出せないの？」

「『更紗』では、長年それだけを仕事にしてきたプロが、サイフォンで丁てい寧ねいに珈琲を淹れてくれてるんです。あれは素人しろうとじゃちょっと真似まねできませんよ」

「なるほど……。これも絶品だしね」

　フレーバーつきの甘いカフェオレを美味しそうに飲み干した恵藤が、『更紗』のマスターに弟で子し入りしようかな、などと呟つぶやいている。

　この発言に、そこまですることかよと京はかなり呆あきれた。

「あの喫きつ茶さ店てんは安藤青慈先生のテリトリーですよ。覆ふく面めん作家を続けたいんなら近づかないほうが得策です。──それに、そういう無む駄だなことに時間を費ついやすぐらいなら、原げん稿こうを書いて欲しいんですけど」

「原稿ならちゃんと書いてるよ」

　わざと嫌いや味みっぽい口調で言ってやったのに、恵藤は待ってましたとばかりに得意げに微笑み、ポケットからＵＳＢメモリを出して放って寄こした。

「連れん載さい小説二種類、今月分」

「……驚おどろいた。──失しつ恋れんのショックで仕事が滞とどこおるって言ってませんでしたっけ？」

　こっちはすっかりそのつもりで、雑誌のほうの担当者達に休きゆう載さいになっても良いように準備しておいて欲しいと頼たのんだ後だ。

「確かに言った。けど、けっきょくショックは受けずに済んだから仕事に支障はないよ」

「え……。でも確か俺、望みはないってはっきり言いましたよね？」

「ゲイじゃないから受け入れられないとは言われた。でもあの後、事情が変わっただろう？」

「なんか誤解してませんか？」

　事情はなにも変わってなどいない。

　好こう奇き心しんからベッドを共にしたのは事実だが、それとこれとは別だ。

「確かにあなたと寝ねましたけど、あれはあれっきりのことですよ」

　面めん倒どうくさいことになるのが嫌いやだったから、はっきり言ってみた。

　ショックを受けるかと思いきや、恵藤は「わかってるよ」と素す直なおに頷く。

「でも、悪い経験じゃなかったでしょう？」

　あまりにも自信たっぷりな口調に、ちょっとばかりむっとする。

　が、ふたりで共有した時間の記き憶おくがあるから否定することもできない。

「まあ、確かに……。でも、だからといって、事情はなにも変わってないですよね？」

「変わってると思うけどな」

「どこが？」

「あなたは男と寝ることに抵てい抗こうを感じていなかった。あの経験は、あなたの恋れん愛あいの幅はばを広げたんじゃないのかな？」

（……そうきたか）

　確かに、それも事実かもしれない。

　実際に自分が男と寝てみても嫌けん悪お感かんは感じなかったし、むしろ癖くせになりそうで怖こわいぐらいだったから、恋愛の幅が広がったというのもあながち外れてはいない。

　だが、だからといって、やっぱりそれとこれとは別なのだ。

「否定はしませんが……。それでも、先生に対する俺の気持ちに変化はありませんよ」

「今はね。でも、これから先はどうなるかわからない。──片思いでも、恋こいは恋だ。僕は、僕の恋を失ってない」

　だから失恋の痛手ともまだ無む縁えんでいられる、と恵藤は穏おだやかに微笑む。

（げげっ……しつこい）

　ちょっとばかりストーカー的思考が入ってるんじゃないかと、思わず眉まゆ根ねが寄る。

「なにもそんな意固地にならなくても……。時間の無駄ですって。先生ぐらいの色男なら、いくらでもつき合いたがる相手がいますよ？　俺のことなんか、さっさと見切りをつけちゃってくださいよ」

「意固地になんてなってないし、無理にあなたを振ふり向かせようとも思ってないんだ。僕はただあなたが好きで、あなたの喜ぶことならなんでもしたいと思ってるだけだよ」

「……俺、どんなに尽つくされてもほだされたりしませんよ？」

　それ以前に、増長してうっかり踏ふみつけにしてしまいそうだが……。

「構わない。僕にとって、あなたを思うことはもう人生の一部なんだ。──見切りをつけろだなんて言って、僕の人生を否定しないでくれ」

「大おお袈げ裟さですって」

　聞いていて気き恥はずかしいというか、むず痒がゆいというか………。

　見事なまでの恋愛至上主義っぷりに、ちょっとばかり呆れる。

　京がため息をつくと、「迷めい惑わく？」と恵藤が不安そうな顔をした。

「迷惑というか……。正直、対応に困ります」

「見返りは求めないし、関係を強要したりもしない。あなたは普通にしててくれれば良い」

「無理ですよ。そんな風に見つめられたら、普通になんてしてられません」

　真しん剣けんに見つめてくる熱っぽい瞳ひとみに、ため息が出そうになる。

　ため息を誤ご魔ま化かすために、紅茶を一口。

　放置していた紅茶は早くも冷めかかっていた。

（放置してたら、こいつの気持ちも冷めるかと思ったのにな）

　この先も、こんな風に熱っぽい瞳で見つめ続けられるのは正直困る。

「そう？　けっこう普通に見えるよ。──僕の気持ちを知ってからも、あなたの態度は変わってない。照れてるようにも、嫌がってるようにも見えないからね」

「それは、まあ……照れたり嫌がったりする理由がないもんで……。──先生と俺とでは、恋れん愛あい観かんが違いすぎるんですよね」

　京は、自分が誰だれかに恋をしていると実感したことが一度もない。

　今までの恋人達との関係は、常に相手側からのアプローチで関係がはじまっていて、自分から積極的にしかけたこともない。

　そのせいもあって、こんな風に熱っぽい瞳で見つめられると、

　──そんなに俺さまのことが好きだって言うんなら、とりあえずお試ためし期間ってことでつき合ってやってもいいけど？

　と、ついうっかり、これまでと同じような対応をしそうになってしまう。

　男とも寝られるとわかった今、目の前にいるのが作家の『恵藤まお』じゃなかったら、とっくにそうなっていただろうし……。

「俺は、先生ほど恋愛に真剣じゃないんです。ちょうど良いタイミングで側にいる相手を適当に恋人に選んで、気持ちが離はなれたら後あと腐くされなく別れる。絶対に誰かひとりにのめり込んだりしません」

　アグレッシブなんで、と冗じよう談だんめかして言ってみたが、恵藤は笑わなかった。

「僕の気持ちは、あなたには重過ぎる？」

「正直、そうです。先生がもっと軽い人だったら、この前みたいな夜を過ごすのも悪くないんですが……。その手、冬場にはもってこいだし」

「手？　ああ、温かいって言ってたっけ……」

　立ち上がり、右みぎ隣どなりに移動してきた恵藤が、京の右手をそうっと握にぎってくる。

「あなたが望んでくれるなら、この手はあなただけのものになるよ」

　綺き麗れいに手入れされた厚みのある手を見つめながら、京は首を横に振る。

「いりません。──俺は駄だ目めなんです」

　お互たがいの気持ちに温度差がありすぎる。

（……温かいなあ）

　握られた手から、じんわりと恵藤の体温が染しみこんでくる。

　その逆で、恵藤はいま自分のこの手を冷たいと感じているだろう。

　このまま関係を持ったとして、自分が一方的に熱量を奪うばい取り続けていけば、いずれは恵藤だって熱量を失ってしまうかもしれない。

　自然に気持ちが冷めれば恋した記憶は良い思い出になるかもしれないが、恋する心を削けずり取られてしまったら、その後に残るのは後こう悔かいか悲しみか怒いかりか……。

　間ま違ちがいなく、なんらかの傷を残すことになると京は経験上知っている。

　少なくとも、今までの恋人達はそうだった。

　最初は良くても、やがては互いの温度差に不満を零こぼすようになる。

　より好かれているほうが勝ちだとばかりに、自分勝手に振る舞まい続ける我が儘ままな京の態度に苛いらつき、冷たい手で触さわるなと邪じや険けんにされてブチッと切れて喧けん嘩かになる。

　そつなく整った容姿に生しよう涯がいの豊かさを約束された家系の生まれ、京が持って生まれたそんな利点目当てに近づいてきた女性などは特にそうだ。

　あなたがどんなに優良物件でも、こんなに我が慢まんしなきゃならないことが多いなんて全然割に合わないと、捨てぜりふを残して消えていく。

　そんな女が相手のときは、そりゃそうだとこっちも薄うすら笑いで見送れる。

　だが、ごく稀まれに、京自身を本当に好いてくれる人もいるのだ。

　──私じゃ駄目みたい。

　そう言って泣いていた最後の恋人の姿を思い出して、京の胸が軽く痛んだ。

　本気になってもらえないみたいだし、これ以上一いつ緒しよにいても傷つくだけだから……と、泣いていた彼女の姿を思い出すたび、いつもなんともいえない嫌な気分になる。

　決して傷つけたかったわけじゃない。

　ただ、確かめたかっただけだ。

　相手が噓うそ偽いつわりなく本当に自分のことを好いてくれているのか。

　好きだというその気持ちが、いったいどれだけ深いものなのか。

　我が儘に自分勝手に振る舞って、相手の気持ちが変わらないかを確かめていただけ……。

（あの頃ころから成長してないんだろうなぁ）

　たぶん、家のために両親に捨てられかけたあの経験が、愛情に対する不信感という傷となって根深く残っているのだ。

　根深い不信感から、どうしても相手の愛情の深さを試さずにはいられない。

　自分が愛する努力もせず、ただ愛情を与あたえられることばかりを望んで……。

　だが、どんなに愛情を与えられても、愛情に対する根深い不信感のせいか、愛されていると実感することがどうしてもできない。

　愛されていると実感できないから、また相手の愛情を試そうとする……。

　堂々めぐりの不毛な繰くり返しだ。

　一番最後につき合った女性が見せた最後の涙なみだで、京は罪悪感と共に自分が堂々めぐりの不毛な繰り返しをしていることを嫌いやというほど気づかされた。

　あんな後味の悪い涙はもう見たくはない。

「先生が望むものを俺は持ってません」

「僕はそれでも構わないよ」

「俺は嫌です。──俺なんかのことで先生が傷ついて、作品に悪あく影えい響きようが出たら困ります」

　小説の中、艱かん難なん辛しん苦くを乗り越こえ、ときには生死の境を彷徨さまよいながらも、好きだの愛してるだのと誓ちかいあい、求めあう恋人達。

　安っぽい愛の言葉や玩具おもちやの指輪でさえ、彼らにとっては真実の愛ってことになるらしい。

　なんてお手軽でチープな愛だ、あり得ないと鼻で笑いながら、それでもやっぱり羨うらやましい。

　愛することがこんな風に単純だったら、自分も不毛な堂々めぐりから解放されて、安らげる場所を見つけることができるんじゃないか？

『恵藤まお』の恋れん愛あい小説を読むと、そんな夢想を抱いだいてしまう。

　自分のようなひねくれた人間にまでそんな夢を見せるのだから、恵藤の小説は本物だ。

　活字好きとして、そしてまた編集者として、これだけは絶対に守らなければと思う。

「悪影響なんてない。傷ついても良いんだ。あなたがつけた傷なら、きっとその痛みも甘いだろうから」

　ぎゅっと痛いぐらいに強く手を握られた。

（──うわっ！　あっぶな）

　急に鼓こ動どうが激しくなって、京は思わず左手で胸を押さえた。

　甘い台詞せりふを真顔で言われたせいか、ぐらっと気持ちが揺ゆらいでしまった。

　もう一押しで、『恵藤まお』の恋愛小説の中に持ってかれそうな勢いで……。

　だが、京があの中に入ったら、間違いなく物語の破は壊かい者になる。

（いや、でも……）

　京は、ふと考えた。

　物語の破壊者になると思うのは、自分がひねくれ者だと知っている京自身の認にん識しき。

　だが、恵藤はどうだ？

　恋愛体質っぽい夢見がちな思考の持ち主である恵藤が、自分の恋こいした相手をそんな風に思うだろうか？

（それはない……んじゃないかな）

　痛みも甘いだなんて、くっさいことをほざく奴やつだ。

　どんなに辛つらい目にあっても、ただ涙を流して悲ひ嘆たんにくれるだけじゃなく、なんだかんだと自分に都合良くねじ曲げて、美化した思い出にねつ造してしまえるんじゃないか？

　もしそうなら、その経験は恵藤にとってマイナスにはならないだろう。

　あと一年は編集者でいられると思っていたが、実家のほうで見合い話が出ているとなると、たぶん残りの期間もあと僅わずか。

　もしも恵藤にとってマイナスにならないのならば罪悪感だって覚えずに済む。

　少しの間だけなら、恵藤の気持ちに流されてしまうのも悪くないかもしれない。

（せめて寒い間だけでも……）

　自惚うぬぼれじゃなく恵藤は自分に夢中みたいだから、すぐに熱が冷めることはないだろう。

　もしかしたら、この冬の間ぐらいはぬくぬくと温かい思いができるかもしれない。

（恋愛ごっこも、これを逃のがしたらもうできないだろうしな）

　見合いで結けつ婚こん相手が決まったら、利害の絡からんだ家同士の結びつきのための結婚だけに、その後はもう気楽には遊べない。

　家のための結婚は京にとっては義務で、一生続けることになる新たな仕事のようなもの。

　温かい家庭を作りたいだなんて綺麗事は望まない。

　自分の役割をただ果たすことだけを考えて生きる。

　あの家に生まれてしまった以上、それはもう仕方のないことだから……。

「この先、俺となにかあっても、本当に悪影響は出ませんか？」

「もちろん」

「俺、凄すごく性格悪いですよ？」

「そうかな？」

「悪いです。立場上、外そと面づらを良くしてるだけで……。実際は、自分勝手で我が儘です」

「外面？　じゃあ僕は、本当のあなたとはまだ出会ってないんだね」

　残念だ、と恵藤は少し寂さびしそうな顔をした。

「知らないでいたほうが幸せだと思いますけど」

「どうして？」

「夢を見ていられるから」

「そう？　でも、もう夢は見み飽あきたよ。僕は現実のあなたともっと深く知り合いたい」

「ふうん。俺は、恋こい人びととしてつき合うには最低の人間なんですけどね」

　自じ虐ぎやくでもなんでもなく、これは事実だ。

　ただ自分の欲よつ求きゆうを満たすためだけに、この温かい手を手に入れようとしているわけだし。

　結婚が決まった時点で、まだ恵藤が自分に懲こりずに側にいたのなら、こちらからこの手を放はなすことになるだろう。

　その決断に、恵藤の想おもいは一いつ切さい関係ない。

　その際に恵藤が受けるかもしれない甘い傷とやらが、いずれ彼の作品に対して良い具合にフィードバックされるのを祈いのることぐらいならするが……。

（たまには美しい悲ひ恋れんってのも悪くないだろ）

　読者だって、ハッピーエンドばかりだと飽きるかもしれないし……。

「自己評価なんて当てにならないよ。本当は違ちがうかもしれない」

　京の気持ちが動きつつあるのに気づいたのだろう。

　京の手を握にぎりしめたまま、恵藤が微び妙みように緊きん張ちようした面おも持もちで顔を覗のぞき込んできた。

「違わないと思いますけどね」

　京は苦く笑しようする。

　恵藤の恋愛小説の主人公達だったら、そういう展開もありだろうが……。

　まあ、でも、夢を見るのは個人の自由だ。

「いざつき合ってみて、本当の俺に幻げん滅めつしても知りませんよ？」

「幻滅なんかしないよ」

　絶対に、と恵藤が京の手を握る力を強くする。

　その手が、緊張のあまり少し汗あせばんでいるのが、やっぱりちょっと可愛かわいく思えた。

「どうだか……。まあ、真実の俺に幻滅してもらっても一向に構わないんですけどね。……ただ、そのせいで作品に悪影響が出るのは困るんです」

「悪影響なんて絶対にないよ」

「本当に？」

　しつこく念を押すと、恵藤は深々と頷うなずいた。

「本当だ。あなたの存在自体が僕にとっては創作意い欲よくの源なんだ。頼たのむから、ここまで期待させておいて突つき落とすような真似まねはしないでくれないか」

「大おお袈げ裟さですね。……でも、そこまで言うのなら、いいかな」

「え、じゃあ……」

「はい。中ちゆう途と半はん端ぱな状態でいるよりは、そのほうが楽でしょうし……。──とりあえずあなたと恋人としてつき合ってみましょう」

　京は、普ふ段だんと変わらぬあっさりした口調で言った。

「ありがとう！　凄く嬉うれしいよ。夢でも見てるみたいだ」

　対たい照しよう的に、感かん極きわまった様子の恵藤は、純じゆん粋すいそのものの笑えみを浮うかべている。

「あなたをずっとずっと大切にするからね」

「是ぜ非ひそうしてください」

　返す京の微笑ほほえみは、いつものクールな愛あい想そ笑いだ。

「それで、その……さっそくなんだけど、僕との同居も考慮に入れてもらえるかな？」

「同居って……。ここで？」

　唐突な恵藤の発言に意表を突かれた京は思わずきょとんとする。

「うん。僕はいつもあなたと一緒にいたいから。こっちのほうがあなたのマンションより駅にも近いから便利だろうし……。もちろん、すぐでなくても良い。あなたがその気になってくれるのを、いつまでだって待つよ」

　恵藤は恋人として認められた喜びからか、微かすかに紅潮した頰ほおのまま熱意を込めて訴うつたえてくる。

（……なんか、凄いな）

　恋愛至上主義というか、情熱的というか……。

　熱い視線を向けられているうちに、つられたのか京の頰まで熱くなってくる。

（な、なんで俺が赤面しなきゃならないんだよ）

　主導権を握られているみたいでなんだか気に入らない。

　恵藤に煽あおられた自分が不ふ甲斐がいなくて、京はきりっと背筋を伸ばし気合いを入れ直した。

「わかりました。では、今日から同居しましょう」

　負けるもんかと、ろくに考えもしないまま返事をする。

「……え？　いいの？」

　目もく論ろ見み通りに恵藤の驚く顔を見られて満足した京は、思わずにっこり。

「もちろん。──急すぎますか？」

「そ、そんなことないよ！　そうしてくれると嬉しい。凄く嬉しいよ！」

　一足飛びのこの申し出を、恵藤は飛び上がらんばかりに喜んだ。

　その笑顔を見ているうちに、京の胸にもじわじわと満足感が満ちてくる。

（うん。悪くないな）

　至いたれり尽つくせりで接待してくれる新しい恋人の住み処かは、高級感溢あふれる一いつ軒けん家や。

　ひとり暮らしの冷え切ったマンションにわざわざ帰るより、自宅仕事で常に空調が効いたこの家に居座ったほうが暖かいし楽だし、居い心地ごこちだって格段に良い。

（残り時間も少ないことだし）

　外面を脱ぬぎ捨て、素すになった自分の傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりに恵藤が慣れるまで待っていたんじゃ時間も勿もつ体たいない。

　居座ってしまえばこっちのもの。

　最初は戸と惑まどうかもしれないが、惚ほれた弱みってやつでそういうものだと諦あきらめてもらおう。

「あ、じゃあ、合い鍵かぎをあげるよ」

　恵藤が嬉しそうに取ってきた鍵を、京はありがたく受け取った。

「はい、これ。──自分の家だと思って、なんでも自由に使って」

「はい。そうさせていただきます」

　とりあえずしおらしく微笑んで、お礼とばかりにこっちからキスしてやると、恵藤はそれはもう嬉しそうな顔になる。

（ちょろいな）

　新しく手に入れた暖かなねぐらと、冬場の冷たいベッドを温めてくれて、なおかつなにくれとなく面めん倒どうを見てくれる便利な恋人。

　それらを同時に手に入れた京は、しめしめと心から満足していた。
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「先日はどうも。急な申し出に対応していただいて本当に助かりました」

　編集部内の応接セットで、テレビ局のディレクターである高たか橋はしが京に向かって頭を下げた。

　京も、営業用のそつのない笑顔でそれに応こたえる。

「いえ、私どものほうこそお礼を言わなくては……。番組内で紹しよう介かいしていただけたお陰かげで新刊の売れ行きも上々だと作家本人も担当も喜んでいます。ありがとうございます」

　高橋は、ゴールデンに枠わくを持っている情報番組のディレクターだ。

　以前、番組内で『安藤青慈』の特集を組んでもらって以来、佐川出版がかかわっている作家に打だ診しんを取る際には、わざわざ京を窓口として指名してくる。

　京が『大江製鋼』トップの家系の人間だと知った上で、パイプを繫つないでおけば後々なにか有利なことがあるだろうと考えているらしく、たいした用のないときでも手みやげ片手に訪ねて来ることがある。たぶん今日もただの表敬訪問だろう。

「それで、今日のご用件は？」

　今日中に仕上げておきたい書類を幾いくつか抱かかえていた京は、さっさと高橋を帰らせたくてわざと質問してみた。が、予想は外れて、「実はですね」と本当に用事があったらしい高橋が、待ってましたとばかりに身を乗り出してくる。

「番組内で新しい特集の企き画かくを進めているのですが、その特集のナビゲーターとして『恵藤まお』先生に参加してもらうことはできないかと思ってるんです」

　今時の若い女性達の恋れん愛あい事情を、学校や家庭、職場などと絡からめて掘ほり下げていく。

　そこで、若い女性に一番人気の恋愛小説家、恵藤まおからコメントが欲しいと高橋が言う。

「まお先生ですか……。まお先生は自分が表に出ることを大変嫌いやがる方なんですよ。テレビ番組への出演は無理だと思いますよ」

「覆ふく面めん作家だってことは重々承知の上で言ってます。いえ、だからこそ、是非とも出ていただきたいのですよ」

　恵藤まおが顔出しするというだけで話題性は充じゆう分ぶん、視し聴ちよう率りつが取れるという目論見だろう。

　高橋は熱心に口説き続けたが、京は頷くこともできずにただ苦笑するばかり。

（出せるものなら俺も出したいよ）

　それが、京の素す直なおな気持ちだ。

　今でも充分に売れているが、恵藤が顔出しすれば更さらに読者層は増える。

　だが、本人が望まない限りそれは無理な話だ。

　散々説得された後で、「申し訳ありませんが……」と断ると、高橋は深くため息をついた。

「やっぱり駄目ですか」

「駄目ですね。実を言うと、私も何度かまお先生に顔出しするようにと説得したことがあるんですが、その度たびに撃げき退たいされてますよ」

「そうでしたか……。三ツ谷さんは、まお先生の顔を当然ご存じなんですよね？」

「はい。担当ですから」

「顔を見た上で何度も顔出しを勧すすめてるってことは、彼女、やっぱり美女だったりします？」

（彼女じゃなくて、彼なんだけどね）

　しかも美女じゃなくて色男だ。

　肯こう定ていも否定もせず、京は黙だまったまま営業用スマイルを浮かべた。

「何歳ぐらいで、どんなタイプかぐらい教えてくださいよ」

　ここだけの話にしときますから、と高橋が言うが、当然京は黙ったままにっこり。

「それも駄目ですか」

「申し訳ありませんが……。ですが、まお先生の説得は、これからも続けるつもりでいますよ。その気になってくれたときは、必ず高橋さんに声をおかけしますから」

　気長に待っててくださいと告げると、高橋は「是非よろしく、良い知らせを待ってますよ」と深く頭を下げて帰って行った。

　だが万が一、恵藤がその気になってくれたとしても、そのときには京がもうここにはいないかもしれない。

（そのうちに引き継つぎのことも考えとかないとな）

　マスコミ関係とのパイプ役や、ふたりの人気作家の担当編集としての仕事。

　神経性胃い炎えんに悩なやんでいた頃ころは、自分のプライドを守るために、もう辞やめちゃおうかと気楽に考えることもできたのに、今は無理。

　辞めたくないし、今の担当を誰だれにも渡わたしたくない。

　子供の頃から好きだった活字にかかわる仕事だ。

　完成したばかりの作品に一番最初に目を通す喜びや、その原げん稿こうを一冊の本にまとめて、満足できる装そう丁ていで世に送り出したときの満足感。

　自分が携たずさわった本が世に認められ順調に部数を伸のばしていくのは、なににも増して嬉うれしい。

　本当は辞めたくなんかないけれど……。

（……こればっかりは仕方がないからな）

　両親が思っているように、これらを趣しゆ味みとして考えることができていたら良かったと思う。

　そうできていたら、こんなに未練がましくならずに済んだのに……。










「どう？　美味おいしかった？」

　エプロン姿で、いそいそとテーブルから食器を片付けていく恵藤に聞かれて、京は「ふつー」とぶっきらぼうに答えた。

「まずくなかったのなら良かった」

　邪じや険けんな物言いにもかかわらず、恵藤は嬉しそうだ。

「京、デザートはどうする？」

「勝手に食えば？　俺はいらない」

「じゃあ、お茶だけつき合って」

　食器洗せん浄じよう機きに皿を放り込んでから、食後の紅茶の準備をはじめる恵藤はやっぱり嬉しそうだ。

　同居してすぐ、これからは『京』と呼んでも良いかと聞かれ、好きにすればとどうでも良さげな態度で返事をしたときも嬉しそうだった。

（……実はマゾだったりして）

　などとあらぬ疑いをかけてしまいそうなぐらいには……。
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　──それは、強ごう引いんに同居を決めた翌日のこと。

「同居するって言っても家事は一いつ切さいする気ないし、仕事と関係ないところで気を遣つかったりもしないからな」と、京は被かぶっていた猫ねこを一気にべろっと脱ぬいだ。

　いきなり豹ひよう変へんしたら、恵藤もさぞかし混乱するだろう。

　さあ、どんな反応を見せてくれる？

　それを楽しみにしながら、ふふんと高飛車な態度でソファにふんぞり返っていたのだが、恵藤が戸と惑まどったのはほんの一いつ瞬しゆんだけ。

「ああ、そうか……。そうだよね。今までは、仕事絡がらみのつき合いだったから……。──うん、やっと素す顔がおを見せてくれたんだね。嬉しいよ」

　ありがとう、などと予想外にもお礼を言ってきて、あっという間に順応してしまった。

　その後は、以前にも増して嬉しそうに京の面めん倒どうを見てくれるようになった。

　寒い時期はなるべく外に出たくないから外食はしないと言ったら、いそいそと料理スクールに通いはじめ、まだ不ふ馴なれながらも食事の支し度たくをしてくれるようになったし、掃そう除じや洗せん濯たくまで全部ひとりでやってくれる。

　あまりの順応っぷりに、京のほうが戸惑ったぐらいだ。

　恋こい人びととしてつき合うと言っても、けっきょくは表面上だけ。

　京はいまだに恵藤に対して恋愛感情らしきものを持ってはいない。

　そのことだって、ちゃんと恵藤にも伝えてある。

　ついでに言うと、セックスに関しては自分がしたくなったときにしかしないと宣言してある。

　それでも、寝ねるのは当然いつも一いつ緒しよのベッドだ。

　体温の高い恵藤にくっついて寝ると、それはそれは温かくて寝ね心地ごこちが良い。

　京は毎晩もぞもぞと恵藤の腕うでの中に潜もぐり込み、冷えた足を恵藤の足に絡めて温める。

　いつも冷たい手は、恵藤のパジャマをめくり上げ、直接腹やら背中やらに這はわせて温める。

「おまえって、最高の抱だき枕まくらだな」

　より温かいところを探さがしてさわさわと恵藤の地じ肌はだを探さぐりながら、京の傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度にじっと耐たえている恵藤を誉ほめてやったりもする。

「そう？　役に立てて嬉しいよ」

　好きな相手にべったりすり寄ってこられても、自分からはなにもできないというこの状じよう況きようでも、恵藤はやっぱり嬉しそうだ。

　寝ね入いりばな、ごくたまに恵藤の切なそうなため息が耳元で聞こえることもあるが、そこらへんは完全無視だ。

　好きな相手を腕の中に抱だきしめておきながら、それ以上はなにもできないという状況は相当辛つらいだろうに、恵藤は躾しつけのいい犬のようにきっちり『待て』を実じつ践せんして、自分の欲よく望ぼうを強引に押しつけてくることはない。

　気が向いて、『よし』と言うと『待て』で焦じらされた分だけしっかり楽しませてくれる。

　京にとって恵藤は、最高に都合の良い恋人だった。

　だが、恵藤にとってはどうだろうと、ふと気になって聞いたことがある。

「恋こい人びと扱あつかいはしてやってるけどさ、俺、いまだにおまえに対して恋愛感情はまったく持って無いんだよね。──それって、どう？」

　こういう無神経なことをズケズケと聞いてくる恋人との暮らしはやっぱり辛いんじゃないかと京は思うのだ。

　恋愛感情を重視する恵藤からすれば、完全に一方通行のこの状況では片思いも同じだろう。

　それなのに、専属の召めし使いよろしくただでこき使われ、都合の良い抱き枕扱いされてばかりで、自分からは相手の身体からだに望むように触ふれることもできない。

　そんなのよく我が慢まんできるよな、と……。

　そんな悪あく趣しゆ味みな質問に、恵藤は「我慢してるわけじゃないよ」と穏おだやかに答えた。

「あなたに会えずにいた頃に比べたら天国みたいなものさ。こうして一緒にいられるだけでも僕は充じゆう分ぶんに幸せなんだ。あなたの自分勝手で我が儘ままな態度も、甘えてもらえてるって感じが凄すごくして、むしろ嬉しいしね」

　毎日が有意義で本当に楽しいよ、と澄すんだ瞳ひとみで嬉しそうに見つめ返してくる。

（こんな奴やつ、はじめてだ）

　同居をはじめて半月経たっても、今までの恋人達のように嫌いやな顔も悲しそうな顔も見せない。

　なにをしてもなにを言ってもポジティブな反応が返ってきて、こっちが引いてしまうぐらいに、ただ幸せそうに微笑ほほえんで側にいる。

　あまりにも完全スルーされてしまうと、自分が自分勝手で我が儘な態度を取っているという自覚が薄うすらいでくるから不思議だ。

　なにをしようと笑って許してくれるのがもうわかってしまっているから、どんな反応が返ってくるか気を張って探る必要がまったくない。

　自分がなにをしてもしなくても、恵藤はただ微笑んでそこにいてくれる。

　微笑み返さなくても、ただひたすらに愛してくれている。

　愛し返されなくても、側にいてくれるだけで幸せだと微笑んでいてくれる。

　歴代の恋人達を自分勝手に振ふり回しては、その愛情を確かく認にんしようとして不毛な堂々めぐりを続けてきた京も、これにはさすがに参った。

　こちらから確認するまでもなく、恵藤は惜おしみなく愛情を降り注いでくれる。

　その愛情が報むくわれる確証がまったくないにもかかわらず……。

（俺には、こんなの無理だな）

　最初はよくやるよと呆あきれて、徐じよ々じよに凄いなと感心して、今は故意にスルーしている。

　もはや疑う余地もないほどに愛されているのはわかった。

　でも、その先にはなにもない。

　愛されていると感じられても、自分が愛せるようになるわけじゃない。

　京はいまだに自分の中に恋れん愛あい感情の欠片かけらですら見み出いだせないまま。

　惜しみなく降り注ぐ恵藤の愛情、心地ここちよいその温ぬくもりを感じていると、それを持たない自分が欠けつ陥かん品のように思えるときもある。

　ふたりの生活が安定してくればくるほど、京の心理状態は不安定になっていくようだった。




　　　　☆




「さて、食うもの食ったし、仕事しよっかな」

　キッチンにいる恵藤に聞こえるように呟つぶやいてから、ノートパソコンを手にリビングのソファに移動した。

　膝ひざの上にノートパソコンを開き、持ち帰ってきた仕事をぼちぼち進めていると、恵藤が茶器の載ったトレイを手にやってきた。

「はい、どうぞ」

　差し出されたティーカップからは、ツンとしたアルコール臭しゆうがしない程度にひとたらしされた上質で甘いブランデーの香かおり。

　その香りに機き嫌げんを良くした京は、カップを受け取ってもう一度香りを楽しんでから、ゆっくりと口をつけた。

「うん。ちょうどいい」

「笑ったね。良かった」

　思わず微笑んだ京を見て、恵藤が微笑む。

　あまりにも幸せそうなその微笑みは、見ているほうがむず痒がゆくなるぐらいだ。

「急ぎの仕事？」

　思わずノートパソコンの画面に視線を戻もどした京に、恵藤が聞いてくる。

「いや。そうでもない。もうじき安藤先生の新作が書き上がるから、新刊フェアのキャンペーン企き画かくを立ててるところ。──誰だれかさんと違ちがって安藤先生は協力的だから、サイン会にテレビに雑誌のインタビューと、企画も立て甲斐がいがあるよ」

　実を言うと、聖志本人はマスコミには極力顔出ししたくないなどとほざいているのだが、そんなのは完全無視だ。

　嫌がっているのは口先だけ、本心では嫌がってはいないはずだと京は高をくくっている。

　顔出しするのを嫌がるのは、きっと照れ屋な聖志のポーズみたいなものだと、自分に都合良く解かい釈しやくして……。

「協力的じゃなくてごめん」

「謝るぐらいなら、本名を白状しろ」

　京は恵藤をじろっと横目で睨にらんだ。

「それはちょっと……」

　ごめん、と恵藤は困ったように苦く笑しようする。

　恵藤は、同居するようになった今も本名を白状しようとしない。

　恋人相手に隠かくし事して良いと思ってるのかと、散々絡からんで苛いじめてみたが無む駄だだった。

　だったら、いつどこで俺に一ひと目め惚ぼれしたのかぐらいは教えろと詰つめ寄ってみたのだが、それも駄だ目め。

　実力行使に出て、素す性じようが知れそうなものはないかと傍ぼう若じやく無ぶ人じんに家や捜さがししてみたのだが、その手のものは家に備え付けられた金庫の中にしまってあるらしくまったく見つからない。

（今さら、なんで隠すかな）

　しかも、これほどまでに徹てつ底ていして隠す必要がどこにあるのか？

　身元を隠して復ふく讐しゆう……なんて二時間ドラマ的なことをちょっと考えてもみたのだが、恵藤に限ってそれはないだろう。やたらと幸せそうな笑え顔がおが演技だとは思えないし、子供のように澄んだその瞳には暗い陰かげりは一いつ切さい見当たらない。

　綺き麗れいに手入れされた指先、そして力仕事とは無む縁えんそうな柔やわらかな手の平。

　初対面の日、この人はかなり育ちが良いと直感したが、一いつ緒しよに暮らせば暮らすほどそれが事実だと実感するようになった。

　復讐なんて感情と縁えんがあるような生き方はしていないだろう。

　では、なぜ隠すのか？

　理由が見当たらなくて、どうにも苛いら々いらする。

「──そうですか……。まあ、こればっかりは仕方ないですね。まお先生がどうしても内ない緒しよにしておきたいとおっしゃるのでしたら、私の立場上、これ以上強くは聞けませんし～」

　わざと丁てい寧ねいな口調で話し、嫌みったらしくにっこりと微笑みかけてやると、恵藤はみるみるうちに悲しげに萎しおれていった。

「京、そんな悲しい言い方をしないでくれ。決して悪意があって隠しているわけじゃないんだ。ただちょっと、そうしなきゃならない事情があるだけで……」

「そうでしょうとも。先生のように思し慮りよ深ぶかい方が、ただの思いつきで行動なさるとは思えませんしね」

　ちゃんとわかってますよ～、とにっこりと至し近きん距きよ離りで笑いかけてやってから、一転してすっと真顔に戻り、そのままノートパソコンの画面に視線を落とす。

（──事情って、どういう事情だよ）

　蚊帳かやの外に置いておかれることに腹が立つ。

　散々、白状しろと詰め寄った後だから、これ以上なにを言っても無駄だとわかっているが、苛々するのは止められない。

　恵藤の事情など知らなくとも、至いたれり尽つくせりで面倒を見てもらえて充分に居い心地ごこちが良いし、実際問題なんの支障もない。

　それなのに苛々するってことはつまり、自分がそれだけ恵藤という人間を意識してるってことで……。

（……いや。そんなの、あり得ない）

　苛々するのは、隠し事をされてるのが気にくわないせい。

　それ以外の理由なんてあるわけがない。

「京」

　名を呼ばれて顔を向けると、原げん稿こうを受け渡わたしする際に使っているＵＳＢメモリを渡された。

「なんの原稿？」

　至れり尽くせりで面倒を見てもらえるのは楽で良いが、そのせいで恵藤の仕事が滞とどこおるのは駄目だとしっかり言いきかせてあるから、最近の恵藤は仕事が速い。

　連れん載さい小説はかなり前まえ倒だおしで進んでいるし、書き下ろし予定の小説の進行具合も悪くないようだが、まだ完成にはほど遠いはずだった。

「この間頼たのまれたエッセイだよ」

「ああ、あれか……。凄すごいな、もうできたんだ」

　本当は安藤青慈にと頼まれた仕事だったが、最後の仕上げにかかっているところを邪じや魔ましたくなくて、たまにはおまえもこういう仕事をやってみないかと、普ふ段だんはエッセイの仕事をしない恵藤に強ごう引いんに回してみたのだ。

　どれどれ、とノートパソコンにＵＳＢメモリを差すと、「いま読むのか？」と恵藤はちょっと照れくさそうだ。

「そりゃ読むさ。ちゃんと使える内容になってるかどうかチェックしないと……」

　現在の日本経済に対する所見をエッセイとして気楽に書いて欲しいという依い頼らいだった。

　頼んできたのが中ちゆう堅けんどころのサラリーマンが好んで読む雑誌なだけに、あまり気楽に書かれすぎてしまうと、若い女性好みの恋愛小説なんか書いているだけあって見識が浅いと偏へん見けんを持たれてしまう。恵藤まおのイメージを守るためにも、チェックは絶対に必要だ。

「……意外」

　読み込んだテキストデータを画面上でチェックし終えた京は、思わず声を漏もらした。

「駄目？」

「いや、駄目じゃない。上出来すぎてびっくりしたんだ」

　心配そうに顔を寄せてきた恵藤に、京はご褒ほう美びに微笑ほほえみかけてやった。

「でもなぁ、これ、ちょっと堅かたすぎるかも」

「男だってばれる？」

「たぶん」

　京は頷いた。

　恵藤が普段エッセイを書かないのは、男だってことを隠すためだ。

　小説と違って、エッセイはどうしても本来の自分が透すけて見えるからと……。

「勿もつ体たいないが、書き直したほうが得策だな」

「そうか。……自分では、これでも軽めの内容に仕上げたつもりだったんだけど」

「内容はこのままで良いんだよ。直すのは文章だけ。小説と同じように、もっとシンプルな言葉を選んで」

「なんだ。それでいいのか……。──ちょっと借りて良い？」

　恵藤は、京からノートパソコンを借りて、手早く文章を直しはじめた。

　さして悩なやむことなく、画面上の文字がよりわかりやすい単語へと置き換かえられていく。

（……凄い）

　脇わきからそれを見ていた京は、素す直なおに感心した。

　難しいことを難しく書くのはけっこう簡単だが、難しく書いたものを字数を変えずに簡単にするのはかなり困難だ。

　それをいとも容た易やすくやってのけるのだから、恵藤の文章力は本物だと思う。

（ま、当然だな。この俺さまが感動させられたぐらいだし……）

　担当編集としては鼻高々だ。

「……と、これで終わり。──こんな感じでどう？」

　ノートパソコンを渡された京は、最初からざっと内容を読み返して、深く頷いた。

「うん、完かん璧ぺきに知的な女性作家風だ。……正直、さっきのも捨てがたいんだけどな。──いっそ、まったく違うペンネームで、社会派のエッセイストとしてデビューしてみるか？」

　冗じよう談だんのつもりで言ったのに、「いいな、それ」と恵藤はちょっと嬉うれしそうな顔をした。

「実を言うと、デビュー前は恋れん愛あい物だけじゃなく、社会派の小説も書いてたんだ」

「へえ、そうなのか？」

「ああ。恋愛物を書いてたのは、こっちのほうが手っ取り早く人気作家になれて、京の側にも行きやすいだろうって助言されたから……っと」

　しまったと言わんばかりに、恵藤が自分の口を押さえる。

「おまえ、今、なにか面おも白しろいことを言ったな？」

　ここまで派手にリアクションされたら、これは突つっ込まないわけにはいかないだろう。

　京はわざとにっこり笑いかけてやった。

「たいして面白いことは言ってないと思うよ」

　すいっと恵藤に視線をそらされたが、襟えり元もとを摑つかんで強引にこっちを向かせる。

「いや、面白いって。つまりなにか？　おまえ、俺に近づくために小説家になったのか？」

　答えろよ、とたたみかけると、恵藤は観念したようにため息をついた。

「……実は。──でも、それ以前から小説家は志していたんだ。ただ社会派の小説で人気作家になるには少々時間がかかりそうだったから、手っ取り早く人気作家になれる道を選んだだけで……」

　普ふ通つうのルートではデビューするまでに時間がかかるが、ケータイ小説ならばある程度の筆力さえあればすぐにもデビューできるし、ネット上の口コミで話題が広がればマスコミにも取り上げられて一気にブレイクすることもできる。ある程度ブレイクしたらこっちのもの、売り手市場だからちょいと佐川出版に声をかければ、一発で出版が決まるはず。

　そんな助言通りに行動したら、トントン拍びよう子しで望み通りに出版が決まったと恵藤は言った。

「それで本当にベストセラー作家になれたんだから凄いっちゃ凄いが……。別にそこまでしなくても、おまえの実力なら普通の持ち込みで充じゆう分ぶんに一発デビューできてたんじゃないの？」

　むしろケータイ小説家として配信していた時間が無む駄だなんじゃないかとさえ思う。

「ただデビューするだけじゃなく、僕はあなたに担当してもらいたかったんだよ。あの頃ころのあなたは、まるで安藤青慈のマネージャーみたいで、まるっきり彼の専属だったじゃないか。そこに割り込むには、自分も負けないぐらいの人気作家にならなきゃ駄だ目めだと思ったんだ」

「……考えすぎだ」

　確かに、けっこう長いこと安藤青慈の専属みたいな状じよう況きようになって、マスコミ対応に追われたりもしたが、それしか仕事をしていなかったわけじゃない。

　忙いそがしい同どう僚りように代わって、臨時で短期間だけだが担当した作家が何人かいる。

　それに恵藤のことだって、最初は無名の新人だと思って引き受けていたのだ。

「おまえがケータイ小説の人気作家だって知ったのは、担当を引き受けた後だぞ」

　その事実を告げると、恵藤はショックを受けたようだった。

「そんな……。知らずに引き受けたのか？」

「ああ。田辺さんの新人作家を見る目は確かだから信しん頼らいしてたし……。ってか、担当を引き受ける前にケータイ小説家だって聞かされてたら、間ま違ちがいなく断ってたな。──なにしろ俺、ケータイ小説大ッ嫌きらいだったから」

「大ッ嫌いって……」

　またしても、大ショックを受けたようだ。

　そりゃまあそうだろう。

　やることなすこと、見事に大ハズレだったのだから……。

　お疲つかれさん、と摑んだままの胸むなぐらを引き寄せキスしてやると、恵藤は複雑そうな顔で微笑んだ。

「ねぎらってもらえて嬉しいよ。少しは報むくわれた気分だ」

「そりゃ良かったな。──で、おまえに無駄な助言をしたのは、以前、俺に対する愉ゆ快かいなガセネタを流してくれた奴やつと同一人物なんだろうな？」

「えっと……どうだったかな」

「今さらとぼけるな。で、誰だれなんだよ。その間ま抜ぬけは？」

　デビュー前からの知人なのだから、間違いなく田辺じゃない。

　田辺だったら、ケータイ小説家になれだなんてことは絶対に言わないだろうから。

　仕事の状況を知っていて、同時に同僚達には話さないプライベートの恋こい人びととの関係もある程度把は握あくしているとなると……。

「俺の昔の彼女のうちの誰かか？」

　相手に直接連れん絡らく取ったりしないから教えろと迫せまったのだが、恵藤は頑がんとして口を割らない。

「白状しないと本当に怒おこるぞ」

　脅おどしてみても駄目。

（なんだよ、もう……）

　どんな事情があるのかは知らないが、恋人である自分より、誰かも知れない相手を優先しているようで不愉快だ。

「どうしても話さないつもりか？」

「ごめん。ちょっと事情があって……」

「あ、そう。わかった」

　運命の恋こいだのとほざいておきながら、恵藤はいまだに肝かん心じんな出会いを白状しないまま。

　本名も言わないし、恋愛相談を持ちかけていた知人の名前も言おうとしない。

（この俺に、隠かくし事をするなんて……）

　やっぱり気に入らない。

　普ふ段だんどんなに尽つくしてくれていたとしても、それで埋うめ合わせにしてやると納なつ得とくできるほど京は親切じゃない。

「この家で一番良い客間、すぐにベッドメイキングして暖めといて」

「良いけど……。来客？」

「誰も来ない。今日から俺がそこで寝ねる」

「え……っと、冗談？」

「本気だ」

「しばらく誰も使ってない部屋だから、きっと寒いと思うよ」

「だから、暖めとけって言ってんだろうが。──いいか？　おまえの本名か、おまえの協力者の名前、そのどっちかを白状するまで、もうおまえとは寝ないからな」

　さあどうする、と恵藤の顔を覗のぞき込む。

「仕方ないな」

　恵藤はため息をひとつつくと、立ち上がってリビングから出て行った。

「……なんだよ、それ」

　ちょっと待ってくれと説得されると思っていた。

　こんなにあっさり諦あきらめられるなんて予想外だ。

（あいつ、俺と寝なくても平気なのか）

　運命の恋だ、大切にすると言っておきながら、けっきょくは自分の都合を優先するのか？

　クルッと反転して考えれば、自分だって相手より自分優先で考えているのだが、自分勝手な京の場合、それは完全棚たな上あげだ。

　腹の底からむかついたが、この居い心地ごこちの良い家から飛び出して行く気にはなれない。

　ずっと帰っていないマンションは、きっと完全に冷え切っているに違ちがいないし……。

（きっと客間も寒いよな）

　この家で暮らすようになってから、ずっと恵藤のベッドで一いつ緒しよに眠ねむっていた。

　体温の高い恵藤と身体からだをくっつけているだけで充分に温かくて気持ちよかったし、繫つないだ温かな手が冷え切っている指先を温めてくれていた。

　どんなに部屋を暖めようと、人ひと肌はだの温ぬくもりには勝てっこないだろう。

　それでも自分から言いだした以上、こっちから折れるわけにはいかないのだ。

　やがて、「準備終わったよ」と恵藤が戻もどってきた。

　セックスレスを申もうし渡わたした恋人に腹を立てるわけでもなく、悲しそうな顔をするわけでもない。いつもと変わらぬ穏おだやかなその態度が、カチンと京の気に障さわる。

「あ、そう。ごくろう」

　負けるもんかと、こっちもいつもと変わらぬ偉えらそうな態度で答える。

（こうなったら、こいつから折れるまで我が慢まん大会だ）

　すっかり臍へそを曲げた京は、むうっと膨ふくれた顔のままソファにふんぞり返っていた。
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　絶対、すぐに向こうから折れてくるに違いないと思っていた。

　本名や協力者を白状しなくとも、譲じよう歩ほ案ぐらいは提示してくるに違いないと……。

　そうなるために努力もした。

　セックスレスを宣言した翌朝から、わざとシカトしてみたり目を見ないようにしてみたりと、子供じみた嫌いやがらせを繰くり返して。

　でも、恵藤は全然応こたえてないようだ。

　シカトしてもなにくれとなく面めん倒どうを見てくれるし、懲こりずに話しかけてくる。

　まるで、側にいられるだけで幸せだと言ったのが本心だと証明するかのように、その顔はいつも笑え顔がおで……。

（なんで俺ばっかりこんな苛いら々いらしてんだ？）

　理り不ふ尽じんだと京は思う。

　愛されているのは自分のほうなんだから、主導権だって自分にあるはずだ。

　自分が怒ったら当然向こうから謝るべきだし、機き嫌げんを損そこねたらやっぱり向こうからご機嫌を取ってくるべきなのだ。

　それなのに、恵藤はいつもと態度をまったく変えない。

　向こうが態度を変えてくれないから、こっちだって態度を変えられない。

　なんの反応も返さない相手に対して意固地な態度を取り続けるというのは、これはこれでけっこう疲れるのだ。

　それに、あったかい抱だき枕まくらがないせいか眠りが浅い。

　そのせいで妙みように疲れて、それで更さらに苛々する。

（全部、あいつが悪い）

　苛々するのも、夜寒いのも、なんだか妙に不安なのも……。

　京は、すべての責任を恵藤に被かぶせ、ひとり苛々している。







　──さわられる。

　そんな予感に、ふっと意識が浮ふ上じようした。

　やがて予感のままに頰ほおにそうっと指が触ふれ、手の平で包み込むようにして優やさしく撫なでられる。

（……ああ。これ、あいつの手だ）

　夢うつつの中でも間ま違ちがいようのないその温かな手の感覚に安心したのか、目覚めかけた意識がまたまどろみの中に引き戻されそうになる。

　一緒に暮らすようになってから、目を閉じていても恵藤の手が触れる直前にその気配がわかるようになっていた。

　直接手が触れていなくとも、近づくだけでなにか柔やわらかな温もりを感じるのだ。

　その手がいくら普ふ通つうの人より温かくとも、それとわかるほどに熱を発散しているわけがない。

　京はリアリストだから、ハンドヒーリングなどと呼ばれるスピリチュアル系の怪あやしげな癒いやし効果は一いつ切さい信じていないのだが、なにげなく触れてくる恵藤の手にそれらを連想してしまうことがある。

（気持ちいい……な）

　まどろんだまま、頰を撫でる温かな手を両手で探さぐり指を絡からめてみる。

　その手を、キュッと軽く握にぎり返されて、京はぱちっと目を覚ました。

　その途と端たん、視界に入ったのは幸せそうに微笑ほほえんで見つめてくる恵藤の顔だ。

「……おまえ、人のベッドでなにしてんだよ？」

　京は、恵藤を思いっきり睨にらみつけた。

「ここ、僕のベッドルームだけど？」

　恵藤は苦く笑しようして軽く肩かたを竦すくめる。

「え？」

　慌あわてて飛び起き部屋を見み渡わたしたが、確かにそうだった。

「いつの間に……。寝ねてる間に、わざわざ運んで来たのか？」

「そんな真似まねするわけないだろう。あなたが自分で来たんだよ」

　──寒いから、温めろ。

　深夜、不ふ機き嫌げんそうな京が、そう言って自分で恵藤のベッドに潜もぐり込んできたのだと恵藤が言う。

「かなりアルコール臭くさかったから、酔よってるんだろうとは思ったけど、まさか覚えてないなんて……」

（そういえば……）

　昨夜は、別々の部屋で寝るようになって三日目の夜。

　ひとり暮らしをしている間は平気だったのに、恵藤の温もりに慣れてしまっていたせいか、独ひとり寝は寒くてそれはそれはしんどかった。

　昨夜は手足が冷えてなかなか寝つけなかったから、手っ取り早く温めようと深夜に湯船に浸つかってみたのだ。

　それも、ブランデーの瓶びんを持参で……。

（くそっ、失態だ）

　湯船で温まった身体に、アルコールがダイレクトに効いたのだろう。

　酔っていたとはいえ、たかが三日で自分のほうから折れるなんて、なんたる屈くつ辱じよく。

「アルコールの力を借りなきゃ素す直なおになれないなんて、京はやっぱり意地っ張りだったんだ」

　恵藤からやけに嬉うれしそうに言われて、京は言葉に詰つまった。

　違ちがう！　と怒ど鳴なりつけたいところだが、実際にそう思われても仕方のない行動を取った後だけにもう黙だまるしかない。

　自分の行動が恥はずかしすぎて死にそうだ。

「……で、泥でい酔すいしてる俺になにしたんだ」

　冷静を装って聞くと、恵藤は軽く肩を竦めた。

「なにもしてないよ。言われた通りに、一晩ただ温めてあげただけだ」

　僕は紳しん士しだからね、と穏やかに微笑む。

（据すえ膳ぜんだったのに、なんで手を出さないんだよ！）

　手を出してさえいれば、強ごう姦かんだ、最低な男だと罵ののしって八つ当たりできるのに……。

「いま頰を撫でていたのは、目覚ましが鳴る前のひととき、久しぶりに京の寝ね顔がおを見つめていたかっただけだ」

　この程度なら許されるだろう？　と聞かれて、京は返事に窮きゆうした。

（こいつといると、ほんっと調子狂くるう）

　邪じや険けんにしても濡ぬれ衣ぎぬを着せてもまったく怒おこらず、いつもいつも幸せそうに微笑んでいる。

　自分勝手に振ふる舞まって一方的に振り回してやってるつもりだったのに、気づくと逆にこっちが恵藤の反応に戸と惑まどってばかりいる。

（なんだろう、これ……）

　なんだか、胸が苦しい。

　優しくされて、とても大切にされている。

　そう実感するたびに、なにかが胸に詰まっていっているようで妙に苦しい。

　京は無言のままベッドから降りた。

　立ち上がった途端、軽い二日酔いのせいか眩暈めまいがする。

「京？」

「平気だ。ひとりで歩ける」

　慌てて支えようとする恵藤の手を、京は邪険に払はらい除のけた。







（くそっ、なんでこう苛々するんだか）

　どうしても仕事に集中できない。

　デスクで書類に視線を落としたまま、京はひとり悶もん々もんとしていた。

　酔って理性がなくなった状態で恵藤の体温を求めてしまった自分に腹が立つ。

　そして、そんな自分の行動を素直に認められずに刺とげ々とげしい態度を取る自分を、愛いつくしむような目で優しく見つめる男にも……。

　京に恋れん愛あい感情がまったくないことを恵藤は承知している。

　心が通じていない相手に対して、どうしていつもあんなに優しくできるのだろう。

（俺だったら、絶対無理だ）

　好きだと言ってくれる人にさえ優しくできた例ためしがない。

　それどころか、好きだというその言葉が真実なのかどうかを確かめようとして、逆に傷つけてしまうのに……。

（本当にマゾだったりして？）

　もしそうなら、こちらとしてはけっこう気が楽になるが、それはないだろう。

　恵藤は邪険にされて喜んでいるわけじゃなく、側にいられることをただ純じゆん粋すいに喜んでくれているだけだから……。

（────重いなぁ）

　好きだと言ってくる恵藤の気持ちを、確かめる必要はもうない。

　その気持ちがどれほど深いものか、これ以上知りたくもなかった。

　知ったところで、京にはなにもできない。

　京とはじめて出会ったとき、運命の恋こいだと感じたと恵藤は言う。

　でも、いつ出会ったのか今も口を割らないまま、無理に思い出さなくても良いとさえ言う。

　こんな関係は、フェアじゃない。

　京、と愛いとおしげに名を呼ばれても、恵藤の本名を知らない京は、同じように名を呼び返すことさえできないのだから……。

　優しくされて胸が苦しくなっても、今の状態のままでは身動きひとつできない。

　差し出されたその手がどんなに優しくても、その手の主の正体がわからないままではどうしても安心できない。

　これ以上、深入りすると自分が傷つくことになりそうで……。

「三ツ谷さ～ん、実家から電話ですよ」

（ちっ、またかよ）

　同どう僚りように声をかけられ、苛いら々いらしていた京はつい舌打ちしてしまった。

「会社には電話するなと言ったでしょう!?」

　どうせ母親だろうと、電話に出るなり邪険な口調でそう言うと、受話器の向こうから『すまん』と苦笑混じりの男の声がした。

「あ、……兄さん？」

『何度かおまえのマンションに電話したんだが通じなくてね。留守電を入れても返事がないし、携けい帯たいにかけても通じなかったから』

「え？」

　慌てて携帯を見たが、会議のあと解除し忘れていたようでマナーモードになっていた。

「ごめん。今ちょっとマンションのほうには帰ってないんだ」

『そんなに仕事が忙いそがしいのか？』

「あー、いや。そういうわけじゃないんだけど……」

『新しい恋こい人びとでもできたか？』

　兄の信しんが、からかうような口調で聞いてくる。

「いや、その……」

　うっかり肯こう定ていするとどんな人だと聞かれそうだ。

　口ごもっていると、『まあいい』と信が言った。

『電話で話すようなことでもないしな。──京、今日は定時であがれそうか？』

「大だい丈じよう夫ぶ。なにか用事でも？」

『ああ、ちょっと話がある。それに見てもらいたいものがあるんだ』

　世間知らずの母親と違い、しっかり社会常識がある兄は、待ち合わせの場所と時間だけを簡潔に告げるとあっさり通話を切ってくれた。







　兄に呼び出されたのは、都心の一流デパートの上層階にある美術館だった。

　エレベーターを降りて、美術館の入り口に向かった京は係員に止められた。

「お客様、申し訳ありません。現在展示作業中でして、公開は二日後になります」

「あ、いえ……。知人が中にいるはずなんですが」

　兄の名前を口にすると、係員は慌あわてて一礼して、美術館内にいた兄を呼び出してくれた。

「やあ、京。時間通りだな。仕事は大丈夫だったか？」

「もちろん。──これ、なんの展示会？」

「大江颯そう眞まの絵画展だ」

「ああ、大江のご当主の……」

　兄と肩かたを並べて美術館内を歩きながら、京は展示されている絵を眺ながめた。

「正式な公開日は二日後だが、明日は関係者やメディア向けの内覧会があるからな。もう大体の展示は終わっている。……颯眞さまの絵を見るのは久しぶりだろう？」

「そうだな。子供のときに見て以来だ」

　お城のような家に飾かざってあった絵を見たのが最初で最後、それ以降は大江家関連の行事には近寄らないようにしていた。

　兄もそれを知っていたから、用件を伏ふせたままで呼び出したのだろう。

「相変わらず綺き麗れいだな」

　風景画を中心に油ゆ彩さいで描えがかれた絵のほとんどは、異国の田舎いなか町の光景を中心に描かれている。

　カラッと晴れた空、木こ陰かげに濃こい陰いん影えいを残す強い太陽の光。それらが大だい胆たんなタッチで表現されていて、描いた人の内面のおおらかさを感じさせるような作風になっている。

　数少ない人物画を見つけて歩み寄ると、そこには見覚えのある顔が描かれていた。

「これって、宮子？」

「ああ、ヘアスタイルから見て、二年前ぐらいかな」

「へえ」

　絵の中の宮子は、明るい日差しの中でツンと取り澄すました顔をしている。

「こうやって見ると、おまえ達ふたり、けっこう表情が似てるな。この口元なんかそっくりだ。全然会ってないのに、やっぱり兄妹きようだいなんだな」

「……そう？」

　跡あと取とりとして厳しく育てられた兄とは違ちがい、下のふたりはけっこう甘やかされて育った。

　一いつ緒しよに暮らしていた頃ころは、我を張り合ってけっこう衝しよう突とつしたりもしたものだ。

「宮子、婚こん約やくしたんだって？」

「母さんから聞いたのか？」

「うん。大江家の次期当主と婚約したって……」

　兄は妹の婚約をどう思っているのだろうかと気になって、顔色を窺うかがったが、その表情は冴さえなかった。

「とりあえず極ごく秘ひだからな」

「わかってる」

（兄さんも、仕方がないことだって諦あきらめてるんだな）

　母親達とは違って、手放しで喜んでいる風には見えない。

「宮子はともかく、おまえはどうなんだ？」

「俺？」

「見合い話が進んでるんだろう？　見合い会場をどこにするかで母さんが悩なやんでたぞ」

「ああ、そこまで進んでるんだ」

　なんとなく家に帰りたくなくて放置している間に、両親が見合いの相手を勝手に決めてしまったのだろう。

　勧すすめられる相手と見合いをするつもりだったから、どうでも良いが……。

「おまえ、それで良いのか？」

「なにが？」

「恋人がいるんだろう？」

「恋人……っていうか、そんな感じのはいるけど、本気じゃないから別に良いんだ。自由に遊べるのも三十までだって覚かく悟ごはあるし」

「覚悟って……。あのな、京。いつまでも親の言いなりになることはないんだぞ」

「ん～、でもほら、兄さんだって提てい携けい企き業ぎようの娘むすめと見合い結けつ婚こんしたし、宮子だって婚約が決まっただろう？　俺ばっかり自由にしてるわけにいかないじゃないか。──だから良いんだ。仕方ないってわかってるし……」

　そう言う京を見て、兄は深々とため息をついた。

「おまえは、何歳になっても気が弱いままだな」

「──え？　なに？」

　言葉がすんなり耳に入って来なくて、思わず聞き返すと、

「気が弱いって言ったんだよ」

　兄が苦く笑しようしながら、同じ言葉を繰くり返した。

「俺の……気が弱い？」

　思いもかけない指し摘てきに眉まゆをひそめた京は、思いっきり首を傾かしげる。

「なんだ、自覚してないのか？　おまえは気が弱いよ。宮子との口くち喧げん嘩かだって、最後にはいつも負けてたじゃないか。ちょっとしたエアポケットに落ちた程度のことで高所恐きよう怖ふ症しようだなんてのも、普ふ通つうあり得ないぞ」

　今でも高い所は駄だ目めなんだろうと聞かれて、ぐっと言葉に詰つまる。

「……いや、でも、気が弱いってわけじゃないと思うけど……」

「そう思うんだったら、もうちょっと自分の我を通してみろ。今の仕事だって楽しんでやってるんだろう？　辞やめずに、そのまま続けていればいいじゃないか」

「そういうわけにはいかないよ」

　親の望む通りのレールを歩き続けている兄と、子供の頃から家のために生きている妹。

　自分ばかりが好き勝手に生きていい道理がない。

　京がそう言うと、兄は微び苦く笑しようを浮うかべた。

「なにか誤解があるようだな。俺は自分で自分の人生を選んでいるつもりなんだが」

「噓うそつかなくていいよ」

「本当だ。今の自分の地位には満足してるし、妻と結婚したのも望んでのことだ。──これでも一応は恋れん愛あい結婚だしな」

　元から、見合い結婚する気はなかったのだと兄が言う。

　仕方なく臨のぞんだ見合いの席でふたりきりになった際にそう告げたら、相手も同感だと頷うなずいた。

　すっかり意気投合したふたりは、今この話を断っても次の見合いが待っているだけだからと、つき合うふりをして時じ間かん稼かせぎをしようとお互たがいに協定を結んで、友達としてつき合うことになったのだが……。

「それで、まあ、けっきょくは恋こいに落ちたってわけだ」

（……本当っぽい）

　兄のちょっと照れくさそうな顔には真実味がある。

「でも、宮子は違うだろ」

「違わないさ。あいつは自分で望んで大江家に行ったんだからな」

「噓だ。宮子はあのとき、自分の状じよう況きようが全然わかってなかった」

　だからこそ、『またね』と無む邪じや気きに手を振ふることだってできたのだ。

「噓じゃない。おまえがそんな風に思い込んでるのは、あれっきり宮子と一度も会ってないからだ。一度でも会えば、わかったはずなんだけどな。──大江家に行ってからの宮子は、お姫ひめさまみたいな暮らしに満足してて、そりゃ幸せそうだったぞ」

「幸せそうなふりをしてただけに決まってる。家のために我が慢まんして、周りに気を遣つかっていただけだ」

「おいおい……。おまえ、妹の性格を美化してないか？　あの子がそんな殊しゆ勝しようなことをするわけないだろう」

「……え？」

「一緒に暮らしてた頃のこと、よく思い出してみろ」

（……どうだったっけ？）

　言われて記き憶おくを遡さかのぼっていくと、次々と思い当たることが出てくる。

　少なくとも宮子は、噓泣きはしても、人を気き遣づかって無理して笑うような子じゃなかったかもしれないと……。

「宮子はな、心底大江家……というか、大江家の人々の美意識に惚ほれ込んだんだ」

「でも、あの当時、宮子はまだ子供だったんだぞ。両親と離はなれて平気なわけがないじゃないか」

「おまえはどうだった？」

「え？　俺は……。あのときは家から離れるのが嫌いやだったよ。……あの後からはそうでもなくなったけど」

　簡単に子供を手放せる両親に対する不信感が、根深く残ってしまったから……。

「宮子は、父さん達がおまえを大江家に差し出すと言いだした時点で、彼らに失望して期待するのは止めたって言ってたぞ」

　女の子のほうが現実的なのかもな、と兄が苦笑する。

　そして宮子は、明日は我が身だと危機感を感じた。

　どうせどこかにやられるのなら、自分で望んだ場所に行きたいと思っていたところに、大江家の美しい庭や建物、美術品の数々を見て、ここしかないと決めたのだ。

「この絵画展を企き画かくしたのも宮子だ。あいつは今、すっかり大江家専属のマネージャー気取りでいるからな」

　芸術家肌はだのおっとりした大江家の人々は基本的に自分達の作品を売り出すことに関しては無む頓とん着ちやくで、以前はその美術性を評価されても決してメジャーではなかった。

　作品の価値に見合うだけの賞賛を与あたえられるような、世界的に有名な画家になったのはつい最近のことで、それを可能にしたのが積極的な宮子の企画力だったのだ。

「じゃあ、宮子はいま日本にいるのか？」

「いや、今はフランスにいる。この美術展の主役の颯眞さまも一緒だ。企画当初は挨あい拶さつのために帰国するって言ってたんだけどな。いきなりキャンセルされたもんだから、俺が代わりに挨拶させられることになって迷めい惑わくしてるよ」

　フリーダムな一族で困ったものだ、と信が苦笑する。

「宮子は大江家でとても大切にされて、すっかり調子にのって好き勝手に生きてる。泣き暮らしてたことなんて一度もない」

　わかったか？　と聞かれ、京はためらいながら頷いた。

「わかったんなら、これからはおまえも、もうちょっと自分勝手に生きていけるな？」

　しつこく聞かれて、返事をためらっていると兄はため息をついた。

「そのせいで両親と衝突しても、俺が口くち添ぞえしてやるから心配するな。子供の頃と違って、今の俺の意見なら聞き流されたりしないさ」

　そう言われた途と端たん、京はすんなり頷けていた。

（……俺、本当に気が弱いのか？）

　自分自身の子供っぽい反応にびっくりだ。

　自分勝手で我が儘まま、自己中心的という今までの自己評価がガラガラと音を立てて崩くずれていく。

　いきなり喪そう失しつした価値観に、なにやら足元がおぼつかない。

（いや、でも……自分勝手で我が儘なのは事実だし……）

　縛しばられていたのは実家関係のことだけ、それ以外の部分は今までとなにも変わらないはずだ。

「安心した。宮子からも、くれぐれもよろしくって頼たのまれてたんだ」

「宮子から？」

「ああ、あいつも母さんから京の見合い話を聞いたみたいでさ。このままだと、きっとおまえは大人しく親の言うことを聞くに違ちがいないから、さっさと目を覚まさせてやってくれってな」

「……あ、そう」

（なんか、むかつくな）

　こまっしゃくれた態度で我が儘を言っていた小さな妹の顔が浮かんで、なにやら兄としてのプライドが疼うずく。

（でもまあ、感謝してやってもいいか）

　兄妹きようだい達がみんな好きに生きているのだと知れたことで、胸に引っかかっていた重い枷かせが外れたような気分だ。

　興味のない『大江製鋼』にはもう戻もどらなくてもいい。

　両親から趣しゆ味みだと言われようと、自分は活字にかかわる仕事が本当に好きなのだ。

　重い枷が外れた今、なんの罪悪感もなく好きな仕事をこのままずっと続けていける。

（──嬉うれしい）

　素す直なおに、そう感じた。

　どうせ三十歳までしか勤められないからと諦あきらめていた色々な計画が脳のう裏りに浮かんできて、気分が高こう揚ようする。

　帰ったらすぐ、思いついたものを羅ら列れつ状態で書き出してみよう。

　そして実現可能そうなものから企画を立てて上層部に打だ診しんして……。

「ああ、こっちに最近の宮子の写真もあるぞ」

　浮き浮きと計画を立てていた京は、兄の指差すほうに視線を向けた。

「フランスの絵画展でグランプリを受賞したときの写真だな。ちょうどこの頃ころ、颯眞さまは体調を崩されていて、宮子と御長男の透磨さまが急きゆう遽きよ代理で授賞式に行ったんだ」

　大きめのパネルに飾かざられた写真には、まるで自分が受賞したかのように満面の笑えみでクリスタルの盾たてを手にしているドレスアップした宮子と、その脇わきで宮子をエスコートしつつ穏おだやかに微笑ほほえんでいる青年の姿があった。

「これが……透磨さま？」

「そうだ。おまえは子供の頃に会ったきりだったな。いい男になっただろう？」

「……うん」

　異国の人々に囲まれていても見み劣おとりのしない均整の取れた長身。

　柔やわらかそうな黒くろ髪かみに、澄すんだ綺き麗れいな黒い瞳ひとみ。

　そして、色男と呼ぶにふさわしい、甘さを含ふくんだ男らしい顔立ち。

「あの頃は、女の子みたいだったのに……」

　宮子の隣となりに立っている男の顔は、今朝、玄げん関かん先さきまで見送ってくれた男のそれと同じもの。

　京は、その写真をただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。










「夕食は食べてきたんだろう？　なにか飲む？」

　ふと気づくと、見知った顔が側にあった。

　その手には、京が脱ぬいだらしいコートやマフラーもある。

（……家か）

　あの写真を見た後、あまりにもショックが大きすぎたのか、京の感情は完全にフリーズしていた。

　会場を出た後に兄とふたりで食事を摂とったのだが、その記憶もなんとなく曖あい昧まいだ。

（兄さん、変に思わなかったかな）

　たぶん、食事の最中もずっと上の空だったはずだ。

　生き方を変えるようにと説得された直後だったから、そのせいで少し混乱しているだけだと思ってくれればいいが……。

　妙みように冷えた頭の片かた隅すみでそんなことを考えながら、

「ホットワインがいい。アルコールは絶対に飛ばすなよ。甘さは控ひかえめで」

　と、いつものように細こま々ごまと注文をつけていた。

（なんで俺、こいつに言わないんだろう？）

　おまえの本名がやっとわかったと……。

　大江透磨、三ツ谷家の主筋に当たる大江家の次期当主。

　そして、妹の婚こん約やく者でもある男だ。

（こいつに助言してたのは、きっと宮子だ）

　年に数回の電話で、聞かれるままに恋こい人びとの有う無むを話したことが何度もある。

　仕事に関することも話していた。

　だが、所しよ詮せんは電話での短い会話でのこと。

　正確な情報にはほど遠く、奇き妙みようにねじ曲がった誤解が生じていたんだろう。

　愉ゆ快かいなガセネタや的外れな助言はきっとそのせいだ。

（もう、なにがなんだか……）

　どうしてこんなことをしなければならなかったのか理解できない。

　ネクタイを緩ゆるめながらソファに座った京は、背もたれに身体からだを預けて天てん井じようを見上げた。

　恵藤、いや、透磨が言うところの運命の出会いとやらは、幼い日にただ一度だけ顔を合わせたときのことだろう。

　透磨が京との再会を望んでいたのなら、三ツ谷家の者にそう命じればいいだけ。

　命じた翌日には、京は透磨の前へと引き出されていたはずだ。

　わざわざ素す性じようを隠かくして近づく理由がどこにあるというのか……。

　宮子と婚約することを隠すためではないだろう。

　いずれは盛大な婚約パーティーを開くだろうし、宮子と自分は兄妹なのだから一生隠し通すことなどできるわけもない。

　一時的に素性を隠して近づいた理由は、ただひとつ。

　家同士の主従関係に縛られずに、ロマンスを楽しみたいというところか……。

（こいつ、恋れん愛あい体質だしな）

　恋こいした相手とひとりの人間として出会って、しがらみに縛られずに恋に落ちたいとか、そんなロマンチックな期待をしていたのか。

　透磨にとって運命の恋の相手である京もまた、同じように運命の恋に目覚めたとき、実は……と、自分の正体を明かすつもりでいたのかもしれない。

（なんか、小説みたいだな）

　京はひとりでこっそり笑った。

　自分でも不思議だが、真実を知った今でも、自分を好きだと言ってくれた透磨の気持ちをまったく疑っていなかった。

　あの澄んだ黒い瞳に宿る熱っぽさは間ま違ちがいなく本物だと思う。

　本物だからこそ、質たちが悪い。

「着き替がえないの？」

　透磨がホットワインを持って戻ってきた。

「今日は疲つかれた。着替えるの面めん倒どうくさい」

「そのままだと窮きゆう屈くつだろう」

　テーブルにワインを置いた透磨は、京の首からネクタイを抜ぬき取りシャツのボタンをふたつほど外し、スーツの上着を脱がせた。

　最後の仕上げに肩かた掛かけをふわっと。

「これでいい。──さ、どうぞ」

「ん」

　肩掛けの隙すき間まから少しだけ出した手に、温かな耐たい熱ねつグラスがしっかりと手て渡わたされる。

　至いたれり尽つくせり、京はふんぞり返ったままでほとんど動く必要がない。

（好きでもない相手に、普ふ通つうここまでしないよな）

　気が弱い、と兄に言われたが、家に関することだけじゃなく、それ以外の部分でもそうだったのかもしれない。

　自分勝手で我が儘ままに振ふる舞まうのは、自分を好きだと言ってくれた相手にだけ。

　からかったりちょっとした悪戯いたずらをしかける相手は、その人間性を心から信しん頼らいできて、なおかつ逆ギレしたとしても自分に決定的なダメージを与あたえたりはしないと信じられる相手。

　そんな人達をしっかり選んで甘えていたのだ。

　それ以外の人に対しては、そつなく一線を引いた態度を取って、怒おこらせないように気を遣つかっていた。

　透磨が高こう慢まんな態度を取っていた頃、神経性胃い炎えんに悩なやみながらも、そういう態度は止めてくれとはっきり言うことができなかったのもそのせいだ。

　あの頃の透磨は、京にとって信頼できない相手だったから、迂う闊かつなことを言って怒らせたくなかった。

　でも、今は違ちがう。

　透磨が自分を愛してくれていると、京はもうちゃんと知っている。

　愛情の真しん贋がんを確かめるための我が儘はもう必要ないほどに……。

　愛されていると心から信じているから、酔よって我を忘れた状態で無防備に身体を委ゆだねられた。

　後ほんの少しのきっかけさえあったら、きっとこの心は透磨に向かって大きく傾かたむいていたはずなのに……。

（……もう無理だ）

「──美味おいしい？」

　ぼんやりと考え込んでいる京の顔を、透磨が覗のぞき込んでくる。

「甘い」

「え、これで甘いのか。……失敗したな」

「まずいとは言ってないだろ」

　がっかりしていた透磨が、京のこの言葉で嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

　純じゆん粋すいそうな黒い瞳に、少女のように可愛かわいらしかった子供の頃の面おも影かげが重なった。

　その面影を思い出すたび、苦い後こう悔かいを感じていた。

　宮子ではなく自分があの家に残っていれば、今とは違う人生を送れていたかもしれないと。

　それまでの生活をすべてなくしても、あの子とずっと一いつ緒しよにいられるのならきっと楽しい人生になっていたかもしれない。

　そんな風に、ずっと後悔し続けていた。

（俺もあのとき、運命感じてたのかもな）

　あの子に、この人生をすべてくれてやっても良いとまで思ったのだから……。

　恵藤まおの正体が大江透磨だと知ったとき、最初に感じたのは喜びだった。

　ずっと忘れられずにいた透磨にまた会えて、しかもそれが現在進行形の恋人であることがわかって嬉しかった。

　正体のわからない相手に心を完全に預けるのは怖こわかったが、それが透磨だったらもう怖くない。

　もっと素す直なおに甘えられるし、最近の苛いら々いらの原因とも素直に向き合えるようになると……。

　だが、すぐに大江家の次期当主と宮子との婚約の話を思い出して心が冷えた。

　ゲイである透磨が女性を愛せるわけがない。

　今回の一件に陰かげから協力しているところから考えるに、宮子もそれは承知しているんだろう。

　透磨は大江家の体面を取り繕つくろうため。

　宮子は名実共に惚ほれ込んだ大江家の人間になるため。

　互たがいに利害関係が一いつ致ちして、結けつ婚こんという形を取ることにしたってところかもしれない。

　だが、ふたりだけで納なつ得とくされても困るのだ。

　この事実が京にばれるとき、透磨はどんな風に言い訳するつもりでいるんだろう？

　運命を感じたのは君だけだとでも言うつもりか？

（……絶対に無理だ）

　なんと言われても、きっと京は納得できない。

「そうだ。来週のクリスマスイブになにか予定入ってる？」

「入ってるわけない。絶対外には行かないからな」

「わかってる。ここでふたりっきりのパーティーをしよう。僕が腕うでをふるうよ」

　料理スクールでクリスマスディナーのコースを習ったんだと、透磨が楽しげに話している。

（クリスマスは、こっちにいるのか）

　新しもの好きだった大江家の先代の当主は、ありあまる資産を多種多様の企き業ぎよう相手に目新しい技術や素材開発への融ゆう資しとして惜おしみなく使っていた。その幾いくつかの企業は順調に業績を伸のばし、世界屈くつ指しの大企業となっているところもある。

　当然、クリスマスなどの行事の際は、それらの企業から是ぜ非ひにとパーティーの招待状が送られてきて、家族総そう出でで手分けしてパーティーの数をこなしていると聞いたことがある。

　婚こん約やくしたことをまだ発表していないようだし、婚約者を紹しよう介かいするのにそれらのパーティーはうってつけの場だと思うのに……。

（年が明けてから、婚約発表のパーティーを大々的にやる可能性もあるか……）

　そのとき、自分は婚約者の兄として出席することになるんだろうか？

　その場に居る自分を想像しただけで、むしょうに胸が苦しくなってくる。

（俺は妹の婚約者の愛人ってことになるのか）

　運命の相手はあなただけだなんて歯の浮うくような台詞せりふを言われたとしても、きっとその場に居続けることはできないだろう。

　透磨が、自分以外の人間を大切にエスコートする姿を見ていたくなんかない。

　婚約パーティーだけじゃない、その後は結けつ婚こん式しきだってある。

　今は覆ふく面めん作家として日本でのんびりしているが、いずれ大江家の家か督とくを継ついだら主要な生活の場を海外に移さなければならなくなるだろう。

（そうなったら、どうしたらいいんだろう？）

　胸を苦しくさせるばかりの嫌いやな想像が、次から次へと脳のう裏りをよぎっていく。

　透磨の気持ちは自分にあると確信しているのに、それだけじゃ心は安まらない。

　いつだって、一番近い場所にいて欲しいのだ。

　心だけじゃなく身体からだも側にいて抱きしめていて欲しい。

　今の自分はあの温かな腕の中でだけ、心から安心してまどろむことができるのに……。

（俺は……本当に気が弱かったんだな）

　気が弱いから、まだ起こってもいないことにあれこれと思いを巡めぐらせては不安になる。

　今からこんな状態では、この先も関係を続けていくのは難しいだろう。

　だが、透磨の正体を知った今、離はなれることもできない。

　いま離れたら、きっとまたあの幼い日と同じ後悔を感じるだろうから……。

　それだけじゃない。

　いっそ今のうちに思い切って離れたほうが……なんてことを考えただけで、指先が凍こごえるように冷たくなっていく。

　手に入れた温ぬくもりを手放すのは寂さびしい、ひとりになるのは怖いと……。

　これで本当に離れたりしたら、本当に心も体も凍えきってしまいそうだ。

（……なんでこんなことになったんだ？）

　正体もわからない相手に、いつの間にかこんなに依い存ぞんしていたなんて……。

　透磨の存在を手放せなくなっている自分が悔くやしくてたまらない。

「京、どうしたの？」

「──え？」

　声をかけられて顔を上げると、心配そうに見つめてくる透磨の顔がある。

「手が震ふるえてる」

　言われて視線を自分の手元に落とすと、耐たい熱ねつグラスの中、残り少なくなっていたホットワインの表面に、京の手の震えが原因の波は紋もんが浮いている。

　京の手からグラスを取ると、透磨は両手で京の両手を包み込んだ。

「指先、すごい冷えてるよ。外、そんなに寒かったっけ？」

　京の手の震えを抑え込むように、透磨がぎゅっと手を握にぎり込む。

　握られた手からじんわりと温もりが伝わってきて、手の震えが自然に収まっていく。

（なに……安心しちゃってんだよ）

　ほっと息を吐ついている自分を自覚して、京は愕がく然ぜんとした。

　不安すぎて指が震えるほどに冷え切ってしまったのは目の前にいる男のせいなのに、その男の温もりをありがたがるなんてどうかしてる。

　いつものように邪じや険けんにその手を払はらい除のけるべきなのに、それがどうしてもできない。

　それをしてしまったら、透磨は仕方ないなと諦あきらめて、きっと簡単にこの手を離してしまう。

　そして京の機き嫌げんがなおるのを、いつもと変わらぬ態度で黙だまって待つんだろう。

（そんで、俺はまた苛々するのか？）

　自分で命令しておきながら、なぜそんなに簡単に手を離すんだと苛々する。

　でも、自分から透磨の手をつかむことはできない。

　つかんだその手を、自分がしているように邪険に振ふり払われるのが怖いから……。

　不安すぎて、もう身動きひとつできない。

　この温もりを今はどうしても失いたくない。

（なんで俺ばっかり……）

　素す性じようを隠して近づいてきた相手に、いつの間にか心の奥深くまで入り込まれてしまっている。

　そのせいでこんなに不安になってるってのに、運命の恋こいとやらにひとりで酔よいしれている透磨は、いつもいつも幸せそうだ。

　こっちの気持ちも考えず、名目上とはいえ妹と婚約までして……。

（もっと、俺の気持ちを考えてくれたっていいじゃないか）

　馬ば鹿かにするなと怒おこりたい。

　でも、怒ることで透磨と距きよ離りが空くのが怖くて怒れない。

　怒いかりが収まるまで待つよと、簡単に距離を置かれそうで……。

（胸、苦しい）

　怖くて口に出せない言葉とたとえようのない不安が、胸にぎっしり詰つまって苦しかった。

　その苦しさに耐たえていると、不意に視界が滲にじんだ。

（……まずい）

　このまま黙っていると、胸に詰まっていたものが目から零こぼれてしまいそうだ。

「こんなの……狡ずるい」

　涙なみだを流すよりはましだと、京は胸に詰まっている言葉を少しだけ吐き出した。

「なにが？」

「別に……」

　透磨に聞かれて、わざとぶっきらぼうに答える。

　そうでもしないと、声が震えてしまいそうだった。

「ご機嫌ななめだな。できれば、機嫌を直して欲しいんだけど……」

　握りしめたままの京の指先に軽く口づけてから、透磨が微笑ほほえみかけてくる。

「ホットワインのお代わりは？」

「いらない」

　京は、胸に詰まった苦しさに突つき動かされるまま、透磨の唇くちびるに唇を押しつけた。

「ん？」

　深く唇をあわせてキスをすると、透磨の唇が嬉うれしそうにカーブを描えがくのがわかる。

（やっぱり狡い）

　自分はこんなに不安なのに、透磨ばかりが幸せそうで……。

「セックスレスは解禁？」

「違ちがう。今だけだ。やりたい気分なんだ。相手しろよ」

　このまま側にいたら堪こらえきれずに泣くか、それとも喚わめくか、どちらにしろみっともないことをしてしまいそうだ。

　それでも今は透磨の体温を手放したくない。

　もうこれしか方法が思いつかなかった。

「本当に我が儘ままだね」

　透磨が楽しそうに微笑むのを見て、京は軽くむっとした。

「嫌なら別にいい。他ほかのを呼ぶから」

「呼ぶって、誰だれを？」

「やり友だよ。金で買わなくても、相手してくれる女なら何人かいるからな」

　なにを言われたかわからないって顔をしている透磨に、はっきりと言ってやる。

　もちろん、自分を愛している透磨が、そんなことを許すわけがないと予想した上でだ。

「頼たのむから、それだけはやめてくれ」

　予想通り、透磨の表情は悲しげに歪ゆがんでいく。

「京の心が僕にないのはわかってる。でも、せめて恋こい人びとでいる間は僕だけを見てくれ」

（なにを言ってんだか）

　自分は他の女と婚約しているくせに、自分だけを見ろだなんて勝手すぎる。

「俺とやりたくないんだろう？　だったらしょうがないじゃないか」

　京は邪険に言った。

「やりたくないなんて言ってない」

　珍めずらしく乱暴な仕草で引き寄せられ、強ごう引いんにキスされた。

「……んん……」

　熱い舌が絡からみつき、強く吸い上げてくる。

　久しぶりに味わう甘いキスに、頭がくらくらして京は思わず透磨にしがみついた。

　深いキスであっさりと身体の力が抜ぬけ、京は透磨に身体を預けるようにしてしがみつく。

「一時的にでもセックスレスを解除してくれて嬉しいよ」

　キスに酔ってとろんとしている京を見て、透磨が微笑む。

「……ベッドに行く？」

「面めん倒どうだからここで良い」

　早くしろよとせっつくと、苦く笑しようしたままの唇が喉のど元もとに降りてきた。

　シャツをまくり上げ、透磨の手が直接背中に触ふれる。

「……っ……」

　熱い指先の感かん触しよく。

　ただそれを感じただけで、ビクッと背中が反り返る。

　まるで条件反射のように身体の芯しんが疼うずき出す。

　そんな自分の身体が、なんだか悲しく思えた。




　久しぶりだから、と濡ぬれた指が一本だけそこにゆっくりと侵しん入にゆうしてくる。

　太くて熱い指が、狭せばまったままのそこにじっくりと押し入ってくるのを感じただけで、じんっと身体からだに甘い痺しびれが走る。

「あっ……あ……いや……。……もぉ、早くしろって」

　久しぶりの甘い感覚に、身体の芯が焦じれて疼く。

　指でじわじわと迫せり上げられるより、熱い昂たかぶりで一気に押し上げて欲しかった。

　一刻も早く、なにも考えられなくなりたい。

　我が慢まんできなくなった京は、透磨の昂たかぶった熱に直接触れようとして服を緩ゆるめたが、「駄だ目めだよ」と触れる寸前にその手をつかまれて止められた。

「焦あせらないで……。よくしてあげるから、京はじっとしてて」

　透磨に導かれるままソファに膝ひざをついた京は、透磨の肩かたに両りよう腕うででしがみついた。

「最近してなかったから、京の身体、はじめてのときに戻もどったみたいだ。あのときと同じように、ゆっくり慣らさないとね」

　むき出しになった薄うすい双そう丘きゆうを、透磨の両手が優やさしく揉もみしだく。

　いったん引き抜かれた指が、入り口をなぞるようにしてそうっと撫なでていく。

「……んっ」

　ただそれだけの刺し激げきで、京のそこはキュウッと収縮した。

（そんなの噓うそだ）

　どんなに時間が開こうと、もうはじめてのときになんて戻れない。

　肌はだに食い込む熱い指、奥深いところにまで埋うめ込まれた熱い昂ぶり。

　この身体は、透磨の欲よく望ぼうの形をしっかりと覚えてしまっている。

　耳元に聞こえる荒あらい息や、愛いとおしげに自分の名を呼ぶ声も……。

　欲しがってヒクついているそこに再び指がゆっくりと差し入れられていく。

　ゆっくりと内ない壁へきをなぞるようにして押し広げられ、良いところを指の腹で擦こすり上げられる。

　一本の指が馴な染じんだら、もう一本。

　焦じらすようにかき混ぜられ、抜き差しされる指に京の身体はあっさりと熱くなっていく。

「ふっ……う……。なあ、もう良いから」

　早くしろってば、としがみついたままで要求したが、透磨は言うことを聞いてくれない。

「まだ駄目。この程度じゃ、僕のを入れて動かしたら、きっと傷がつくよ」

「それでも良いから……」

「駄目だ。あなたを傷つけたくない。僕だって我慢してるんだから、協力……──そうだ。ね、京も協力してよ」

「え？」

「もっと感じられるように、自分で動いてみて」

「……自分で？」

　自ら求めて腰こしを振ふる……というシチュエーションに、微び妙みような照れくささと抵てい抗こうを感じた。

　だが、今さらだ。

　早く、と自分でねだっておきながら恥はずかしいだなんて言ったら、なんだかカマトトっぽい感じがして余計に恥ずかしい。

　それで少しでも早く望みがかなうのなら……と、京は気き恥はずかしさを堪えて、ゆっくり身体を動かした。

「……ん……あっ……んん……」

　中にある指の形を意識しながら、ゆうるりと腰を揺ゆらす。

（あ……気持ちい）

　良いところにこすりつけるように腰を動かすと、中の指がそこをくすぐるようにして動く。

　むず痒がゆさにも似た甘い痺れが迫り上がってきて、その焦れったさにまた腰が揺れる。

　その拍ひよう子しに、触れられてもいないのにすっかり張り詰つめていた京自身の敏びん感かんな部分が、透磨の腹に擦れた。

「あっ！」

　電流が走ったような快感を覚えて、ビクビクッと身体が跳はねる。

　奥深いところでじんわりと迫り上がってくる熱と、ダイレクトに腰にくる直接的な快感。

　ふたつの異なった感覚に翻ほん弄ろうされ、一気に理性がとんだ。

「……んぁ……あっ……ああ……や…………」

　透磨の肩につかまったまま激しく腰を揺らし、背を反らせて透磨の腹に自らを擦りつける。

　より深い快感を求める身体が勝手に動いて止まらない。

「……ね、前……擦って」

　もう達いきたい、と目を閉じたまま、浅く荒い息を吐はきながら訴うつたえた。

「もう無理……。こっちが忙いそがしいからね」

　双丘を両手できつくつかまれ、強く押し広げられる。

　熱い昂ぶりをそこに感じて、京は甘い期待にいっそう背を反り返らせた。

「──んんっ」

　指とは比べものにならない質感で一気に最奥まで押し入ってくる、熱い昂ぶり。

　切せつ羽ぱ詰つまっていた身体は、その熱を感じただけで一気に解放まで導かれていた。

「あ……あっ……なに……これ……」

　だが、甘やかな解放感はまったく訪おとずれない。

　白はく濁だくした液を吐き出したそれは一向に硬かたさを失わず、反り返ったまま、まだ、もっと……とピクピクと震ふるえている。

「凄すごいな。……全然萎なえてない」

「なあ、早く……はやく、もっと……」

　嬉うれしそうな透磨の声に、京は我を忘れてねだった。

「もっと？　前を擦って欲しいの？　それとも、こっち？」

　透磨の手が京の尻しりを摑つかんで軽く揺らす。

「んあっ……あ、こっち。……もっと、もっと突いて……」

　奥深くまで埋め込まれたものの熱さと形を感じて、京は熱い息を吐く。

「それで……なか、擦って……」

　そこで得られる深い喜びは、透磨に熱量がある限り続く。

　京に吐き出すものがなくなっても、それは終わらない。

　翻弄されて流されて、その熱に身体も意識もドロドロに溶とかされて……。

　いつ果てるとも知れぬ快感は苦しさと背中合わせ。

　だからこそ、その甘さは深く、そして癖くせになる。

「……んっ、おねがい。もっとして……」

　埋め込まれた熱に翻弄されている今、普ふ段だんだったら言うのに戸と惑まどうような言葉も素す直なおに口にできる。

「わかってる。──京、キスして」

「ん」

　促うながされるまま、柔やわらかな黒くろ髪かみに両手の指を絡ませて、夢中で唇くちびるを合わせた。

　弾だん力りよくのある唇の感覚を楽しみながら、舌を絡めこすりつけ、甘あま嚙がみして吸い上げる。

　その気になってもらえるよう、この熱量が少しでも長く続くようにと、無我夢中で情熱的なキスを続けると、やっと透磨がゆっくりと動きはじめた。

「っ……あっ、……んあ………いいっ」

　突つき上げられ、強く腰をつかまれて揺さぶられる。

　自分でも腰を大きく揺らしながら、京は与あたえられる熱に思う存分酔よいしれる。

「京、気持ちいい？」

　答えるまでもない質問だった。

　透磨を貪どん欲よくに吞のみ込み、もっと感じたいと蠢うごめき締しめつける熱い身体がとっくに答えを出しているから……。

「ん……いい。……すご……く……」

　それでも熱い息の下で必死に頷うなずくと、透磨は嬉しそうに軽くキスしてくれた。

「女性相手じゃ、こんな風になれないってわかってるよね？　あなたをこんなに喜ばせてあげられるのは僕だけだ。あなたを誰だれよりも愛している僕だけだから……」

「……おまえ……だけ」

「そう。それを忘れないで。この身体でしっかりと覚えておいてよ」

　知らぬ間に唇から零こぼれていた唾だ液えきを、透磨の熱い舌が舐なめ上げ、そのまま深く口づけてくる。

「……ふっ……んん……」

　生き物のように絡からみつき口こう腔こう内を犯おかしてくる熱い舌。

　その動きにつられるように、腰が揺れる。

　自ら腰を揺らして埋め込まれたままの熱い昂ぶりを良いところにこすりつけ、背を反らして反り返った自らを透磨の腹にこすりつけ……。

「京は、想像してたよりずっといやらしいな」

　それに気づいた透磨が、その熱い指で反り返った京の背中を、つつつ……と焦らすようにゆっくりと撫なで上げていく。

「あ……あっ……あ……──んんっ」

　ぞくぞくぞくっとえも言われぬ甘さが広がり、京はたまらずにびくびくっと熱を吐き出した。

　が、やはりそれは反り返ったまま、欲望は去る気配を見せない。

　達った拍子に強く収縮した身体からだが埋め込まれた透磨自身を強く締め上げ、依い然ぜん熱く昂たかぶったままのその形に期待して、また身体の奥が甘く疼うずく。

「……あ、やだ、もっと……」

「少し休まなくても平気？」

「平気」

　──むしろ待たされるほうが辛つらい。

　荒く熱い息でそう囁ささやきながら、透磨の首にしがみつきその首筋を舐め上げ、きつく吸う。

「んっ。……京はこういうことに関しては素直なんだな。いやらしくて……とても綺き麗れいだ」

「……あっ！」

　透磨は京の身体をソファに押し倒たおすと、片足を担かつぎ上げ、再び深く突き入れてくる。

「ああっ！　……んん……っふ……っ……」

　半ば腰が浮ういた状態で、深く貫つらぬかれ、激しく何度も揺さぶり上げられた。

　狭せまい場所での不安定な体位では、もはや自分ではなにもできない。

　揺さぶり上げられ、ソファからずり上がっていく身体を強く引き寄せられて、また深く貫かれて……。

　激しく動く透磨の髪かみからぱたぱたっと汗あせの雫しずくが落ちて来て、京の胸を濡ぬらす。

「…っ…京……愛してるよ……」

　名を呼ばれ、何度も愛していると囁かれるたび、京は必死で唇を嚙んだ。

　同じように名を呼んで、同じ言葉を返してみたいという衝しよう動どうを必死で抑えるために……。

（昔は、平気で言えたのに……）

　恋こいしているという実感がないままに抱だいてきた女性達相手になら、愛しているという言葉を簡単に言えた。

　でも、今は言えない。

　透磨の愛情を確信してしまったことで、以前は薄うすっぺらだったその言葉に確かな重みを感じるようになってしまったから……。

　口に出すことなく吞み込んだ言葉が胸の奥に溜たまって、愛していると透磨に囁かれるたびに熱く震えている。

　何度も何度も熱い言葉で胸を焼かれ、肌はだに強く食い込む熱い指に引き寄せられて、身体の芯しんを熱い昂ぶりでじりじりと焼かれて……。

　熱い透磨の身体に引きずり上げられるまま、京の身体も熱くなり汗がしたたっていく。

　汗の塩分が目に染しみて目を閉じる瞬しゆん間かん、透磨の手の平が頰ほおに向かって伸のびてくるのが見えた。

（……あつい）

　目を閉じた状態で感じるその手の平は、いつもとは比べものにならないほど熱い。

　首筋を撫で、胸に触ふれて、足を強く摑んで引き寄せる。

　その手に触れられるたび、肌に冷めない熱が埋うめ込まれていくようで、熱くて熱くてたまらなくなる。

　荒あらく浅い息で体内の熱を逃にがそうとしても、逃がしきれない。

　熱に溶かされきった身体と心が、それまでとは違ちがう様に変質してしまいそうだ。

（──まるで、焼き印みたいだ）

　この熱が冷めたとしても、透磨が残した跡あとはきっともう消えない。

　きっと、もう手て遅おくれだ。

　最後に残った冷たい部分で、京はぼんやりと悲しくそんなことを考えていた。
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　もう余計な不満も苦しさも抱かかえ込みたくない。

　だから他ほかのことに集中しようとしているのに、不ふ愉ゆ快かいな未来予想図が紙かみ芝しば居いのようにパラパラと脳のう裏りで展開されていく。

　その度たびに、不安になって苛いら々いらしたり、悲しくなったり……。

　最初の頃ころはそれなりにしおらしく落ち込んだりもしたが、時間が経たつにつれ、なんで俺ばっかりという不満が京の胸に溢あふれてきた。

（くそっ、苛々する）

　この不愉快な状じよう況きように、たまらなく腹が立つ。

　こんな関係はやっぱり嫌いやだ。

　運命の恋だとほざいて、そっちから愛を請こうておきながら、名目上とはいえ自分は密ひそかに婚こん約やくしているなんて……。

（ここまで馬ば鹿かにされて、黙だまって引っ込んでられるか）

　アンバランスな関係に耐たえられないと嘆なげくだけなのは我が慢まんできないし、泣なき寝ね入いりなんてもってのほかだ。

　だからといって、素す直なおに面と向かって文句を言うのも嫌だし、透磨を手放すのも嫌。

（そもそも、あいつ最初から生意気だったんだよな）

　年下のくせにいつも妙みようにどっしり構えていて、振ふり回されるのは自分ばかり。

　透磨の妙な誤解に振り回されて神経性胃い炎えんを患わずらったり、恋こい人びととしてつき合うようになってからだって、自分ばかりがずっと苛々して不安定で落ち着かなくて……。

（こうなったら仕返しだ！　絶対に痛い目見せてやる）

　なんとかして手て酷ひどい仕返しをしてやらなきゃこっちの気が収まらない。

　騙だましていたことを心から反省させて、僕が悪うございましたとひれ伏ふさせてやる。

　宮子との名目上の婚約のことだって、ついあっさり認めそうになってしまったが、冷静になって考えてみれば兄の立場として認めるわけにはいかない。

　今はこれで良いと思っていても、いずれは宮子にだって本気で恋する相手ができるかもしれない。

　そのときに困るのは宮子自身だ。

　大江家の人間になりたいというのなら、結けつ婚こんではなく養女という手もあるだろうし……。

（正式に婚約発表する前にぶちこわしてやる）

　苛々するあまり、京はすっかり逆ギレしていた。







「あ、三ツ谷さん、ちょうど良かった。実家から電話ですよ」

　昼の休きゆう憩けいから社内に戻もどった京は、同どう僚りようの呼ぶ声に思わずため息が出た。

「毎度毎度、悪いな」

「いいえ～。お家の事情はなんとなくわかってますから、お気になさらず」

　礼を言って、手近な電話を手に取る。

『こんにちは、京』

　受話器の向こうから聞こえてくるのは、予想通り母親の声だった。

　もはや文句を言う気力もないままに「今日はどうなさったんです？」と用件を聞くと、『お見合いの日取りが決まったのよ』と脳天気な声で言われた。

「っと、うっかりしてたな。その件があったか……」

　最近はいつも透磨のことばかり考えていて、うっかり見合いの件を失念していた。

　だが、母親は京の言葉を曲解したらしい。

『いいのよ。京が忙いそがしいのはわかってるから……。だからね、こちらでお相手も日取りも決めておいたの。今週の金曜日、二時からよ』

　と、更さらに脳天気なことを言う。

（またいきなりだな）

　しかも平日の日中を指定するあたり、本当にまったく全然勤め人の常識をわかっていない。

　あきれかえった京は、「母さん。申し訳ないんですが……」と断りの言葉を言いかけてやめた。

（見合いか……。それもいいかも）

　おまえが相手しないなら他の女を呼ぶと言ったときの、あの透磨の反応。

　あれから考えるに、きっと効果は絶大だ。

　実際に結婚するつもりはないが、とりあえず一度見合い相手と会ってみる。

　互たがいの家の経済力を維い持じするための打算での縁えん組ぐみを望んでいるような相手なら、別に遠えん慮りよはいらないだろうから、とりあえずおつき合いという方向に持って行く。

　もしも家同士の縁組みを面おも白しろくないと思っているようなら、兄がしたように話し合いで休戦協定を結ぶのもアリだ。

　そして、俺も婚約しようかなぁと透磨に仄ほのめかすのだ。

　クルッと反転して、自分と同じことを相手にされる。

　そのとき、透磨がいったいどんな表情を見せるか、想像するだけでもけっこう楽しい。

　ショックを受けたとしても自じ業ごう自得。

　同じ目にあったこっちの気持ちを、身をもって思い知ればいい。

（ま、それも見合い相手の出方次し第だいか）

　相手が誠実な結婚相手を望んでいるようなら、断るしかないだろうし……。

『……京？　どうかして？』

　急に黙り込んだ京を不ふ審しんがって、母親が声をかけてきた。

「なんでもありませんよ。──わかりました。金曜日ですね」

　素す敵てきな仕返しを思いついた京は、ご機き嫌げんな調子で頷うなずいた。










　そして金曜日。

　透磨にばれないようにいつもの時間に出しゆつ勤きんして、会社を早退して見合い会場の料りよう亭ていへと向かった。

（なんかこう、可哀かわい想そうなぐらいに着物が似合ってないな）

　見合い相手の女性は、スレンダーで大おお柄がらな女性だった。

　肉付きの薄うすい尖とがった肩かたに和服のラインは違い和わ感かんがあったし、母親から強ごう引いんに着せられたのだろうが淡あわいピンクの着物が顔立ちにまったく似合っていない。

（スーツなら似合うだろうに……）

　それも、比ひ較かく的てきかっちりしたビジネススーツ。

　見た感じ、きっと足も細いだろうからスカートはミニがいい。

　それで高いヒールを履はいてビジネス街を闊かつ歩ぽしたら、さぞかし人目を引くだろう。

　そんなことを考えていたら、目の前の女性とバチッと視線があった。

　その勝ち気そうな視線が、見合いなんて不本意なのよ！　と彼女の内心の言葉を雄ゆう弁べんにものがたっている。

（こりゃ、今回は無む駄だ足あしだったな）

　相談を持ちかける以前の問題で、話し合う余地はまったくなさそうだ。

　なにやら母親同士がお互いに社交辞令を言い合っているのを聞きながら、京はこっそりと苦く笑しようした。

　今回は駄だ目めでも次がある。

　どうせ、母親の手元には花はな嫁よめ候補のリストがどっさりあるのだろうし……。

　無駄足だったと思うと、ここでぼんやり座っているのが退たい屈くつになってきた。

　母親同士の世間話に相づちをうつよりは、この勝ち気そうな女性とふたりで庭を散歩でもしたほうが刺し激げき的で楽しいかもしれない。

「あの……すみません」

　話し込む母親達に話しかけたとき、勢いよく襖ふすまが開いた。

　なんだ？　と視線を向けた先にはなにやら焦あせった顔の透磨の姿。

「まあ、あなたは……」

「失礼、お話はまた後の機会に。──行こう」

　主筋の人間の顔を覚えていたのだろう。話しかけようとする母親を制して、透磨は京の腕うでをつかむと説明もなしにそのまま連れ出し、乗ってきた車に押し込んだ。

　どうしてここに？　と聞くまでもない。

　情報を流したのは、間ま違ちがいなく宮子だ。

（宮子は、母さんから聞いたんだろうな）

　婚こん約やくしようと思ってるんだと言って焦じらしてやるつもりだったのに、準備段階でばれてしまうとは……。

　助手席に座った京は、ちらっと運転席の透磨の表情を窺うかがった。

（まあ、これでも大だい丈じよう夫ぶか）

　無表情を装っているようだが、透磨が内心でかなり焦っているのが見て取れる。

　他ほかの女と婚約する気があると思わせただけでも、充じゆう分ぶんに効果はありそうだ。

　運命だと囁ささやいておきながら密ひそかに婚約したことを、せいぜい反省してもらわないと……。

（……良かった）

　事態が自分の思い通りに進行していることに、京はほっと胸を撫なで下ろした。

　予想どおり、透磨は恋人である自分を誰にも渡したくないと思ってくれているのだ。

　焦って取り戻しに来てくれたのが、その証拠。

　そう実感できたことがなんだかやけに嬉しくて、自然と頰ほおがほころぶ。

　微笑ほほえんでいることを透磨に気づかれないよう、京は窓側へと思いっきり顔を背そむけた。







「見合いするなんて聞いてない！」

　家に帰るなり、透磨が口を開いた。

「そりゃそうだ。言ってないし」

　その切せつ羽ぱ詰つまった様子に機嫌を良くした京は、ネクタイを緩ゆるめソファにゆったり腰かけた。

「僕らは一いつ緒しよに暮らしている恋人同士だったんじゃないのか？　あなたが僕と同じような恋れん愛あい感情を持てずにいるのは仕方がないけど、これはさすがに納なつ得とくできない。なにか断れないような理由でもあったのか？」

　冷静に問いただしている風を装っていても、怒いかりと混乱と戸と惑まどいといった感情を、透磨が必死で抑えているのが丸わかり。

　ちゃんとした理由を聞かないまま、責めるような言葉を口にしたくないとでも思っているのだろうか？

　さすが自分で自分を紳しん士しだと言うだけのことはある。

　京がわざとだんまりを決め込んでいると、透磨がためらいがちに再び口を開いた。

「その……京の家が特とく殊しゆな家系だっていうのは僕も承知してる。……そっち方面でなにかあったんだろう？」

「どうかな」

　そらっとぼけて視線をそらすと、「やっぱりそうか」と透磨が歩み寄ってきた。

「以前からあなたが、三ツ谷家の者としての責任を果たそうと思ってるのは知ってる。でも、僕は反対だ。せっかく好きな仕事をしているのに、三十歳になったら家のためにそれを辞やめるなんてナンセンスだし、家のための政略結けつ婚こんなんて完全に時代錯さく誤ごだ」

　語るに落ちるとはこのことだ。

（自分だって、体面のために婚約したくせに……）

　突つっ込みどころ満まん載さいの台詞せりふに、思わず笑みが零こぼれた。

「京、なにを笑ってるんだ？」

「ん？　いや、俺が三十歳になったら会社を辞めるだなんて、誰から聞いたのかなって思っただけ」

「……え」

　透磨は露ろ骨こつにギョッとした。

「俺、会社関係にはその話、一言も漏もらしてないんだけど」

　三十歳になったら会社辞めま～す、なんてふざけたことを公言していたら、人気作家の担当だなんて重要な仕事を任されることはなかっただろう。

「知ってるとすれば実家関係の人間だな。俺の母親、あちこちで三十になったらうちの次男は家に帰ってくるって言いふらしているみたいだし……。──で、どこで聞いてきたんだ？」

　どうせ適当な名前を口に出すだろうから、どこでどうやって聞いたのかまで、とことん具体的に追及して追い詰つめてやろう。

　そう思ってたのに、「ごめん、言えない」とあっさり逃にげられてしまった。

「あなたに噓うそはつけないから」

　困ったような透磨の微笑みにカチンとくる。

「そうか。黙だまってさえいれば、噓はつかずにすむってか」

　正体を隠かくして、妹と婚約していることも隠して……。

　知らされずにいた分、真実を知ったときのショックは大きかった。

　こいつは、それがわかってるんだろうか？

「自分ばっかり格好つけやがって……」

　怒おこった京は立ち上がり、透磨の襟えり首くびを摑つかみ強引にソファに座らせた。

　そして自分は一歩後ろに下がってから、深々と一礼する。

「……京、いったい？」

「今までの失礼な言動、どうかお許しください」

　透磨さま、と名を呼び、いぶかしげに見つめ返してくる透磨に、にっこりとわざとらしく微笑みかけてやる。

　すると、みるみるうちに透磨の表情が硬かたくなっていった。

「いつ……わかったんだ？」

「つい先日、颯眞さまの展示会会場で透磨さまの写真を拝見しました。最後にお会いしたのがあまりにも昔のことでしたので、気づくのが遅おくれて申し訳ありません」

　と、またにっこり。

「京、頼たのむから、それはやめてくれ。僕がどうして正体を隠して近づいたのか、わからないわけじゃないんだろう？」

「もちろん、わかっておりますとも。『恵藤まお』の書く恋愛小説のような関係を望んでのことでしょう？　お望みとあらば、今後も透磨さまの望むように振ふる舞まいますよ。なにしろ三ツ谷家の者達は、大江家の皆みなさまにお仕えできることをなによりの喜びと感じていますから」

　またまたにっこり微笑みかけてやると、透磨はがっくりと肩を落とし頭を抱かかえた。

「そうじゃない。義務感で微笑みかけてもらったって嬉うれしくなんかない。……こうなるのが嫌だったのに……」

　宮子の言う通りになるなんて……と、うなだれたまま呟つぶやく。

「妹がなにを言ったんです？」

「兄妹きようだいの中では、あなたが一番三ツ谷家らしいものの考え方をすると」

　本名を明かして近づいたら、その段階でご主人様として祭り上げられ、まともな恋愛関係になるのはまず無理、と宮子は断言したらしい。

（……宮子のやつ）

　妹の、またしても的外れな助言に京はあきれ果てた。

　だがそれも仕方がないことなのかもしれない。

　なにしろここ十七年もの間、宮子とは電話で話すだけだったのだ。

　しかも京のほうにはぬぐいきれない罪悪感があったから、いつも気を遣つかってどこかよそよそしい会話しかできなかった。

　こんな状態で、こっちの性格を正確に把は握あくしろというのが無理な話だ。

「今まで聞いてきた数々の的外れな助言も、犯人は妹なんでしょう？」

　京の問いに、諦あきらめたらしい透磨は素す直なおに頷うなずいた。

「へえ～、随ずい分ぶんと仲良しなんですね」

　なにやらむかつく。

「それはそうだよ。ずっと兄妹同然で育ったんだから……。そのお陰かげで、完かん璧ぺきに真似まねできたぐらいだ」

「真似？」

「そう。以前の僕は、宮子の真似をしてたんだよ」

　──京お兄ちゃんは私のことが大好きだから、好かれたかったら私の真似をすることね。

　そう宮子が助言したのだと透磨が言う。

（透磨の憑つき物の正体は、宮子だったのか）

　クルッと反転して、自分の嫌なところを突き付けられているようで凄すごく不ふ愉ゆ快かいだった。

　性格が似ているのは、同じ血のなせるわざか……。

「……あの馬ば鹿か」

　勘かん違ちがいするにも程ほどがある。

　電話での会話でむかつくことがあっても黙って許してやっていたのは、こっちに罪悪感があったからだ。

　可愛かわいい妹だからと甘やかしていたつもりはこれっぽっちもないのに。

「怒らないでやってくれないか。宮子は、僕の恋こいが成じよう就じゆするように協力してくれようとしただけなんだ」

「恋の成就？　ふたりで共きよう謀ぼうして、自分達に都合の良い愛人をゲットしようとしてただけでしょう。綺き麗れいな言葉を使ったところで事実は変わりませんよ」

「愛人だなんて……」

「間ま違ちがってはいないでしょう？」

　京はにっこり笑った。

「透磨さまのご命令とあらば従いますよ。それこそ、一生でもお側そばにいましょう。──ただし私にも世せ間けん体ていってものがあるんです。名目上であっても妻のひとりぐらいは必要だ」

　許可してくださいますよね、ご主人様？　と微笑ほほえみかけてやる。

「それは嫌だ！」

　透磨が焦あせって叫さけぶ。

「あなたを他ほかの誰だれかと共有するなんて……。そんなのは我が慢まんできない」

（そうこなくちゃ）

　身を乗り出し、切なそうに訴うつたえかけてくる透磨の姿に、京は嬉しくなる。

　もっと透磨の真剣な言葉を聞いてみたくて、さらにもう一押し。

「別に良いじゃないですか。透磨さまだって、同じことをしてるんだから」

　どんな反応を見せてくれるか、ちょっとどきどきしながら期待していたのに、意外にも透磨は「え？」と怪け訝げんそうな顔をした。

「とぼけなくても良いですよ。妹と婚こん約やくなさったことは知ってますから」

「宮子とって……。──まさか、僕が？」

「そうなんでしょう？」

　今さらとぼけるなよと睨にらみつけると、透磨はぷっと小さく噴ふき出した。

「京、……もしかして……」

　堪こらえきれない笑いに、透磨の言葉が途と切ぎれる。

（なんだ、こいつ）

　ここはひたすら土下座して、悪かった、婚約は破は棄きするからと必死で謝るべきシーンなのに、こともあろうに笑うなんて……。

「……なに笑ってんだよ」

　むかついた京は、口調を取り繕つくろうことも忘れて、透磨が座るソファを蹴けった。

「ああ、ごめん。……あなたの勘違いが凄く嬉しかったものだから……」

「俺がなにを勘違いしてるって？」

「宮子の婚約相手を、だよ」

「とぼけるな。相手は大江家の次期当主だって、母からはっきり聞いたぞ」

「ああ、それで勘違いしたのか……。──あのね、京」

「なんだよ」

「僕は家か督とくは継つがないんだ」

「継がないって……だって、おまえ長男だろう？　颯眞さまに隠し子でもいたのか？」

「失礼な。いないよ。そうじゃなく僕が自分で放ほう棄きしただけ……。家を継ぐのは弟だ」

「弟って……。眞ま咲さきさま？」

「そう、あの子だ。宮子と婚約したのもあの子だよ」

　十七年前にレースの産うぶ着ぎにくるまれていた、優やさしい声で泣く赤ん坊ぼう。

「ちょっと待て。眞咲さまって、まだ未成年だろう？」

「そうだね。だから、内々で婚約しただけで公表はしてないんだ。……なにしろ、宮子は既すでに妊にん娠しんしちゃってるし」

「妊娠！　宮子が？」

　これには本当に驚おどろいた。

　京にとって、妹のイメージはまだこまっしゃくれた女の子のままだったから……。

「ああ」

　うっかり公表すると少々世間体も悪いし、国によっては法律に引っかかる危険があるので、あと何年かは子供の存在もひた隠かくしにする予定なのだと透磨が言う。

「安定期に入ったらみんなで日本に帰ってくるから、会ってやってくれるね」

「いいけど……」

　京は呆ぼう然ぜんとしたままで頷く。

「眞咲さま、もしかして宮子に強ごう引いんに押し切られたんじゃないの？」

　大江家の一員となるために、なにかやらかしたんじゃないのか？

　妹の性格を考えるに、そこらへんがもの凄く不安だ。

「それはないよ。あの子は、赤ん坊の頃ころから宮子の後ばかりついて歩いていたからね。両親も諸もろ手てを挙げて喜んでいる。──この婚約は、僕ら一家にとってとても自然なものなんだ」

　透磨が穏おだやかに微笑む。

（本当っぽいな）

　その微笑みに少し安心した。

「子供の頃にあなたと出会ってから、僕はあなたのことしか考えてこなかった。家のために結けつ婚こんするなんて論外だ。その点、あの子は僕と違ちがって女性である宮子にずっと恋をしていた。跡あと継つぎを残すこともできるし、なにより父と同じように美術的な才能もある」

　十代の半ば頃から様々な美術コンクールで才覚を現しはじめた眞咲は、現在では一部の美術評論家達から、父親を凌しのぐ逸いつ材ざいかもしれないと言われているのだ。

「僕はこの通りの文学馬鹿で美術関係は全然駄だ目めなんだ。祖父の代からのコレクションを管理するにも、善し悪あしがさっぱりわからない。そういう意味でも、大江家の家督を継ぐのは、才能に恵めぐまれた弟のほうがふさわしい」

　そう思って相続を放棄したんだと、透磨が言う。

「理解してくれた？」

　聞かれて、欲よくのないことだと呆あきれつつも頷いた。

「そう。良かった。──でも、嬉しいよ」

「なにが？」

「僕と宮子が婚約したと勘違いして、それで嫉しつ妬としてくれてたんだろう？」

　にこにこと、それはもう嬉しそうに微笑む透磨にそう言われて、京は心底びっくりする。

「嫉妬!?　この俺が!?」

　透磨相手に嫉妬？

　そんなのあるわけないと否定する前に、なぜか、かかーっと顔が熱くなった。

「とぼけなくても良いよ。見合いしたのはそのせいなんだろう？　同じように自分も婚約者を作って、僕に焼き餅もちを焼かせようとしたんだ」

「ち、ちがうっ！　たまたま母さんが見合いの話を持ってきたからのっただけだ！　バ、バッカじゃないの、なに寝ね言ごと語ってんだよ！」

　京は真っ赤になったまま、子供じみた悪態をついた。

「違わない。──ねえ、京、僕相手にそんなに意地を張らなくて良いんだよ？」

「意地なんか張ってねぇよ。思い上がるなっ！」

　見合いする気になったのは怒おこってたからだ。

　傷ついたこのプライドを回復すべく、僕が悪うございましたと透磨に謝らせて、溜りゆう飲いんを下げようと思ってただけ。

　その結果、透磨が自分だけのものになったら許してやるつもりだった。

　おまえがそんなにこの俺さまのことが好きだって言うんなら、これからも側にいてやらないこともないぞ、と……。

（……ああ、くそっ）

　自分だけのものになったら許してやるっていうのをクルッと反転させれば、自分だけのものにしたかったってことになる。

　この独どく占せん欲よくの正体に、京はとっくに気づいていた。

　ただ、それを認めてしまえる状じよう況きようじゃなかったから、気づかないふりをしていただけで……。

「いつもクールな京が、照れて赤面してるのをはじめて見るよ。──凄すごく可愛かわいい」

「なっ！」

　愛いとおしげに微笑みかけられて、絶句した京は更さらに赤くなる。

　一気に全身の体温が上がったようで、くらっと眩暈めまいがした。

「勘かん違ちがいするな！　赤面してるのは怒ってるからだ！」

　京は、拳こぶしを握にぎりしめて怒ど鳴なった。

「本当に？　怒るべき理由はもうないと思うけど」

　あったら言ってみて？　と聞かれて答えに詰つまる。

　確かに怒る理由はもうない。

　正体を隠して近づいてきたのだって、そこまでするほどずっと好きでいてくれたのかと思えば嬉うれしいぐらいだ。

　この拳を振ふり上げる気にもなれないし……。

（……熱い）

　握りしめたままの手がジンジンするぐらいに……。

「京、僕はね、ずっとあなたを想おもって生きてきた。あなたが僕のすべてだって言っても間ま違ちがいじゃないくらいに……。だからね、僕相手に意地を張る必要はないんだ。──はじめて会ったとき、あなたは僕よりずっと背が高かった。凜りんと背筋を伸のばした凜り々りしい姿が高こう潔けつそうで、まるで王子様みたいに見えた。これからずっとこの人と一いつ緒しよにいられるのかと思うと、嬉しくて胸がどきどきしたよ」

　透磨は懐なつかしそうに目を細めた。

「……だから、あなたが去ったときは悲しかった」

　側に残ったのは妹のほう、王子様はそのまま家に帰って行ってしまった。

「しばらくはなにも手につかなかったよ。三ツ谷家の人達が遊びに来るたびにあなたの姿を捜さがしたけど、一度も姿を見せてくれなかったし……。あなたが大江家を避さけているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだったから、無理に顔を出すようにとも言えなかった。何度か恋こい人びとも作ったけど、あなたを忘れることがどうしてもできなかったから長くは続かなかった。──そんな風にずっと悶もん々もんとしていたもんだから、宮子に背中を押されたんだよ」

「……宮子に？」

「そう」

　──欲しいものがあるなら自分から動かなきゃ駄目。ただ待ってるだけじゃ、なんの変化もないままでお爺じいさんになっちゃうわよ。

　さっさと自分で取りに行きなさいよ、と背中を押された。

「それで、僕はここに来たんだ」

　透磨は京の顔を見て穏やかに微笑み、両手を開くとそこに視線を落とした。

「この手は、ずっとあなたのものだった。僕は、ずっとこうしてあなたに手を差し伸べてきた」

　そうだったよね？　と聞かれて、京はためらいながらも頷うなずいた。

「あなたは、この手を欲しいと思ってくれてないのかな？」

　透磨の視線が、また京に向けられる。

　視線が向けられた途と端たん、また体温が上がったような気がして、京は思わず透磨の手に視線を落とした。

（……綺き麗れいな手だ）

　綺麗に整えられた、大きくて温かな手。

　その持ち主と同じように、ふかふかと柔やわらかくて優しい手。

「あ……の本は、もうとっくに読み終わったよな」

　ふたりで読むはずだったファンタジー小説のタイトルを口にする。

　聞くのがどうにも気き恥はずかしくて声が小さくなったが、透磨はちゃんと聞き取ってくれた。

「実は、まだ読んでないんだ。いつかあなたが訪ねて来てくれるかもしれないと思って、ずっと持ち歩いてたけど」

「……俺も、まだ読んでない」

「だったら、今度一緒に読もう」

　嬉しそうな声が耳にくすぐったい。

「もうおまえに手伝ってもらわなくても、ひとりで読めるけどな」

　懲こりずに意地を張りながら、それでも気恥ずかしさを堪こらえて一歩前に……。

「でも、おまえが、どうしてもって頼たのむんなら、一緒に読んでやってもいいけど……」

　握り続けていた拳を解ほどいて、そっと前に出す。

「じゃあ、どうしても」

　透磨の嬉しそうな声。

　その返事を聞くのと同時に、京はずっと待ってくれていた手の平に自分の手を重ねた。

（あったかい）

　重ねた手の温度は、同じぐらいに温かかった。







「嬉しいな。これでやっと京は僕のものだ」

　ベッドの上、透磨が嬉しくてたまらないといった体で、何度も何度も顔中にキスをしてくる。

「人を所有物扱あつかいするな」

　京はうざいとはね除のけたが、それでも透磨は嬉しそうに微笑んでいる。

「ごめんごめん、僕のものって言い方は嫌きらいか……。だったら言い換かえるよ。──これでやっと本当の恋人同士になれたって」

　透磨の指先に顎あごを軽く上げられ、ゆっくりと微笑ほほえんだままの唇くちびるが押し当てられていく。

「……んんっ……」

　熱く舌を絡からめられ、吸われて唾だ液えきが混じりあう。

　溢あふれたそれを無意識に嚥えん下かしている自分に気づいて、京は思わず苦く笑しようした。

（最初は、あんなに気持ち悪かったのに……）

　口移しで水を飲まされ、唾液混じりの水を飲み込んでうげーっと思った。

　あの頃ころは、まさか嬉き々きとして透磨とキスするようになるなんて思ってもみなかった。

「なに笑ってるの？」

　唇を離はなした透磨が、瞳ひとみを覗のぞき込んでくる。

「おまえとこんな風になるなんて、予想外だったなって思っただけだ」

「そう？　僕は、どんなに時間がかかっても、いつかきっと結ばれるって信じてたよ」

（結ばれるって……。結けつ婚こんするわけじゃあるまいし……）

　その手の表現は、さすがにむず痒がゆい。

「信じてたから、俺の我が儘ままな態度にも耐たえられたってか」

「耐えてなんかいないよ。京と一緒にいられるだけで、こんなに幸せなのに……」

　ちゅっちゅっと音を立てて、透磨が京の首筋から胸へとキスを落としていく。

「幸せねぇ……。おまえ、俺のこと美化してないか？」

　透磨の中の自分のイメージは、幼い日に出会った運命の王子様のまま、実は全然変化していないんじゃないかと不安になる。

　あの日は、ほんの半日程度一緒に過ごしただけで、互たがいの性格を知り合うには至らなかった。

　思い込みの激しい透磨のこと、勝手なイメージを先行させて現実が見えていないんじゃないかと……。

「美化なんてしないよ。京は素すのままでこんなに綺麗なのに、これ以上美化なんてできないしね」

「そういう意味じゃねぇよ！」

　真顔で褒ほめ称たたえられた京は気恥ずかしさにカッと赤くなる。

「俺は、この性格のこと言ってるんだ。……俺、性格悪いだろ？」

「自分ではそう思ってるのかもしれないけど、僕からすれば全然悪くなんかないよ。──照れて口調が荒あらくなるのも可愛いし、我が儘言うのだって可愛くて仕方ないし……。意地張ってるのを見てると、もう抱だきしめたくてたまらなくなるよ」

　恋人同士になったとはいえ気持ちが伴ともなっていなかった頃は、京がこの関係に嫌いや気けが差したりしないよう、その衝しよう動どうをずっと我が慢まんしていた。

　でも……。

「これからは、思った通りに抱きしめても構わないんだよね？」

　顔を上げた透磨に聞かれて、「……好きにすれば？」と京は思わずプイッと脇わきを向いた。

「ってか、ホントにそう思ってんのか？」

　邪じや険けんにされるだけじゃなく、同じベッドの中でお預けを強要されたり、セックスレスまで宣言されて……。

「普ふ通つう、こんなの相手にしてたらむかつくだろ？」

　クルッと反転して、自分だったらこれは絶対にむかつく。

　かわいさ余って憎にくさ百倍だ。

「むかつくわけないよ。今まで知らなかったあなたの顔が次々に現れて……。毎日、とても新しん鮮せんで楽しいばかりだったよ」

「じゃあ、俺のことを全部知ったらどうなるんだ？」

　すべて知りつくして納なつ得とくしたら、もう楽しいこともなくなってしまうんじゃないか？

「すっかり飽あきて、退たい屈くつになっちまうんじゃないの？」

　飽きたところに新しい運命の恋こいとやらを見つけて、あっさりバイバイなんてことにはならないか？

　与あたえられる愛情をうまく返す術すべを知らない自分が、いつまでもこの男を繫つなぎとめておくことができるんだろうか？

　この世には、自分なんかよりずっと優やさしくて献けん身しん的で恋人に忠実な人間がごまんといるだろうに……。

　透磨が自分に好意を抱いだいていることにまったく興味がなく、別にどうでも良いと思っていたときには不安なんか感じなかった。

　でも、自分の中に透磨と同じ感情があると自覚した途端、透磨の愛情がいつまで続くかなんてことが気になって仕方ない。

　今まで知らなかった不安に恐きよう怖ふすら感じる。

　不安がっている表情を隠かくすためにそっぽを向いたままでいると、再び上がってきた透磨が横を向いたままの頰ほおに軽く唇を押し当てた。

「京は意地っ張りなだけじゃなく、臆おく病びようなんだな」

（……臆病って）

　気が弱いだの、臆病だの……。

　なんだかもう散々だ。

　だが、そんなことないと否定することもできず、横を向いたままむっと唇を尖とがらせる。

　そんな京の顔を、透磨の手の平がそうっと上向かせた。

「怖こわがらなくても良いよ」

　黒く澄すんだ瞳が、京の瞳を覗き込んでくる。

「飽きるなんてあり得ない。本当の愛は、そんな単純なものじゃないからね」

　優しく微笑みかけられて、なんだかくらっと眩暈めまいがする。

「それに、飽きてる暇ひまなんかないよ。愛を確かく認にんしあってお互いをすべて知りつくしたら、今度はその愛をじっくりと深めあわなくちゃならないんだから……」

　一生をかけてね、と甘く囁ささやきながら、それ以上に甘い唇がゆっくりと押し当てられていく。

（もう……駄だ目めだ）

　甘すぎる言葉にくらっときて、もう目も開けていられない。

　京は柔やわらかな黒い髪かみに指を絡ませながら、恋の眩暈に身をまかせた。







　自分が恋をしていると自覚したせいだろうか。

　慣れたつもりのすべての行こう為いが、妙みように気き恥はずかしくてたまらない。

「京のここ、すっかり柔らかくなって吸いついてくる」

　気持ちいい？　と中に入ったままの指がまるで生き物のように動いて良いところを擦こすり上げる。

「……あっ」

　その指がもたらす甘い刺し激げきに、まるで操あやつられるかのようにビクッと身体からだが跳はねた。

　さっき達いったばかりのそれが、萎なえる間もなく熱くなっていく。

「いいっ……気持ちい……から、はやく……しろ……」

　行為を急せかしてしまうのは、焦じれているせいばかりじゃない。

　透磨の指で自分ばかりが達かされ、喘あえがされているのが恥はずかしくてたまらないからだ。

　はやくひとつになって、透磨にも同じように喘がせてやりたい。

　前ぜん戯ぎなんてどうでもいいから、恥ずかしいなんて考えられないぐらいに互いの身体を無我夢中になって貪むさぼりあいたかった。

「京はせっかちだな。こういうことは、ゆっくり準備したほうが深く楽しめるのに……」

　もう少し我慢して、と耳元にキスされる。

　指だけで達かされた後だけに、京はブチッと切れた。

「も……いい」

　覆おおい被かぶさってくる身体を押しのけて身体を起こし、逆に透磨の胸を押してベッドに倒たおした。

「京？」

「おまえがやらないんなら、俺が勝手にやる」

　きょとんとしている透磨を無視して、京は透磨の股こ間かんに顔を近づけた。

（……げっ、おっきい）

　今まではされるばかりだったから、吞のみ込んだ身体でその大きさを知っていても、直じかにこうしてしっかり見ることはなかった。

　自分のそれとは比べものにならないぐらい大きくなっているそれに、ちょっと驚おどろいて触ふれるのをためらってしまう。

「どうしたの？」

　じいっと見つめたままフリーズしている京に、透磨が愉ゆ快かいそうに声をかけてくる。

「なんでもない」

　ためらった自分が恥ずかしくて、京はぶっきらぼうに答えた。

　負けるかよ、と意味もなく対たい抗こう意識を燃やして、それに唇くちびるを寄せる。

　手で支えながら、透磨がいつもするようにちゅっちゅっとわざと音を立ててキスして、ゆっくりと舌で舐なめ上げる。

「……っ……」

　舐めながら、雫しずくを溢あふれさせる部分を指の腹で擦ると、それがビクッと気持ちよさそうに痙けい攣れんする。

（透磨……感じてる）

　なんだか嬉うれしくなった京は、思い切ってそれを口に含ふくんでみた。

　大きすぎて、全部を吞み込むのは無理だから、先の部分だけ口に入れる。

「んん……ふっ……」

　歯を立てないように唇で擦り上げ、零こぼれてくる雫を舌先で掬すくい取る。

（にがっ）

　青苦いその味、透磨は甘党なのに、よくこんな味に我慢できたものだ。

　というか、むしろ嬉き々きとして味わうように舐めてくれていた。

　京自身も、苦いとは思うけれど、嫌いやだとは感じない。

　むしろ、唇の動きに反応するようにビクッと震ふるえるそれが愛いとしくてたまらない。

「……京……すごく……いい」

　透磨のうわずったような声に煽あおられるように、夢中でしゃぶった。

　すると、その行為に応こたえるように、それの大きさも増していく。

（すご……、まだ大きくなるんだ）

　いつもこれを、自分の身体は吞み込んでいるのか……。

　そう考えた途と端たん、ずくんと身体の奥が疼うずいた。

　腰こしの奥深いところから、甘重い痺しびれが迫せり上がってきてじっとしていられなくなる。

　起き上がった京は、欲よつ求きゆうに突つき動かされるまま、透磨の身体に跨またがった。

「……京、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ん。……このまま、する」

　それに手を添そえ、先走りと唾だ液えきが混じり合い濡ぬれそぼったそれを後ろにあてがう。

「ゆっくり……焦あせらないで……」

　腰に添えられた透磨の手に支えられながら、京はゆっくりと身体を落としていく。

「あ……あっ……んんっ」

　それの大きさを改めて実感したせいだろうか、いつもより強い圧あつ迫ぱく感かんを感じた。

　透磨が横になった状態で上になるのははじめてだ。いつもとは微び妙みように角度が違ちがうみたいで、なんだか妙にそれの形を生々しく感じる。

「いつもより……凄すごい、締しめつけてる」

　切なそうな吐と息いきを喉のど元もとに感じて、京はそれだけでぞくっと身み震ぶるいした。

「とーまのも……熱い……」

　根本までゆっくりと吞み込んで、その熱さに、はあっと甘い息が零れる。

「熱くて当然だ。……思いが通じあって、はじめてこうしてるんだから……」

　いつもよりずっと興奮してるよ、と腰を支えていた透磨の手が、京の肌はだの感かん触しよくを確かめるようにゆっくりと撫なで上げてくる。

「あ…………あっ……」

　熱い手の平が脇わき腹ばらから胸へ、そして喉元から頰へと滑すべる。

　撫で上げられた部分から、じわりと熱い痺れが広がって自然に身体が揺ゆれた。

「京は、本当に僕のこの手が好きなんだね」

　頰に触れた手に導かれるまま、透磨の柔らかな唇にキス。

「……んっ……ふ……」

　透磨の髪に指を絡からませ、夢中になってその唇を貪る。

　そうしている間にも透磨の両手は、またゆっくりと移動していく。

　頰から耳、うなじから肩けん胛こう骨こつのくぼみ、そしてすんなりとしたラインを描えがく背中を滑り落ち太ふと股ももへ……。

（……あつい）

　両の手の平に軽く撫でられただけで、肌が甘く痺れる。

　じっとりと汗あせばんでくる身体が、発火しそうなぐらいに熱い。

　京は喘ぐように速く浅い息を何度も吐はいて、火ほ照てる身体に涼すずしい空気を取り入れた。

　やがて薄うすい尻しりを優やさしく撫でられて、揉もみしだかれる。

「んんっ」

　夢中になってキスし続けていた京は、そこから広がる甘い感覚に思わず背をのけぞらせた。

「凄いな。……ねえ、京、自分でわかってる？」

「な……に？」

「京のここ、僕の手の動きにあわせて収縮して、甘く絡みついてきてるよ」

（そんなこと……言われなくても……）

　自分の身体の反応は、自分でもよくわかってる。

「愛されてるって感じがして、すごく気持ちいい」

「……っ」

　耳元で甘く囁かれて、ぞくぞくっと甘い痺れが背筋を走り抜ぬける。

「っ……。凄い、まただ」

「も、余計なこと言うな」

　嬉しそうな透磨の声がなんだか恥ずかしくて、京は慌あわてて透磨の口を塞ふさいだ。

　ほっとしたのもつかの間、今度は透磨の両手がまた肌の上を滑りはじめ、京はまた慌ててその手を摑つかんで止めた。

　すると今度は、京につかまれたままの透磨の手がゆっくりと動き、指を絡ませてくる。

「……あっ」

　絡んだ指がキュッと強く手を握にぎってきて、その熱さに思わず吐息が零れる。

「これだけでも、充じゆう分ぶんに感じてくれるんだね」

　自由になった透磨の声に耳元でまた甘く囁ささやかれて、またぞくぞくっと背筋を反り返らせて……。

「……も、無理……」

　恥はずかしいから一足飛びに行こう為いを進すすめたくて自分から跨ったのに、けっきょくは翻ほん弄ろうされて余計に恥ずかしくなっている。

「透磨、も……駄だ目め」

　恥ずかしいなんて感じられないぐらいに早く夢中にさせて……。

　そんな思いを込めて、また深く口づける。

　幸せそうな笑えみを浮うかべた唇でキスに応じた透磨は、京の身体からだに負担をかけぬよう、ゆっくりとふたりの身体の位置を入れ替かえていく。




　体位を変えながら、何度も深く穿うがたれ、求められる。

　自分が何回達いったのかもわからなくなるほどに翻弄され、与あたえられる至福の喜びに無我夢中になって酔よいしれた。

「あっ……いい……───んんっ！」

　透磨の動きに煽られて熱くなった京の反応が、透磨をまた煽る。

　熱くなりすぎた身体を持て余して喘あえいだ熱い息を、透磨の唇が奪うばい取る。

　愛してると囁かれるたび、同じ言葉を返せることが嬉しかった。

　絡んだ舌と混じりあう唾液、そして透磨の熱い吐息がまた京の身体に熱を与えて……。

　循じゆん環かんする熱量と熱い欲求。

　──愛しあっている。

　心だけじゃなく身体でも、京はそう実感していた。

　セックスの喜びで、心まで満ち足りた気分になるのははじめてだった。

　抱だきしめてくる熱い腕うでを持つ男を、自分が愛しているのだと実感するたびに、心と身体の奥から熱いものがこみ上げてくる。

　冷えているところなど、もうどこにもない。

　京は、深い安あん堵ど感かんと共に幸せを感じていた。
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　夕方すぎ、京はちりり～んとドアベルを鳴らして『更紗』の店内に入った。

「こんにちは～」

「いらっしゃいませ、三ツ谷さん」

　いつものように出で迎むかえてくれる香留の声に視線を向けた途と端たん、ギョッとして立ちすくむ。

「──透磨？」

「やあ、待ってたよ。京」

　カウンター席から、透磨がにこやかに手を振ふっている。

　日中のメールで、今日は『更紗』に寄ってから帰ると言っておいたが、まさかわざわざ来るとは思ってもいなかった。

「おまえ、ここでなにやってんの？」

「マスターに珈琲コーヒーの淹いれ方をレクチャーしてもらってるところ」

「レクチャーって……」

（ここには来るなと言っておいたのに）

　おまえのこの耳は飾かざりか！　と耳を引っ張って叱しかりたい気持ちをぐっと堪こらえた。

　と、同時にふと不安になる。

（こいつ、マスターに俺とどういう関係だって説明したんだろう？）

　さすがに恋こい人びとだとカミングアウトすることはないだろうが、担当してもらっている作家だなんて言っていたら、それはそれでまずい。

　今さっきの自分の口調は、担当作家に対するそれではなかったから……。

「三ツ谷さん、いつもので良いですか？」

「あ、はい。よろしく」

　京は慌あわてて透磨の隣となりに座り、どういうつもりだと目配せしたのだが、透磨は真しん剣けんな表情で香留の手元を眺ながめていてこっちを向こうともしない。

　けっきょく、疑問の答えをくれたのは香留だった。

「三ツ谷さんと大江さんって、幼おさな馴な染じみなんですって？」

「え、ああ、はい」

（幼馴染み？）

　そういう設定になってるんだろうか？

　幼い頃ころ、たった一日しか会ったことがなかったのに？

　珈琲を淹れながら聞いてくる香留に、曖あい昧まいに頷きながらも京は首を傾かしげた。

「デビューが決まったのも、京がいてこそなんですよ。幼馴染みの縁えんで色々指導してもらえたり、口くち添ぞえしてもらえたりしたので……」

　やっとこっちを向いた透磨が、軽く肩かたを竦すくめて微笑む。

（なるほど、そういう理由で気心が知れてるって設せつ定ていか……）

「俺の助言の力なんて微び々びたるものですよ。本人に実力がなきゃ出版までなんて絶対にこぎ着けませんから」

　透磨は今度、『大江透磨』という本名で社会派の小説家としてデビューすることが決定している。

　当然、『恵藤まお』と同一人物だってことは内ない緒しよで。

　今まで透磨が書き溜ためていたその手の小説を読んだ京が、そうするようにと勧すすめたのだ。

　うっかりすると流行はやりものとして流されてしまいかねない恋れん愛あい小説と違ちがって、社会派の小説のほうはどっしりと地に足がついた作品ばかりだった。

　透磨本人が海外生活が長かったり上流階級の人間と関係が深いこともあって、書かれている内容は一いつ般ぱん人には目新しい情報が溢あふれている上に現実的で、実に興味深く読ませる内容になっていた。

　内容が難解だから、すぐに爆ばく発はつ的てきに売れるのは難しいだろうが、ある程度キャリアを積んだ頃に渋しぶい役者でドラマ化でもされたら、そこからぐんと伸のびて行くに違いない。

　そう確信した京は、いっそのこと『恵藤まお』を廃はい業ぎようして、こっちに専念したらと勧めてみた。

　が、透磨は恋愛小説を書くのをやめる気はないらしい。

『僕の恋愛小説の源は、あなたへの恋こい心ごころだよ。あなたに恋をしている限り、勝手にストーリーが浮うかんでくるんだからやめても意味がないよ』

　などと気恥ずかしいことを言って、ふたつのペンネーム兼けん業ぎようで頑がん張ばると言い張っている。

　少しでも負担を軽くしてやろうと思っての助言だったから、本人が頑張ると言うのなら、あえて反対する必要はない。

　どっちの作家も当然京が担当することになっているから、編集者としての自分の評価を上げてもらうためにも、両方にせっせと働いてもらおうと思っている。

「はい、どうぞ」

　香留が淹れた珈琲が、目の前に運ばれてくる。

「……うん、良い香かおり」

　カップを手に取り、香りを嗅かいでにっこり。

　もはや癖くせになっている手順を踏ふんで、ゆっくりと一口飲んでカップを戻そうとすると、脇から透磨の手が出てきた。

「味見させて」

「いいけど……。これ、苦いぞ」

「平気だよ」

　意味ありげに微笑んだ透磨は、本当に平気そうな顔で香りを嗅いで味見する。

（味覚って、こんなに変わるもんかな）

　京は透磨を見てひとり首を傾げる。

　最近、透磨は以前ほど甘いものを食べなくなった。

　自分にあわせているのなら無理をしなくても良いぞと言ってみたのだが、平気だと微笑ほほえむ。

『僕にとっての最高のスイーツは京だからね。毎日その甘さを味わっていたら、他ほかのスイーツなんてもう欲しいとは思わないよ』

　などと、またまた恥はずかしいことを言ったりもする。

　無理をしているんじゃないかなと疑っているが、健康のためにも甘いものの過か剰じよう摂せつ取しゆは控ひかえたほうがいいだろうから、それ以上の突つっ込みは控えていた。

「なるほど、上品な香りで美味おいしい。香りにうるさい京が夢中なのも納なつ得とくだな。──マスター、次から僕にもこのブレンド出してもらえませんか？」

「三ツ谷さん専用ブレンドなんで、三ツ谷さんがそれで良いなら構いませんけど」

「別に俺はそれでも構いませんよ」

「じゃあ、決まりだ」と透磨が嬉しそうに微笑み、「新しい常連さんをありがとうございます」と香留が軽く頭を下げる。

（……あんま、ここには近づいて欲しくないんだけどなぁ）

　和なごやかに談だん笑しようしはじめたふたりを見て、京はちょっと眉まゆをひそめた。

　香留は良いとしても、もうひとりのここの住人、聖志と透磨が知り合いになられるのは微び妙みように嫌いやな感じがするし……。

　透磨から返へん却きやくされた珈琲を味わいつつそんなことを考えていると、間の悪いことに聖志本人が奥の部屋から出てきた。

「俺にも珈琲くれ」

　偉えらそうに言いながら京の隣に座った聖志に、香留が「はい」とにこやかに答える。

「安藤先生、校正ゲラは今日中にいただけそうですか？」

　今日ここに来た用件を口にすると、「無理」という返事が返ってきた。

「では、いつごろに？」

「あー、明日いっぱいでなんとかなりそうだから……明後日あさつてでどうだ？」

「わかりました。では、そういうことで」

　いつもだったら、実はちょっと校正からせっつかれてるんですけどねえと、一言二言嫌いや味みを言うところだが今日はなしだ。

「あんた、今度デビューする大江透磨？」

　聖志が、カウンターに肘ひじをついて、京越ごしに透磨へと声をかけた。

「はい。安藤青慈先生ですよね。お会いできて光栄です」

「おう。あんたのデビュー作のゲラ。ちょっと前にこいつに唆そそのかされて読んでみたんだけどな、かなり面おも白しろかったぜ」

　久しぶりにいい刺し激げきになった、と聖志が京を指差しながら言う。

「ありがとうございます。安藤先生にそう言っていただけると、今後のいい励はげみになります」

　透磨が、嬉うれしそうに答える。

　透磨は安藤青慈作品がけっこう好きなのだ。

（……まずいかも）

　京としては、ここでこのふたりが仲良くなるのはなんとな～く避さけたい。

　なんと言っても、今の透磨は京にとって一番のウィークポイントになるわけだし……。

「透磨、そろそろおいとましよう。安藤先生はまだ仕事があるし、おまえも次のプロットやらなきゃならないだろう？」

　談笑しそうな雰ふん囲い気きのふたりを引き離はなすべく、京は立ち上がった。

「そうだね。──マスター、また今度、サイフォンのコツを教えてください」

「はい。お待ちしてます」

　透磨がふたり分の料金を支し払はらうのを当然のような顔で見守っていると、

「あいつ、『恵藤まお』だろ？」

　ぼそっと、背後から聖志の囁ささやくような声がした。

「……またまた、なに寝ね言ごといっちゃってるんですか」

　ギクリとした京が同じく小さな声で答えると、「とぼけても無む駄だだ」と聖志がニヤリと笑う。

「文体は変えてあるが、文章のリズムが一いつ緒しよだし、なによりペンネームで一いち目もく瞭りよう然ぜん」

「ペンネーム？」

「なんだ？　担当のくせに気づいてなかったのかよ。単純なアナグラムだぞ。大江透磨の『大』を最後に持ってきて読んでみろ」

（大江透磨の大を後ろに？　……江透磨大……って、えとうまお!?）

　聖志に言われたように思考を巡めぐらせた京は、思わず「……げ」と呟つぶやいた。

　確かにその通り、実に単純なアナグラムだ。

（なんで今まで気づかなかったんだ？）

　透磨は、別に同一人物だとばれても構わないと思っているようだが、担当編集者である京としてはばれてもらっちゃ困る。

　社会派の堅かたい作家として売り出す予定の『大江透磨』に、『恵藤まお』の甘いイメージはマイナスでしかないから。

（せめて、一年ぐらいはばれないままでいて欲しいけど……）

　堅い小説を好む読者ががっちりついた後でなら、ばれてもダメージは少ないだろうし。

「……安藤先生、このことは是ぜ非ひともご内密に」

「考えとくよ」

　おそるおそる反応を窺うかがう京に、聖志はやけに嬉しそうに答えた。

（今度こそ、仕返しされるかも……）

　互たがいの立場がクルッと反転したことに気づいて、京はがっくりと肩を落とした。







　車で来ているという透磨に促うながされるまま、『更紗』の近くにある駐ちゆう車しや場じように向けて歩道を歩く。

「なんでこんな単純なペンネームにしたんだよ」

　京はペンネームのアナグラムの件で、隣となりを歩く透磨をどついた。

「やっと気づいたのか……。あれは宮子が考えたんだよ。ちょっとした謎なぞかけみたいで面白いからって」

「また宮子かよ」

　厄やつ介かい事の元は、ほとんど宮子だ。

（いずれは、ばれるだろうなぁ）

　なにせ両方とも京が担当しているのだ。

　業界の者はいずれ気づくに違ちがいない。

　頭を抱かかえている京に、透磨が話しかけてくる。

「宮子といえば、結けつ婚こん式しきの会場が決まったって連れん絡らくがあったよ」

　安定期に入り、大江一家は揃そろって日本に帰国しているのだ。

「海外だったら俺は欠席だ。絶対に行かないからな」

　飛行機になんか乗りたくない。

「大だい丈じよう夫ぶ、国内だよ。それも京もよく知ってる場所」

「俺も？」

　宮子のことだから、きっと突とつ拍ぴよう子しもない場所に違いない。

　どこだ？　と考え込んでいると、「家だよ」と透磨があっさりと答えを言う。

「家って……。大江家の本宅？」

「そう。あの家の庭に、家族用の小さなチャペルがあっただろう？　あそこが良いんだって」

　──はじめてあのチャペルのステンドグラスを見たときから、絶対にここで結婚式を挙げるって決めてたの。

　そう宮子が宣言して、周囲はあっさりそれを認めたのだという。

「だって、あんな小さなチャペルじゃたいした人数呼べないだろう？」

　中に入れるのは、せいぜい二十人程度。

　大江家にかかわる人々をすべて招待したら、ホテルの大ホールでも足りないぐらいだろうに……。

「呼ばないから大丈夫だよ」

　心配する京に、透磨が言った。

「っていうか、呼べないだろう？」

「……そうだった」

　大江一家が帰国した際、挨あい拶さつに行った京は、十七年ぶりに見る妹より、その隣にいる未来の夫の若さにちょっと愕がく然ぜんとした。

　確かに、あのふたりを今すぐ夫ふう婦ふだと言って人前に晒さらしたら、眉をひそめる人も多かろう。

　身内だけで式を挙げるのが正解だ。

「家の両親は、眞咲が二十歳はたちになったら、子供のお披ひ露ろ目めをかねて盛大な結けつ婚こんパーティーをするって言ってるよ」

「ああ、それはいいな」

　区切りにもなるし、夫が成人した後での事後承しよう諾だくならなんとかなる。

　駐車場に着き、車に乗り込む。

「それとね、僕らのことはどうするのかって」

　発進してすぐ、透磨がちょっと楽しげな口調で言った。

「俺達って？」

「今回の式は身内だけだし、どうせなら僕らも養子縁えん組ぐみして式を挙げちゃったらどうだって」

「げっ、そうきたか」

　京は思わずげんなりした。

　大江家の人々は、透磨の京への想おもいを昔からよく知っていたらしい。

　挨拶に行くなり、「息子むすこを頼たのむよ」だの「あの子を受け入れてくれて本当にありがとう」だのと好意的な言葉を山ほど賜たまわってしまったのだ。

　そんなこととは知らなかった京は心底驚おどろいたし、芋いもづる式に自分の家族にもふたりの関係がばれてしまって、けっこう気まずい思いもさせられた。

　だがまさか、結婚式まで勧すすめられるとは……。

（本当に、フリーダムな一族なんだな）

　いつぞや、兄が苦く笑しよう気味に言っていた言葉を思い出してため息をつく。

「あのな、養子縁組するとなると、おまえのほうが年下なんだから三ツ谷姓せいになるんだぞ？　おまえの家族、そこら辺のことわかって言ってんのか？」

　いくら家か督とくを捨てたとはいえ、長男が目下の家の籍せきに入るだなんて、それはさすがに問題があるだろう。

　そう思って指し摘てきしてやったのに、運転席の透磨は微笑ほほえんだまま。

「そんなこと、家の者は誰だれも気にしちゃいないよ」

「随ずい分ぶんと太っ腹なことで……。おまえはそれで平気なのか？」

「もちろん」

　信号で停とまったタイミングで、透磨がこっちを見る。

「一いつ生しよう涯がい、京に所有してもらえるみたいでむしろ嬉うれしいよ」

　──プライドよりも愛がすべて。

　澄すみきった黒い瞳ひとみが、本心からそう甘く囁いている。

　甘党じゃない京にとって、この甘さは許容範はん囲い外がい。

「わかったよ。もう好きにしろ」

　甘さに堪たえきれずに赤くなった顔がどうにもこうにも照れくさい。

　京は、口答えする気力もなくして、思いっきり窓側に顔を背そむけることしかできなかった。
















気分上々













「あ～、やっぱり家が一番だな」

　外出先から戻もどった京は、いつものソファに上じよう機き嫌げんでふんぞり返った。

　途と中ちゆうまではこの外出に気乗りしなくてけっこう嫌いや々いやだったのだが、終わってしまえば首しゆ尾びは上々。

　外出先で思いがけず、胸がすく感じを味わって気分も上々だ。







　──三ツ谷さんに、協力して欲しいことがあるんです。

　きっかけは、そんな『更紗』のマスター、香留の言葉からだった。

　去年の夏にはじめたフレーバーつきのカフェオレもすっかり定番になったし、そろそろ新しいメニューを試みてみたい。ついては、味覚が鋭するどい京にその味見をお願いしたいのだが……と。

　そういうことならいくらでも協力しますよと、京は上機嫌で頷うなずいた。

　どうやら京は、香留の中でただの常連客から友達感覚に昇しよう格かくしつつあるようだ。

　香留の恋こい人びとである聖志が、それを快く思わないだろうってのもわかっていたから、京は余計にご機嫌だ。

　指定された日は、『更紗』の定休日である木曜日の夜。

　会社帰りに寄ると約束していた京が、そろそろかなと会社の時計で終業時間を気にしはじめた頃ころ、京の携けい帯たいは透磨のメールを着信した。

『マスターのところに一いつ緒しよに行こう。そっちに車で迎むかえに行くから。会社の前で待ってて』

　この段階で、嫌な予感がした。

　なんで透磨が？　しかもなんでわざわざ車でここまで？

　迎えに来てくれる気持ちは嬉うれしいが、会社近辺は企き業ぎようが多い地域だけに夕方の時間帯は道も混こむ。進まない車の中で苛いら々いらするよりも電車を使ったほうが良いくらいだ。

　透磨も呼ばれてたのなら、直接家から『更紗』に向かえば良いのにと思う。

　首を傾かしげつつも迎えに来た透磨の車に乗り、走り出して十分後。

「なあ、この道、違ちがうだろ？」

『更紗』に行くなら逆だろうと、透磨の運転する車の進行方向にまた首を傾げた。

「あれ、聞いてなかった？　場所が変へん更こうになったんだよ。『更紗』じゃなくて安藤先生のマンションで試食会するんだって」

「……安藤先生の……マンション？」

　ぞわあっと、京の全身に鳥とり肌はだが立った。

　聖志のマンションは、高級高層マンションの高層階なのだ。

　その窓から、さていったいどんな光景が見えるのか……。

　想像するだけで、高所恐きよう怖ふ症しようを自認する京は震ふるえ上がる。

　最近の聖志はすっかり『更紗』を根城にしているから打ち合わせもそこでやっているが、それ以前はけっこう大変だった。

　聖志の自宅での打ち合わせを避さけるべく一流フレンチをエサに呼び出したり、先せん輩ぱい編集の田辺の名を出して出版社に呼びつけてみたり、なにかの雑誌のインタビューにかこつけて打ち合わせをしてみたり……。

　涙なみだぐましい努力の結果、今までは一度も足を踏ふみ入れずにすんでいたのだが……。

（……やばい）

　先日、聖志に高所恐怖症だとばれてしまっただけに、頭の中で警告ランプが点灯する。

「今日の日中に、注文していたサイフォンが届いたんだけど、火を止めるタイミングがどうしてもうまくいかなくてね」

　サイフォンの師し匠しようである香留にメールで聞いてみたら、だったらちょうどいいから京と一緒に遊びにきてくださいと案内のメールが来たのだと、透磨が嬉しそうに言う。

　前を向いたまま、ご機嫌そうに安全運転している透磨は、京がひとりで焦あせっていることにまったく気づいていないようだ。

（行きたくないけど、ここでドタキャンってのもなぁ）

　試食会の準備をしている香留を空から振ぶりさせては可哀かわい想そうな気がするし、いくらなんでも大人げなさすぎる。

　悩なやんでいるうちに、車は目的地に到とう着ちやくした。

　マンションの敷しき地ち内にある来客用の駐ちゆう車しや場じように車を停とめ、エントランスで香留に来意を告げてマンション内に通じる自動ドアを開けてもらう。

　高層階に通じるエレベーターの前で一いつ瞬しゆんひるんだが、エレベーターのドアを押さえて「どうぞ」と透磨にエスコートされて渋しぶ々しぶ乗り込んだ。

（……うわぁ）

　上じよう昇しようして行くエレベーターもまた気分が悪いが、外の景色が見えないタイプなのが救いだ。

　このエレベーターはのんびり動いているだけで、到着する先は三階だから……とあほな自己暗示をかけつつなんとかその場を凌しのぐ。

　やっと辿たどり着いた聖志の部屋のインターフォンを鳴らすと、

「やっと来たか。待ってたぞ」

　やたらと嬉しそうな聖志が出で迎むかえてくれた。

（げげっ、この顔はマジでやばい）

「お招きに与あずかりましてありがとうございます。これ、お土産みやげです」

　冷や汗あせをかきつつ、手みやげのワインを渡わたす。

「ご丁てい寧ねいにどうも。──さ、ふたりとも入れ」

　手みやげを受け取った聖志は、やたらと嬉しそうな顔のまま京の腕うでをむんずとつかんだ。

「え……あの……ちょっ」

　遠えん慮りよするなと引っ張られるまま通路を歩かされ、リビングに通じるドアを開けた聖志にポイッと部屋の中に放り込まれた。

「───げっ」

　その途と端たん、視界に広がった光景にぞわあっとした。

　間接照明で仄ほの暗ぐらく浮うかび上がる広いリビングの向こう、天てん井じようまである壁かべ一面の大きな窓には高層階から見下ろす都心の夜景が広がっている。

　見る人が見れば綺き麗れいなのだろうが、京にとっては恐怖でしかない。

　すうっと血が下がり、足が震えかけたとき、

「もう、聖志さんったら、なにやってるんですか！　今日はブラインド開けたら駄だ目めだって言ったでしょう」

　と、珍めずらしく怒おこった香留の声がした。

「あ……いや、ほら、家の自じ慢まんの夜景を見せてやろうと思ってだな」

「必要ありません！　三ツ谷さんは高所恐怖症なんだって、ちゃんと説明したでしょう？　子供じゃないんだから、こんな悪戯いたずらしないでください」

　カウンター内のキッチンにいた香留が操作してくれたのか、ゆっくりとブラインドが自動で閉まっていく。

「三ツ谷さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　香留が心配そうに駆かけ寄ってきて顔を覗のぞき込んできた。

「ええ、まあ……なんとか……」

　京は冷や汗をかきつつ、ひきつった笑えみを浮かべた。

「こういう部屋だから、約束破って申し訳ないんですが、聖志さんに三ツ谷さんが高所恐怖症だって事情を話して注意してたんですけど……。すみません」

「いいえ、助かりました。どうもありがとうございます」

　京にしては珍しく、なんの含ふくみもなく素す直なおに感謝してしまう。

　柔やわらかな栗くり色いろの髪かみが流れ落ちる香留のその背中に、天使の羽根の幻まぼろしが見えるようだ。

　この悪あく魔まめ、と聖志にきっと視線を向けると、香留に叱しかられたのがショックだったのか、なんとも気まずそうな顔をしている。

（自じ業ごう自得だ）

　その姿に、ちょっと溜りゆう飲いんが下がった。

　そして、その後は新しいメニュー候補の試食会。

（……あらら）

　テーブルの上に着々と用意されていくメニューを見て、京はちょっと呆あきれた。

　ハヤシライスにナポリタン、ピザトーストにグラタン等々と、ちょっと古びた雰ふん囲い気きの喫きつ茶さ店てんを意識した料理の数々だったからだ。

（気持ちはわかるけど……）

　かなり前から準備していたらしく、試食してみても味は悪くない。

　ってか、むしろ美味おいしいのだが……。

「──これ、全然駄目でしょう」

　とりあえず全部試食した後で、京は素直な感想を述べた。

「え、……全然駄目？」

　京の率そつ直ちよくすぎる意見に、香留はショックを受けたようだった。

　助けてもらった直後で可哀想な気もするが、ここで手を抜ぬいてこんなメニューが『更紗』の定番になったら京自身が困る。

　まず自分の都合優先ということで、思ったことをズケズケと言わせてもらうことにする。

「この部屋、いま臭くさいですよね？」

「そ、そうかな？」

「臭いですよ。この料理の臭においがプンプンします。──香かおりのいい珈琲コーヒーを楽しみに『更紗』に来て、その店内にこんな臭いが充じゆう満まんしてたらきっと興ざめですよ」

　純じゆん粋すいに珈琲の香りを楽しめなくなるのは困る。

「あ、そうか！」

　そういうことか、と香留は両手を叩たたいて納なつ得とくした。

「だから前のマスターは、余よ裕ゆうがあってもフードメニューを増やさなかったんだ」

　数種の簡単なオープンサンドと、近所のケーキ屋さんから仕入れるチーズケーキやクッキーなどといった単純なサイドメニューは、作業の単純化を図ってのものではなく、余計な香りを出さないための工く夫ふうだったのだ。

　珈琲専門店と銘めい打うっているのだから、その珈琲を楽しむための環かん境きようも意識して作りあげていたというところだろう。

「納得してくれました？」

「しました。──はっきり言ってくれてありがとう、三ツ谷さん」

　相談してみて良かった、と香留が嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「いえいえどういたしまして。お役に立てて嬉しいですよ」

　返礼をしつつ、京はちらっと聖志の表情を盗ぬすみ見た。

　──なんでこんな単純なことに、この俺が気づかなかったんだ。

　そう言わんばかりの苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情に、京はまたしても溜飲を下げた。

　その後は、極力香りの出ないサイドメニューの考案に協力したり、サイフォンの講習会もどきをやったり……。

　けっこう楽しい時間を過ごすことができた。




　　　　☆




　京に少し遅おくれて、駐車場に車を停めた透磨が家に戻もどってきた。

　喉のどが渇かわいていた京は、なにか飲むものを用意してもらおうと透磨を見て、ギョッとする。

（なんだ、こいつ）

　透磨はあからさまにどよ～んと暗かった。

　いつもだったら、帰宅してすぐ、なにか用はない？　と京に聞いてくるのに、それもないままどさっと目の前のソファに座って、がっくりうなだれて深々とため息をついている。

　聖志宅にいた頃ころから、口数が極きよく端たんに少なくなっていたが……。

「……透磨？　どうした？」

　おそるおそる声をかけると、透磨は上うわ目め遣づかいでこっちを見る。

「なんで言ってくれなかったんだ？」

「なにを？」

「高所恐きよう怖ふ症しようだって……。僕、以前あなたをヘリコプターに乗せたことがあったよね？　あのとき、様子が変だったのってそのせいだったんだろう？」

「まあな。でも、ほら、もう済んだことだし……。気にするな。元気出せって」

　落ち込まれているのも面めん倒どうなので水に流してやろうと思ったのに、透磨は全然浮ふ上じようしない。

「気にするよ。……愛する人を苦しめるような真似まねを知らず知らずのうちにしてたなんて……。──どうしてあのとき言ってくれなかったんだ？」

「そりゃ、あのときのおまえ、まだ性格悪かった頃だし……」

　言ったら最後、面おも白しろがられて、高い所を連れ回されるに違ちがいないと思ったと説明すると、透磨はまた深々とため息をついた。

「ああ、そうだったっけ……。僕はあの頃、一年以上もあなたのことを苦しめてたんだよね。今さらか……」

　透磨がしょんぼりとうなだれる。

（……うざっ）

　以前にも一度、透磨がこうやって自己嫌けん悪おで落ち込んだ姿を見たことがある。

　あの頃は透磨のことを憎にくらしい奴やつだとしか思ってなかったから、シカトして放置したが、さすがに今はそういうわけにはいかない。

　機き嫌げんを直してもらわないことには、茶の一いつ杯ぱいも出てこないし……。

（あ、そうだ）

　良いことを思いついた京は、足を伸のばして目の前に座る透磨の足を軽く蹴けった。

「なに？」

「サイフォン買ったんだろ？　さっそく珈琲淹いれてくれよ」

　少し前に『更紗』から京専用ブレンドは購こう入にゆう済みだし、今日だってレクチャーしてもらってたから、そこそこ美味うまい珈琲が飲めそうだ。

「マスターほど美味くは淹れられないよ」

「それでも良いから淹れろって。喉渇いたんだよ」

　自己嫌悪のせいかすっかり自信喪そう失しつしているらしい透磨は、渋しぶ々しぶといった体で立ち上がった。

　しばらくするとコポコポと聞き慣れた音がして、キッチンのほうから珈琲の良い香りが漂ただよってくる。

「──はい、どうぞ」

　たいして美味おいしくないかもしれないけど……と、すっかり自信喪失している透磨が珈琲カップを差し出した。

「どうも」

　苦く笑しようしつつ受け取った京は、いつものようにカップに鼻を近づけ香りを吸い込む。

「香りはいいな」

　そして一口。

（……ちょっと苦いか）

　それでも、ドリップ式で淹れたときよりはずっと香こうばしくて美味しい。

「うん、美味しい」

　恋こい人びと待たい遇ぐうで特別にちょっとだけ大目に見てやって、微笑みかけてやる。

「そう？　……良かった」

　緊きん張ちよう気味だった透磨の唇くちびるに、ほっとしたような笑えみが戻った。

　──慰なぐさめても宥なだめても駄だ目めなら、とりあえず誉ほめる。

　新たな恋人操作法を会得した京は、やっぱり気分上々なのだった。
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